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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















○プロローグ






　そこはまさしく果てのない暗黒だった。かつて、まだ地球が球体ではないと信じられていた頃ころ。地の果てには何もないと人々は考えていた。

　彼方かなたの海へと向かえば、その内大地が尽つきて何も無くなるのだと。昔の人間は、さぞや恐おそろしかったことだろう。分断された世界、広がる無限暗黒、それは神の御み手てから離はなれた場所なのだと。

　第一〇領域マルクトの果てに辿たどり着いた少女は、さすがに啞あ然ぜんとした面おも持もちで天を眺ながめていた。

　昔の人間が想像していた世界の果てが、彼女の前に広がっていた。

「これが──」

「はい、各領域を接続している【天へ至る路シヤマイム・クヴイシユ】──それを封ふう印いんしている門ゲートになります」

　それを門、と呼ぶべきだろうか。どちらかと言えば、塔とうと呼ぶべきものだった。巨きよ大だいな城門のようにも見えるが、その門が守るべき城はない。

　つまり、まず天を衝つくような巨大な白色の門がある。材質は不明だが、木や石でないことは確かだった。金属のようにも思えるが、指先で触ふれるとプラスチックのように滑なめらかだった。表面には黄金こがね色で複雑な紋もん様ようが描えがかれている──だが、あまりに巨大過ぎるので具体的に何を描いているかは不明だった。

　そして、その門の左右にはただただ不可視の暗黒が広がっているのみである。

「見ててください」

　一人がそう言って、右みぎ腕うでを突つっ込んだ。空間に入り込んだ瞬しゆん間かん、その右腕が消えて無くなった。そして、空間から右腕を出すと何事もなく元に戻もどる。

「光も吸い込む完全な暗くら闇やみ……ですわねえ」

　宇宙の彼方にある、と言われるブラックホールのような。

「ともかく、私が知る限り誰だれ一人ひとりとしてここに足を踏ふみ入れた準精せい霊れいはいません」

「ここは戦せん闘とう狂きような方々が集まる領域でしょう？　誰かを放ほうり投げたことはありませんの？」

「……多分、ないです」

「どうしてですの？」

　響ひびきは恐れるように暗闇を見て、ひそひそと告げた。

「ここに何かを落としたら、この隣りん界かいが壊こわれるかもしれない。誰かがそう言ったから……だって噂うわさされてます」

「なるほど」

　少女は納なつ得とくした。この世界には謎なぞがあまりにも多い。自ら望んで、核かくミサイルのボタンを押そうという輩やからは、そうそう存在しないという訳だ。

　それにしても──と、少女は門を見て嘆たん息そくする。

「地じ獄ごくの門があるとしたら、こんな形なのかもしれませんわね」

　──まるで、黒曜石みたい。

　もう一人、門を見つめる彼女をここまで案内した緋衣響しようじよは、そう思う。

　濡ぬれそぼったような黒くろ髪かみは美しく、目の前に広がる暗黒の海とは異なる趣おもむきを醸かもし出している。黒と赤に纏まとめられた服は、彼女の謎めいた雰ふん囲い気きを強調させていた。

　そして何より特とく徴ちよう的なのは、左眼球の時計盤。

　チクタク、チクタク。

　心臓の鼓こ動どうと共に、秒針が動いているかのよう。

　手には古式銃じゆう──短銃と歩兵銃。共に古典的クラシツクな装よそおいであるが、かつて彼女だった緋ひ衣ごろも響は知っている。その二挺ちようの銃は影かげを装そう塡てんし、影の弾だん丸がんとなって音速で飛び、時にはカーブを描いて狙ねらった標的に突き刺ささるのだ、と。

　黒く、闇で、暗く、妖あやしく、艶つややかな少女である。

「さあ、それでは響さん。参りましょうか、第九領域イエソドへ」




　彼女の名前は時とき崎さき狂くる三み。

　この隣界において比類無き力を行使する、最強の精霊しようじよである。




「ところで、この門をどうやって開ひらかせますの？」

　その言葉に、狂三と対照的なほどに白い装いの響は頰ほおを搔かいた。

「あー……開けられませんよ。どうやっても」

「……響さん？」

　にこりと狂三は笑った。その微笑ほほえみは、即すなわち響にとって処しよ刑けいへのカウントダウン。

　短銃でこめかみグリグリ五秒前ということである。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです大丈夫です！　開けずとも、向こう側へ行く手段があるんです」

「開けずとも、向こう側へ行く……ですの？」

「ええ、霊れい体たいを同調させることによって」

　先ほどの威い圧あつ的な笑みはどこへやら、きょとんと首を傾かしげる仕草は小こ憎にくらしいほどに可愛かわいらしい、そんなことを響は思う。

「……この門は、隣界初期に支配者ドミニオンが生み出したものと言われています。初期は霊力の乱れが凄すごかったらしくて。他ほかの領域から溢あふれた霊力が侵しん食しよくしたケースも多々あったそうです」

　唐とう突とつに出現する洪こう水ずいみたいなものだ、と響は喩たとえた。

　全部で一〇存在する領域は、【天へ至る路シヤマイム・クヴイシユ】によって接続されているが、溢れた霊力が何かの拍ひよう子しに活性化……莫ばく大だいな破は壊かいエネルギーとなることもあったという。

　そのため、緊きん急きゆう時にはこの扉とびらを閉へい鎖さすることで侵食してきた霊力がもたらす災害を防ぐ意味合いがあったらしい。

「ここ最近、霊力が安定してそんなことは起きなくなったらしいんですけどね。第九領域イエソドは、準精霊たちの中でも特に戦闘能力が低い子たちが集まってて。ちょっとした異変があっただけでも、すぐに閉鎖してしまうんです。なので、この扉に限っては出入りする方法を覚えなくちゃいけなくて」

　緋衣響は、第一〇領域マルクトから出発して第九イエソド、第八ホド、第七ネツアク、第六テイフアレトまで巡めぐった経験がある。

　それは復ふく讐しゆうの巡じゆん礼れいであり、執しゆう念ねんと能力が彼女にそれを可能にした。

　……とはいえ、それは既すでに終わった話だ。

「門は言うなれば、パスワードを求めている状態です。で、そのパスワードは霊装ドレスとイコール。だから、後は合致するログインＩＤのように霊体の波長を合わせればいい。えーと、今の説明でわかります？」

　ふむ、と狂三は首しゆ肯こうした。

「大まかには。でも、説明で理解できてもやり方はわかりませんわね」

「ですよね。なので、今回は私と一いつ緒しよにやりましょう。大丈夫、ここは比ひ較かく的てきセキュリティが緩ゆるいですから。せいぜい、間ま違ちがっても凄く痛く弾はじき飛ばされるだけで」

「……痛いのは厭いやですわね」

「大丈夫ですよー。狂三さんの霊体の波長は、わたし、知ってますし」

「ああ……確かにそうでしたわねえ」

　響は少し前まで、眼前の時崎狂三であった。復讐のために、自身の無む銘めい天使〈王位簒奪キングキリング〉を使い、精霊としての力を行使した。

　だから、狂三の霊体に関しては恐らく彼女の次に理解できている。もっとも、彼女の深遠なる能力──比類なき存在、天使は表面をなぞるだけしかできなかったのだが。

　響が狂三の手をそっと握にぎった。

「では行きますか、狂三さん？」

　狂三はほんの一いつ瞬しゆんも、まったく刹せつ那なも迷わなかった。そこに恐きよう怖ふはなく、あるのは大きな希望と小さな焦あせりだけだ。

「ええ、参りましょう」

　その反応の速さの源泉が何なのか、理解している響は少し寂さみしげな笑みを浮うかべた。











○第九領域イエソド






　響ひびきは門にそっと手を触れ、囁ささやいた。

「接続・霊装コード認にん証しよう開始。〈神威霊装・三番エロヒム〉・情報取得／暗号鍵かぎ要求・待機・波長同化」

　とぷん、と。響の腕うでが門に沈しずむ。

「ひ、響さん？」

「少し静かにしてください」

「あ、はい」

　妙みような迫はく力りよくに、狂くる三みは思わず押し黙だまった。

「波長係数変へん換かん、ＮＺ一八四．〇〇三．九二六．三三五．〇一……っ」

　ばちり、と電でん撃げきのような音。響の握あく力りよくが強まり、狂三の手を痛いくらいに締しめ付ける。

　それで、響が痛みを堪こらえているのだと狂三にもわかった。額から流れる汗あせは、運動量ではない苦痛のサインだ。

「響さん！」

　狂三の呼びかけにも、響は応じない。無機質な声で呟つぶやき続けるだけだ。

「三……認証・同調設定完かん了りよう！　侵食三二パーセント、透とう過か精度八三パーセント！　さあ行きますよ、狂三さん！　いいですか、すり抜ぬけられるのは一瞬です！　下手をすると、門と融ゆう合ごうしちゃいますからね！　てりゃあああああああああ!!」

　門は開くことがない。だが、響は猛もう然ぜんとその一歩を踏み出した。響の体がすり抜けていく、だがその歩みは止まることがない。

　そして遂ついに、握り締められていた手と共に狂三の手も門をすり抜けた。

「ひゃぁ!?」

　狂三は素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげて立ち止まりかけるが、すぐに先ほどの言葉を思い出す。

　──門と融合しちゃいます。

　そんな奇き妙みような状じよう況きようになってたまるものか、と狂三も衝しよう突とつを恐おそれず飛び込んだ。

　門の感かん触しよくは、やはり水のようだった。

　目が眩くらむような光の洪水、粒りゆう子しは虹にじ色いろを伴ともなってくるくると狂三の周囲を回転し、飛沫しぶきとなって狂三に降り注ぐ。

「さあ、走りますよ！」

　響と狂三は手を繫つないだまま、【天へ至る路シヤマイム・クヴイシユ】を疾しつ駆くする。

　路みちは先ほどの門と同じような材質だが、不思議と滑すべることはない。

「こんっ、なにっ、急ぐっ、必要っ、ありっ、ますっ、のっ？」

「ありますっ、だってっ、早くっ、会いたいっ、ですよねっ」

　その言葉に、狂三は改めて自分の夢を握り締める。

「その通りですわ！」

「だったら、急ぎましょう！　急いで悪いことなんて、何もないんですから！」

　彼女の言葉に、引っ張られるだけだった狂三がぐっと前に出た。

「わたくしの前を、走らないでくださいまし」

　その負けん気の強い言葉に、響はにっこり笑った。




　──まあ、そこから二〇〇メートル走ったところで両者共に限界が訪おとずれたのだが。




「ちょ、ちょっと……張り切りすぎましたね……」

「ですわ……ね……」

　この隣りん界かいにおいては全すべての行こう為い行動に霊力を消費する。彼方かなたの世界と異なり、この隣界には霊力が充じゆう満まんしているから、尽つきてゼロになることはない。だがその一方、消費したものを取り戻もどすには時間が掛かかる。

　この隣界においても、スタミナは重要であるということだ。

「でも、お陰かげでもうすぐですよ。ほら、見えてきました」

　第九領域イエソドの門が見えてきた。

「う、もしかしてまたあれを？」

「いえ、既にログインが成功しているので、この経路はこのまま通り抜けられます」

　その言葉に、狂三は胸を撫なで下ろす……が、その代わり別の不安が胸に忍しのび寄った。

「そう言えば、少し前に響さん妄もう言げんを漏もらしていませんでした？」

「もーげん？　ぐーてん？」

「挨あい拶さつでなく。その……アイドルとか何とか」

　聞き間違い、あるいは語ご弊へいがあるのだろうと狂三は思っている。いくら何でも、アイドルにならなければならないとか、馬ば鹿か馬鹿しいにもほどが──。




「はい。第九領域イエソドは歌って、踊おどれて、愛される偶像アイドルこそが、尊ばれるという、些いささか変わった価値観を持っています」

　いくらなんでも。

「変わりすぎですわ」

　狂三は深々と嘆たん息そくし、ふと疑問を抱いだく。

「でも、おかしくはありませんこと？　『愛される』といっても、アイドルを愛するファンがこの隣界に存在するとは思えませんわ」

「いえ、ファンであることに存在理由を求める準精せい霊れいもいますよ、意外に多く。もちろん、それだけでは会場を満員にすることができないので、アイドルを目指す準精霊たちは充じゆう塡てんしたファンパワーによって会場にファンを増やすんです」

「ファンパワー……ですの」

　狂三にはなかなか難解な言葉であった。

「ま、よろしいですわ。どのみち、ここは通過するだけですし」

「ですよね、それではいざ第九領域イエソドへ！」

　かくして少女二人は、次の領域の門へと飛び込んだ──。




　　　　◇




「……で。どういうことですの？」

「さ、さあ。ここまで警けい戒かいされているとは、思いませんで……」

　門の先には準精霊たちが一〇人、無銘天使を狂三たちに突つきつけていた。銃じゆう、剣けん、槍やり、弓、よりどりみどり、という感じである。

「あなたたち、誰だれ!!」

「どうやって、この門を潜くぐり抜けてきたの!?」

「う、動かないで！　絶対に動いちゃダメだよ！　わかった、わかったよね!?」

　どの順番で倒たおそうか、と考えていた狂三はすぐに気付いた。

　──あら、あら、あら。この方々、怯おびえきっておられますわね。

　よく見るまでもなく、槍の切先は震ふるえている。銃口は安定せず、刀の柄つかを握る力は痛々しいほどに強い。

　なるほど、修しゆ羅らの世界のようだった第一〇領域マルクトと異なり、ここでは平和的な準精霊たちが頑がん張ばって警察の役回りを果たしているらしい。

　全員の表情が困こん惑わくと恐怖に満ちていて、攻こう撃げきするのも可哀かわい想そうになった。響は軽く狂三の肘ひじを突っついた。

「降こう伏ふくしまーす！」

　響の言葉に、狂三はため息をついた。

「はいはい、承りましたわ」

　そう言って銃を収納して、両手を掲かかげる。周囲の準精霊たちが一いつ斉せいにはーっ、と安あん堵どした。手を上げた途と端たんに、あっさりと向こうも武器を下ろしてしまう。

「よかったー」

「びっくりしたよー、もう」

「こんなの初めてだもんねー」

　そればかりか、きゃいきゃいと互たがいに顔を向けて話し合い始めた。確かに狂三たちは今武器を持っていない。が、そもそも天使とは霊れい力りよくで操作するもの。出し入れなど自在だ。

「あのー、すいませーん」

　響がたまらず声を掛ける。

「な、何ですか！　何よ!?」

「いえ、手を下ろしていいのかどうかお伺うかがいしようと。そもそも、この後はどうするんですか？」

「あ、うん。えーと、どうしよう。……ちょ、ちょっと待ってね！」

　再びの話し合い。

　狂三がちらりと響を見ると、響はあははーと苦く笑しようした。

「なるほど、本当に吞気のんきな領域ですわね」

　門番、というのは甘く見られがちだが重要な役職だ。外と内から挟きよう撃げきされれば、どんな堅けん固ごな城も崩ほう壊かいする。もっとも、この隣界においてどこかの領域が攻せめ込んでくる、というパターンはほとんどないのだろうが……。

「いいところなんですけど、この吞気さはちょっと第一〇領域マルクトに慣れすぎると辛つらいですよね」

「三日あれば皆みな殺ごろしにできるのでは」

「しないでくださいね!?」

　結論が纏まとまったのか、リーダー格らしい準精霊が進み出てこほんと咳せき払ばらいした。

「で、では。えーっと……お名前を」

「えーと、準精霊、第七霊れい属ぞく……緋ひ衣ごろも響、です」

　狂三は三度目のため息をついて告げる。

「準精霊、第三霊属……時とき崎さき狂三、ですわ」

　精霊と名乗ることは避さけるべきだ、という響の意見に狂三は渋しぶ々しぶ賛成した。彼女の話によれば、精霊を名乗ってもほとんどの場合、ただの冗じよう談だんで済まされる。……が、第一〇領域マルクトの、あの殺し合いデートのときに精霊と名乗ったときのように、冗談で済まされない場合もある。




　──なら、どうして貴女あなたはあのとき精霊を名乗りましたの？

　──ああ、それは簡単です。怖こわがらせたかったからですよ。




　そんなことを、響は気まずげな表情で告げた。彼女が目指していた相手、第一〇領域マルクトを支配していた最強の準精霊、〝人形遣いドールマスター〟。彼女を怖がらせるため、響は精霊を自じ称しようした。確かにその比類なき力は精霊そのものだったからだし、彼女の記き憶おくも己おのれが精霊だと伝えていたからだ。

「そっかー、響ちゃんと胡桃くるみちゃんね。よろしく！」

　多分、間ま違ちがいなく異なる文字で呼こ称しようされていると思うが、指し摘てきするのは不毛なので止やめることにした。

「でも、どうして第一〇領域マルクトから？」

「あ、はい。第一〇領域マルクトの支配者ドミニオン……〝人形遣いドールマスター〟が死んだので、混乱している今の内に逃にげようって相談してたんです」

「そうなんだー」

　門番役の準精霊たちはうんうんと納なつ得とくするように頷うなずいた。響が眉まゆを顰ひそめる。いくら何でも素す直なおすぎる、第一〇領域マルクトの支配者ドミニオンが死んだことが、閉へい鎖さしていた領域に伝わるはずがない。

「あの……納得してくれるんですか？」

「うん」

　門番の一人が、さらりと肯こう定ていした。

「だってさ、あたしたちの支配者ドミニオン、絆ばん王おう院いん様がこの間、そう宣言したんだもん。疑う理由はないよねー」

「絆王院……!?　ちょ、ちょっと待って下さい。確か、この第九領域イエソドの支配者ドミニオンは〝絢爛歌メロウ〟の二つ名を持つ人でしたよね？　えーと確か……」

　響は不意に、その名前に思い至った。

「そう、確か輝俐キラリリネムさん！」

　響が出した名前にも、門番たちが気まずそうに目を背そむける。

「あの人は、もう居なくなったの」

「この第九領域イエソドに、居られなくなった……」

「あら、まあ。何故なぜですの？　第一〇領域マルクトのように、殺されでもしまして？」

　狂三の問い掛けに、門番たちは一斉に首を横に振ふった。

「そんなことしないよ！　第一〇領域そつちじゃないんだからさ！　ただ、その、何ていうか……死んだも……同然っていうか……」

「生きてるのに？」

「うん。生きているんだけど──」




　そのとき、門番たちはあっさりとこの領域における〝死〟の概がい念ねんについて、極きわめて明快な説明をした。

「歌えなくなったの。だからもう、この領域の支配者ドミニオンにはなれない」

「歌えなく……なった……？」

「この第九領域イエソドは、アイドルでなきゃいけないの。歌って、踊れて、輝かがやきを振りまけるアイドルでないとね」

「それができないなら、あたしたちみたいに門番を務めたり、誰かのファンになったり、ファンクラブ作ったり、色々しないとねー」

　なるほど。この領域は確かに第一〇領域マルクトほど、過激ではない。だが、過激ではないからといって、生きやすいとは限らない。

「あ、大だい丈じよう夫ぶだからもう行っていいよ。一応、絆王院様に報告しておくけど」

「あの、申し訳ありません。わたくし、この領域の支配者ドミニオンである絆王院さん、とやらにお目に掛かかりたいのですけれど」

　狂三の言葉に、門番たちは一斉に「えー」と締しまりのない声で叫さけんだ。

「無理だよー！」「絆王院様……〝聖歌者セイント〟は今、この領域最高のアイドルだもーん！」「あたしたちだって会いたいのにー！」「精々、マネージャーさんが精せい一いつ杯ぱい！」「でもマネージャーさんもイケメンだよねー！」「イケメンって女の子に使っていい単語なの？」

　かしましい門番たちを他所よそに、狂三と響はさっさと歩き始めた。

「さて、面会に参りましょうか。この領域最高のアイドルとやらに」

「殴なぐり込みはどうか最後の手段にしてくださいよー！」

「ええ、もちろんですとも。わたくし、礼れい儀ぎ正ただしさと優ゆう雅がさにかけては精せい霊れい随ずい一いちですのよ」

「はい、信じてます。響ちゃん信じてますよ狂三さんのこと！　ですから、どうか、ですから、また顕けん現げんさせたその物ぶつ騒そうな天使じゆうだけはしまってくださいね！」

　ちぇっ、と舌打ちしつつ狂三は古式銃を収納した。




　　　　◇




　門を通り抜ぬけた二人がしばらく歩くと、次し第だいに賑にぎやかさが増してきた。中央区、と門番たちはこの辺りを呼称していた。どの領域も、大たい抵ていは支配者ドミニオンの居住している場所を中心に発展していく。




　第九領域イエソドは第一〇領域マルクトとは、また異なる様相を呈ていする領域だった。ここは全すべてが、アイドルを輝かせるために構築されている。

　まず、目に付くのは遥はるか彼方かなたにある建物。恐おそらく、武道館を模したものだろう。この通りを真まっ直すぐ行った場所にある。

「前に来たときは、あそこが支配者ドミニオンのライブ会場兼けん居住区域でした」

　多分、今もそうだろうと狂三は見当をつける。

「響さん、前の支配者ドミニオンには会ってますの？」

「何度かここを往復したので、その際に一応挨あい拶さつに。その頃ころは、領域間の交流はそれなりに行われていましたから」

「……どうして、各領域が閉鎖されたんですの？」

「それはわかりませんよ、その頃のわたしにはどうでもいいことでしたから」

「……そう、でしたわね」

「ええ、そうです」

　狂三は少しだけ気まずくなった空気を振り払はらうように、周囲を見回した。

　少女だけしか居ない、というのはそれはそれで異様な光景ではあるものの、ここは一番彼方の世界むこうがわに近いな、という気がした。

　それでもやはり、ここまでアイドルのライブ会場に特化した街並みはそうそう存在しまい。まず、ビルの代わりにあるのがアイドルたちが歌い踊おどるためのライブ会場エリアだ。

　そこには無数の準精霊と、何だかよくわからない亡ぼう霊れいめいたものたちが嬌きよう声せいと共にサイリウムをぶんぶん振り回していた。

「ほら、アレですアレ。あれが、ファンパワーってやつです」

「ファンパワー……」

　……なるほど、サイリウムを振る黒い影かげが準精霊たちに混じって幾いくつも見える。時折、声も発しているらしく、その声に応じて可愛かわいらしいピンク色の衣い装しようを着たアイドルが手を振っていた。

　ここからでも耳に染しみるほどに、綺き麗れいな声。

　華はなやかなスポットライトを浴び、踊る彼女はまさに狂三が知るところのアイドルだった。

「で、ほら。向こうを見て下さい」

　小さなライブ会場で、小さな女の子がぺこりと挨拶をしていた。準精霊の姿は二人しか認められず、黒い影も見当たらない。

「そ、それでは。私のデビュー曲を聴きいて下さい！」

「新人さんですね、頑がん張ばって欲しいです」

　曲が始まり、歌い出す少女だがそのダンスは先ほどの少女と比べると、かなり拙つたない。

「あー、デビューで完全に緊きん張ちようしてますね。そろそろ、歌詞を間違えると思いますよ」

「揺ゆらめく街にときめ──あっ!!」

　響の言葉通り、少女は歌詞を間違えたらしく、途と中ちゆうで愕がく然ぜんとした表情になった。友人らしい準精霊が、「がんばって！」「あと少しだから！」と懸けん命めいに声を掛けている。彼女たちに軽く頷いた少女は、めげずに歌い出した。

　歌も踊りも拙かったが、途中のミスにも挫くじけずに最後まで歌いきった少女がもう一度、深々と観客席に頭を下げる。

　不思議なことに、いつのまにか黒い影が増えて拍はく手しゆをしていた。準精霊二人を合わせても、一〇人にも満たない数であるが、少女は泣きながらもう一度頭を下げていた。

「ミナ、トモ！　やったよ……やったよ……！」

　準精霊二人と共に、デビューを飾かざった少女が喜びを分かち合っていた。

「ああして、ファンパワーを増やしていくんです。ファンパワーは彼女の生きるための霊れい力りよくとなり、アイドルはファンの準精霊たちを感動させることで霊力を与あたえる。これが、第九領域イエソドにおける生きていくための方法ですね」

「上手うまくできていますわねえ……」

　第一〇領域マルクトの殺さつ伐ばつさとは大おお違ちがいだ。

「第一〇領域マルクトは何というか、他ほかの領域とは図ず抜ぬけた殺伐さでしたからね……。もちろん、他にもそれなりに危ない場所はありますけど。第八領域ホドとか、危険なときはそりゃもう危険ですから」

「まあ、わたくしたちには関係のない話ですわ」

　そう言いつつも、狂三は一ひと際きわ喧けん騒そうが大きいライブ会場にぼんやりと視線を移す。

「あれあれ？　狂三さん、もしかしてアイドルに興味があったり──」

　響の冗じよう談だんはそこで途と絶だえた。狂三はアイドルを見ているのではない、ただ街をそぞろ歩く、準精霊しようじよたちの姿を眺ながめていた。

　……否いな。アイドルも準精霊も見ていない、と響にはわかった。今、彼女は過去の記き憶おくを視みているのだと響は思う。

　時崎狂三が、時崎狂三に成なった後、彼女は響にぼんやりと漏もらした。

　──過去の記憶が、ほとんどありませんの。

　自分が如何いかにして精霊となったのか、彼方の世界むこうがわでどうやって生きてきたのか、そういう総合的な記憶は確かに存在する。なのに、どうやってここにやってきたのかが、どうしても思い出せないという。

　響にも、無論心当たりなどない。彼女が模も倣ほうしたのは、外側と性格だけ。どのような過去を経へて隣りん界かいにやってきたかは、響自身の過去を守るために封ふうじていた。

　それでも、狂三は時折過去を視る。

　どうしようもなく朧おぼろ気げで、切なくて、泣きたくなるくらいに嬉うれしい何かを。夢のように忘れてしまうものを。

　多分、それはきっと。あの人に関かかわるものなのだろう。




　──五月蠅うるさいことが気にならない。

　──普ふ段だんは煩わずらわしい人の波が、まるで心地ここちよい潮しお騒さいのよう。

　──あの人は、顔をしかめて自分を眺めている。人ひと喰くい鮫ざめに出会ったかのようで、それが少し面おも白しろかった。

　──いや、だけど。確かにそうかもしれない。

　──彼にとって、自分は人喰い鮫だ。そう思われることは、きっと、仕方のないことだ。

　──それでも。それでも、わたくしは。




「……狂三さん、そろそろ行きますか？」

　響がそう囁ささやくと、狂三は「ええ」と小さく囁いた。

　幻げん影えいは過ぎ去ってしまった。名残なごりを惜おしむのは、時間の浪ろう費ひと同意だ。

「会ってみましょう、第九領域イエソドの支配者ドミニオン──絆王院とやらに」











○絆ばん王おう院いん瑞みず葉は






　建物の外見とは裏腹に、オフィスビルと見み間ま違ちがうばかりの整った内装だった。響ひびきが首を傾かしげて「前はもっと、華やかだったような」と呟つぶやく。

　警備を担当していると思おぼしき準精霊たちは、揃そろいの制服を着てそれぞれの無む銘めい天使を掲かかげて待機していた。第九領域イエソドは平和な領域だとはいえ、さすがに支配者ドミニオンがいる場所の警けい戒かいはそれなりに厳重らしい。

　入ってきた二人を、警備員の鋭するどい視線が射い貫ぬく。狂くる三みは素知らぬ顔で真っ直ぐ、ビルの受付を担当しているらしき準精霊に相対した。

「絆王院さんにお目に掛かかりたいのですけれど」

　──という時とき崎さき狂三の問い掛けに、受付の少女は警戒的な目付きで睨にらむ。

「申し訳ありませんが、アポイントメントはございますか？」

「えっと、ないんですけど……ちょっと頼たのみがありまして」

　おずおずと響が言うと、受付は素っ気ない態度で告げた。

「大変申し訳ありませんが、アポイントメントのない方はお通しできません。ファンレターなら、そちらの箱に投とう函かんしてください。プレゼントは基本的にお断りしています」

　あちゃあ、と響は頭を抱かかえた。素っ気ないにも程ほどがある。輝俐キラリリネムが支配者ドミニオンだったときは、対応はもう少し愛あい想そが良かったはずだ。新しい支配者ドミニオンがそうさせているのか、あるいは別に理由があるのか。

　ともかく、狂三を引かせないと話が拗こじれそうだ。響は狂三の袖そでをくいくいと引っ張るが、見事に無視された。

「まあ、それは困りましたわね。でも、わたくしたちは是ぜが非ひでも会わなければなりませんの。ここから別の領域に向かう場合は、支配者ドミニオンの許可を貰もらわなければなりませんのよね？」

「……っ」

　受付の少女が明らかに苛いら立だった様子で目を細める。

「いいですか。私たちは今、忙いそがしいんです！　それでなくても、『アイドルスターフェスティバル』の準備でてんてこ舞まいなのに、別の領域に向かいたいなんてどうでもいい話を聞いている暇ひまはないんです！」

「……まあ、そんなにお暇がないんですの」

「ありません！　ですから──」

　受付嬢じようの言葉がピタリと止まった。狂三が召しよう喚かんした短たん銃じゆうが、彼女の胸むな元もとに突つきつけられていた。

「ちょっと狂三さ───ん!?」

　響の制止にも、狂三は眉まゆ一つ動かさない。慌あわてた警備員たちが駆かけ寄ってくるが、もう片手の長銃がそれを制止する。

「お静かに。よろしいですか？　わたくしたちは会わせて欲しいだけなのです、ファンでもなく、干かん渉しようするでもなく、この領域せかいに混乱をもたらす意図すらありません。わたくしたちはただ……ここから、先に行きたいだけなのですわ」

　受付の少女は凍こおり付いたように動かない、状じよう況きように混乱している。狂三は響の背筋がぞわりとするほどに怒おこっている──焦あせってもいる。声こわ色いろは低く、目付きは戦せん闘とう状態のそれだ。

　響は深呼吸して、その恐きよう怖ふを受け流す。

　時崎狂三は、怖こわい。だが恐おそろしくはない。そっと彼女の短銃に手をやる。

「その手を、離はなしてくださいまし」

「いえ、わたしは狂三さんについていくと誓ちかっているので。これを撃うったら、狂三さん、遠いところに行ってしまうでしょう？」

「……」

　狂三の視線を響は受け止める。その悲しげな視線に、狂三の怒いかりがわずかに緩ゆるんだ。それでも、一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きは変わらない。そして残念なことに、震ふるえている準精せい霊れいたちでは狂三を止めることなどできはしないだろう。




《おやめなさい》




　音が届いた。フロア全すべてに響ひびき渡わたり、その上に花のように可か憐れんな声だった。

　受付と警備員たちが硬こう直ちよくする。それは狂三と響も例外ではない。何しろその声は、耳元で囁いてきたのだ。

「瑞葉様!?」

《彼女と話がしたいの、案内してください》

　再びの囁き。警備員たちが戸と惑まどいつつ、無銘天使を下ろす。響がもう一度袖を引っ張ると、狂三もため息をついて〈刻々帝ザフキエル〉を収納した。

「……案内します」

　受付の少女が立ち上がると、つかつかと歩き出した。その視線は、狂三に向いていない。

　恐れている、というよりは無視しているという印象を受ける。

「参りましょうか」

「そですね」

　そして当然の如ごとく、警備員たちも無銘天使を油断なく構えつつ狂三、響の周囲を固めるのであった。




　　　　◇




「こちらです」

　受付の少女が扉とびらを開くと、そこはちょっとした戦場だった。

「全体ボリューム、少し下げてください。微かすかですが、歪ゆがみがあります！」

「三曲目ダンス、三番目ステップ。ちょっと乱れてた。難しい部分なので、気をつけて下さい。はい、全員もう一度最初から！　バックダンサーは目立たず乱れず！」

「映像送信、さっきのエラー何？　モニターの制作者誰だれよ！　三流連れてきたの!?」

「はぁ!?　こっちは責任と品質に定評あるんですけどー！　使い方が悪いのよ使い方が！　映像送ってる子、誰！」

「瑞葉さーん！　一いつ旦たん、影かげを消しちゃってくださーい！」

　誰も彼もが忙しそうにバタバタと立ち回り、会場のセッティングに忙しい。そんな中、舞ぶ台たいの真ん中に立つ、一人の少女がいた。

「うわ……」

　響が声を漏らすのも無理はない。

　恐らくだが、今はリハーサル。ただの前準備に過ぎない。霊装ドレスもそれに合わせてか、簡素なものを纏まとっている。あれが舞台衣い装しようとは思えないので、恐らくは練習用なのだろう。

　しかし、それにもかかわらず。

　美の象しよう徴ちようたる女め神がみのような存在感を以もつて、彼女はそこに佇たたずんでいた。そこでようやく響は気付いた。バタバタと立ち回る者、指示を出す者、踊おどりの練習をする者、彼女たち全てが──ステージの真ん中に立つ、彼女を常に視界に入れていることに。

　軽くカールした黒くろ髪かみ、水すい晶しようのような瞳ひとみ、輝かがやかんばかりの肌はだ、人形のように整った顔立ちなのに、作り物めいた雰囲気は微み塵じんもない、脈動する生が感じ取れる。

　目が離せない。

　虜になる。

　心を奪われる。

　なるほど、彼女は疑いようもなくアイドルだった。美しい、生きた偶ぐう像ぞう。

「……絆王院瑞葉さん、ですわね？」
















　そしてこの場でただ一人、狂三は彼女に目を奪うばわれることなく──一人の敵として、少女を睨み据すえていた。

「ええ。……そう、私が聞いていたのとは別の方かしら」

　距きよ離りはステージと観客席最奥まで離れているのに、不思議と二人の会話は成立している。

「別の方？　何のことでして？」

「なんでもありません。お話、伺うかがいましょう」

　星の囁ささやきのような声。

　響は慌ててぶるぶると首を横に振ふって、その魅了チヤームめいた仕草を追い払はらった。

　ここに居る全員が、恐らくは絆王院瑞葉の信奉者フアンだ。もし、仮に、敵対するようなことがあれば、命を賭として戦うことだろう。

　狂三はあの人形たちなら一〇〇〇来ようと敗北はしない。だが、信しん奉ぽうするアイドルのために戦う準精霊しようじよを相手にして、果たして勝てるのか。

　──それにしても、と響はちらりと狂三を見る。

　先ほどの焦りはなく、余よ裕ゆう綽しやく々しやくという雰囲気を漂ただよわせているのはさすがだった。生死の懸かかった状況において、彼女ほど頼たよりになる存在もないだろう。

「端たん的てきに申し上げますわ。この第九領域イエソドから、わたくしたちを出して頂きたいんですの」

「何のために？」

「彼方の世界むこうがわに帰き還かんするためですわ」

　彼方かなたの世界、という単語を発した瞬しゆん間かん、ざわめきが広がった。彼方の世界、自分たちが本来住んでいた、現実リアル。どうして、なぜ、噓うそ、という囁きが飛び交かう。

「……理由を伺っても？」

「お断り致いたしますわ」

　まあ、それはこんな場所で言えないよな、と響は頰ほおが緩みかけるのを堪こらえた。

　──好きな人がいて。

　──だから、会いに行く。

　突き詰つめれば、彼女の目的はそれだけ。そして、だからこそ素す晴ばらしい。

「それなら、門を開く訳にはいかないわ。ここは第九領域イエソド、儚はかない準精霊たちを庇ひ護ごできる、唯ゆい一いつ無二の領域。他領域の安全性が確信できない以上、私は支配者ドミニオンとして、ここを守る義務があります」

　静せい寂じやくが満ちる。

　初対面であろう絆王院を取り囲むスタッフにすらわかる、時崎狂三の狂きよう的てきな側面。

　殺気とも違ちがう何かが、空気をどろりと濁にごらせた。

「命に懸けても開かないと、そう仰おつしやいますの？」

「ええ。この命と引き替かえにしても。それは、私の周囲に居る者たちの命も含ふくめてです」

「……っ」

　その言葉に、さすがに狂三も苛立たしげな舌打ちを一つ零こぼした。瑞葉の言葉に対して、スタッフは微塵も動どう揺ようが見えない。皆みな、目を輝かせてその言葉に聞き入っている。

「ごめんなさい、皆さん。万が一のときは、お願いしますね」

「はい！」「喜んで！」「貴女あなたのためなら！」

　命を捨てる怖さより、彼女に頼られるという喜びが大きいらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。万が一よ。時崎さんは、そのような暴挙に出る方ではありません。……他ほかに手段があるならば。──ですよね？」

「ええ、ええ。もちろんですとも。他に手段があり、それが実行可能であれば、わたくし、暴ぼう力りよく沙ざ汰たなどまったく好みませんわ」

　再び、静寂が満ちる。

　響は彼女の自じ称しよう相棒バデイとして、言うべきことを言うべきだと思った。

「狂三さん狂三さん、説得力皆かい無むです。わたしもうっかり忘れがちですけど、狂三さんはナリが怖いんですから。繁はん華か街がいを闊かつ歩ぽする極ごく道どうですよ、イメージ的には」

「……あらあら、ありがとうございます響さん。あとでたっぷりお仕置きして差し上げますわね？」

「藪やぶ蛇へび！」

　足を踏ふみ締しめられつつも、狂三の戦意が緩んだことに響は安あん堵どした。もう少しで、鉄火場が繰くり広げられるところだったのは間ま違ちがいない。

「……それで、何をしろと仰いまして？　もしや、殺しの依い頼らいですの？　ターゲットが猫ねこ以外ならば考えなくもありませんわよ。まあ、猫はこの世界にいないらしいですけれど」

　狂三の言葉に、瑞葉は首を傾かしげる。

「猫は駄だ目めなのでしょうか？　いえ、この第九領域イエソドにもちろん猫はいないのですけれど」

「ええ、駄目ですわ駄目ですわ絶対に駄目ですわ。やっぱり猫はいないのですの？　本当はこっそり一いつ匹ぴきや二匹、いたりしませんの？」

「あのー、猫はどうでもいいから、条件をですね」

「猫をどうでもいいだなんて、響さん。わたくしの手下として、自覚を持っていらっしゃらないの？」

「手下じゃなくて、相棒です！」

「ところで時崎さん」

「あら、やっぱり猫はいまして？」




「いえ。猫はいませんが。──アイドルに、なってみてはどうでしょう？」




　その言葉は、さながら賛美歌の如く狂三の頭に響いた。

　つまり、言っていることが荘そう厳ごんすぎて訳がわからない──ということである。

「あの、仰っている意味がよく」

「第九領域イエソドは、アイドルとアイドルを取り巻く者たちで織り成される領域。この領域で我を通したい、と言うのであれば──」

　一いつ瞬しゆん、瞼まぶたを閉じた瑞葉がかっと目を見開いた瞬間、ジャジャーンとギターが鳴り響ひびいた。伴ばん奏そうらしい。

「ちゃんとしたアイドルになって頂けないと」

「意味が、わかりませんわぁぁぁぁ!?」

　狂三は絶ぜつ叫きようした。

「瑞葉様の言う通りです」「私達を唸うならせるアイドルになってください！」「顔はいいので、メイク係としては推おせます！」「声もいいので、歌も絶対にいけます」「強しいて言うなら、ちょっと中二──あ、いえそれはそれで推しましょう。いけますいけます」

「わ、わたくしがアイドル……？」

　正直、アイドルになりましょうというのは響の妄もう言げんだと考えていた。確かに彼女の言葉通り、トップアイドルになればこの領域での融ゆう通ずうは相当利きくらしい。

　しかし、たかが領域を通過する程度でアイドルにならなければならない、とは思っていなかった。

「……やりましょう」

「ひゃい？」

　不意に聞こえた唐とう突とつな言葉に、思わずヘンな声が狂三から漏もれた。

「やってみせましょう。そちらの要望するランキングは？」

　緋ひ衣ごろも響だった。

　彼女は堂々と狂三の前に進み、瑞葉と相対するとそう言い放った。瑞葉は微かに目を丸くし、その後うっすらと微笑ほほえんで告げた。

「種別ジヤンルはどれでも。ランキングＳ、ファン二〇〇〇〇人でいかがでしょう」

　響は即そく座ざに首を横に振った。

「……ソロでＳでは一ヶ月かかります。せめてＡ、五〇〇〇人で」

「ＡＡＡトリプルエー、ファン一万五〇〇〇人では？」

「ＡＡダブルエーランク、ファン一〇〇〇〇人。それならギリギリ、一週間でいけるはずです。多分、狂三さんのアイドル修しゆ業ぎよう限界はそれくらいとみました」

「……承りましょう。その条件で」

　そして当事者でありながら一人、話についていけない狂三だった。

「あの、あのあの響さん？　一体何の話をしてますの？」

　くるり、と響が振り向き告げる。

「狂三さん、一週間ならアイドル修業耐たえられますよね？」

「え？　あ？　はい？　一週間？　修業？」

「はい。一週間、狂三さんはアイドルのトレーニングをします。歌とか、踊りとか、笑顔とか練習します。そして『アイドルスターフェスティバル』……通つう称しようアイフェスのＡＡランクアイドルとして、オーディションデビューするんです！」




　眩まばゆいスポットライトを浴び、

　煌きらびやかな衣装を身に纏まとい、

　天使のような歌声で、




「さあ、やりますよ狂三さん！」

　それ即すなわち、アイドルである。

「待って待って待って待ってくださいまし!?　わ、わたくしアイドルとかそういうのはですね、ちょっと──」

「大丈夫です！　狂三さんには本来ならＳランクアイドルの素質があります！　その為ためには一ヶ月じっくりトレーニングが必要ですが、条件はＡＡランク。これなら一週間でも何とか様になるでしょう！」

　異様なまでの勢いで捲まくし立てる響に対し、これまでにないほど狂三は圧おされた。

　そう、さながら立ち昇のぼるオーラが見えるようだった。

「あ！」

　不意に、誰だれかが声を出す。狂三が振り返ると、先ほどやりとりした受付の準精せい霊れいだった。

「あの方！　まさか！」

「まさか!?　知っているの、佐さ々さ木きさん!?」

　隣となりの警備員が叫さけぶ。

「あの人こそ、伝説のＳランクアイドル育成プロデューサー！　彼女の手に掛かかってＳランクに到とう達たつしなかったアイドルはいない！　全すべてのＢランクアイドルの救世主メサイアとまで呼び讃たたえられた伝説のプロデューサー！　ひびＰです！」

　その瞬間、瑞葉の周囲にいたスタッフまでもがざわめいた。

「な、何ですって……」

「ひびＰ……」

「あの、伝説の……」

「ウルトラアイドルフェスで、全育成アイドルをＳランクでデビューさせた超ちよう敏びん腕わん……」

「わ、わたし今から再挑ちよう戦せんしてみようかな……警備員が天性だと思ってたけど、そっちもそれはそれで有りかもしれない。警備員アイドルとか、あの人デビューさせてたし！」

「あ、ずるい！　それわたしも！」

「あたしもそれやる！」

「受付兼けんアイドルって、どうでしょうか!?」

　啞あ然ぜんとした顔で、狂三が響を見る──響は、霊れい力りよくで編み上げたらしいサングラスと、何故なぜか衣服をスーツ姿に変へん更こうしていた。

「アイドル……それは人々に夢と華はなを配る、神聖なる偶ぐう像ぞう……。さあ、狂三さん。アイドルは、笑顔です！」

　さっ、と差し出される手。

　狂三はじっと響の目（サングラスだが）を見つめて、それからゆっくりと深呼吸して。

　そうして、告げた。

「怒ど濤とうの展開過ぎて、訳がわかりませんわ」

「ですよね☆」

　こつん、と自分の頭を自分の拳こぶしで可愛かわいく叩たたいた響が妙みように小こ憎にくらしかった。




　　　　◇




「だーかーらー、わたし、こう見えても割と凄すご腕うでプロデューサーここでやってたんですってばあ」

　響はそう言って、大おお威い張ばりで胸を張った。

　ちなみに、既すでに支配者ドミニオンである瑞葉がいた武道館（仮）からは離はなれている。今は二人、近くの喫きつ茶さ店てんにて腰こしを据すえてお話し中である。

　喫茶店、といっても店員が注文を尋たずねたりはしない──喫茶店、という場所が重要なのだ。二人はそれぞれ、想像した軽食を霊力で創つくり出すだけ。響はサンドイッチと紅茶、狂三は砂糖もミルクもレモンもなしの紅茶を出現させた。

「あー、お待ちになって。お待ちになってくださいまし。わたくし、少し前に貴女のそれはそれは辛つらく切ない過去を聞いた覚えがあるのですけれど」

　ティーカップを持ちながら、頭痛を堪こらえるような仕草で狂三が言う。

　……狂三の記き憶おくによれば、緋衣響は復ふく讐しゆうにその人生（準精霊の生きてきた過程を人生と呼ぶならば、だが）の大半を費ついやした。

「ええ、そうです。で、復讐用に必要な霊晶爆薬ニトロドレスを大量に買い込むため、アルバイトでやってたんですよ、此こ処こでプロデューサーを。やー、天職だったみたいで。さっき見たら、わたしが育てたアイドルがほぼほぼ全員、上位に食い込んでました」

　照れ照れ、という感じで応じる響に、狂三が呆あきれた顔で告げる。

「天職なら、それで生きていけたでしょうに……」

「生きていても、あのわたしには意味なんてありませんよ？」

　にっこり、と響は応じる。その言葉には、どこか歪ゆがんだような澱よどみがあった。そうだった、と狂三は思い直す。響は、自分を失う可能性を乗り越こえてまで復讐を果たそうとしていたのだ。

「……そうでしたわね。失言でしたわ」

「いえいえ。それにほら、こうして狂三さんの役に立つこともできたんですし。決して、無む駄だな時間じゃなかったってことですから」

「そう、それですわ」

「ほえ？」

　可愛らしく小首を傾かしげる響を軽く小こ突づいて狂三は抗こう議ぎする。

「いや、なんでわたくしがアイドルにならなければいけないんですの!?」

「だってそれが一番手っ取り早いですし。そもそも、わたし自分にはアイドルの素質がないってわかってますから」

「誰かをスカウトすればいいじゃありませんの」

「わかってないですねぇ、狂三さん。狂三さんほどアイドル適性のある準精霊は、そうそういないんですよ。ほら、さっき武道館にバックダンサーやってた女の子たちいたじゃないですか。あの子たち、多分死しに物もの狂ぐるいで努力してＡランクが限界ですよ」

「あら、わたくしの一つ下くらいではありませんの？」

「狂三さんが死に物狂いで努力したら、どこまでいくのかわたしにもわかりませんよ。ただ、Ｓランクは確実にいけます」

「……アイドルになど、なる気はございませんわ」

「えぇー」

　響がふて腐くされた声を出す、狂三はこほんこほんと咳せき払ばらいをする。

「他ほかに方法があるでしょう」

「突つき詰つめると、大体血ち生なま臭ぐさい方法になりますよ、きっと」

「むぅ……」

「才能があるなら、それを発揮すべきだと思うんですよね。その、わたしはあの人のことを知りませんけど、アイドルとか好きだったりしませんか？」

　うぐ、と狂三の喉のどに紅茶が詰まった（気がした）。

　好きか嫌きらいか、と問われれば──どうだろう、多分好きなような気がした。

　自分自身が単純に恥はずかしい、障害となっているのは詰まるところそれだけだ。そしてそれも、アイドルが当然の領域せかいにいると、多少緩かん和わされる気がする。

　何しろ、右を向いても左を向いても華やかな衣い装しようを着たアイドルだらけ。更さらに言うなら、異性の目がないのも狂三にとっては好都合だ。

　しかし……。

　自分とは縁えん遠どおいものと決めていた存在になれ、と言われても戸と惑まどいしかない。

　響が狂三の迷いを見て、ずいっと圧す。

「どうでしょう」

「うぐ」

「ど・う・で・し・よ・う・！」

「うぐぐ」

　気圧された狂三は、混乱した思考を纏まとめるために話を切り出した。

「……ええと。そもそも、ランクって何ですのランクって。あと、先ほど絆王院さんと交かわしていたやりとりの中に、種別ジヤンルはどれでも、という言葉がありましたわね？　それについても教えてくださいまし」

「わかりました。えーとですね」

　以下、響によるアイドルランクの解説。

　基本的に、アイドルは最低Ｅランク（この領域にやってきたとき見たような、ファンが一〇人を下回る）からスタート。アイドルとなる準精霊は各プロデューサーに指示を受けてレッスン、それからどれほど伸のびていくかは本人のやる気とプロデューサー次し第だい。

　最低がＥランク、Ａランク以降はＡＡ、ＡＡＡ、Ｓ、ＳＳと続く。最高ランクはＳＳＳトリプルエス。ＳＳＳランクには特とく殊しゆ条件があり、時崎狂三ではその条件を満たせない、とか。

　ただし、例外がある。一月に一度執とり行われる『アイドルスターフェスティバル』、略りやく称しよう『アイフェス』では新人をオーディションで歌わせ、デビューを飾かざらせる。多くはＥ、良くてもＣランクが精々だが──稀まれに、ＡランクやＳランクの怪かい物ぶつが出てくる場合もある。

　響が集めた情報によれば、絆王院瑞葉もその一人だ。

　数ヶ月前、前支配者ドミニオンである輝俐リネムが歌えなくなり、新たな支配者ドミニオンを選出する意味も兼かねて行われた『アイフェス』において熱唱し、ＳランクからＳＳランクへと到達。準精霊たちの圧あつ倒とう的な支持を受けて、支配者ドミニオンアイドルとして堂々と君臨した。

「強さ、ではなくアイドルとしての人気で支配者ドミニオンに？」

「ええ、戦せん闘とう能力でいうなら、絆王院さんの警護についている人たちの方が圧倒的に強いですよ。でも、ここでは瑞葉さんが支配者ドミニオンなんです」

「はあ……」

「気乗りしないなら、もう話は打ち切りますか？」

「……………………いえ、続けてくださいまし」

　乗った、と響はほくそ笑えみながら話を続ける。

　アイドルには種別ジヤンルがある、と響は述べる。

　まず、ラブリー。いわゆる正統派アイドル、可愛らしさが売り。キュートでピンク、リリカルなイメージを持つアイドル。曲もポップなものが多く、巷ちまたのアイドルの五割以上を占しめている。アイドルとしての情熱と愛らしさこそがラブリーとしての力の原動力であり、それさえあればスタイリッシュ以外の全てのアイドルを包ほう括かつする、一番人気のジャンルだ。

　次いでスタイリッシュ。どちらかというとカッコイイ、が形容詞として似合うアイドルを指す。容姿ではなく歌の上手うまさ、踊おどりの上手さ、そして統一された美しさをコンセプトとする。ラブリーとスタイリッシュは好対照で、技術的にはスタイリッシュが上回り、人気的にはラブリーが上回ることが多いとか。

「なるほど。わたくしはつまり、スタイリッシュなアイドルとしてデビューしろ、ということですわね」

　うんうん、と納なつ得とくする狂三に響が「は？」と呆気あつけに取られたような声を出した。

「え、ちょっとお待ちくださいませ。まさか、ラブリージャンルを目指せと言いますの、このわたくしに？　わたくしとて、自分をよく知っておりますわ。さすがにラブリーというのは……ちょっと……いやまあ、それしか手段がないというのであれば……やぶさかでもございませんけれど……」

「は？」

「……は？」

　しばし見つめ合った後、響ははぁとため息をついて告げた。

「狂三さんがなるべきアイドルは種別三つ目、〝ケイオス〟です」

「まあ、混沌ケイオス。ケイオスとは、どのような？」

「一言で言ってしまえば」

「はい」

「イロモノです」

　風が吹ふいた。

　殺意の風が、吹いた。

〈刻々帝ザフキエル〉が召しよう喚かんされ、眉み間けんに銃じゆうが突きつけられた。

「う、撃うたないでくださーい！」

「撃ちますわ。撃ちますったら撃ちますわ」

「そこは『撃たないよ！』と返すべきではないかと！」

「冗じよう談だんではありませんわ。イロモノなど有り得ませんわ。スタイリッシュでの活かつ躍やくを希望しましてよ、わたくしは」

「い、いえ。イロモノと言ったのはあれですが、ケイオスジャンルは奥深いんですよ。着ぐるみあり、自じ称しよう宇宙人あり、自称歌の王子様あり、歌が超ちよう下手なので一周回って聞きたくなるアイドルあり……」

「ろくでもなさすぎではありませんの」

「いやでも、これがこう、すごく癖くせになる味でして！　一度食べたら病やみつきになる感じのですね！　狂三さんはこう、ドＳ中二耳みみ年どし増ま乙おと女め路線で売っていくのが一番──」

「誰だれがドＳ中二耳年増乙女ですの」

「また銃を突きつけないでくださいよー！　この第九領域イエソドでは戦闘は御ご法はつ度とですから！」

「ともかく、スタイリッシュでいきますわよ。これは譲ゆずれませんわ」

「むぅ……まあ、スタイリッシュでも何とかなるかと思いますが……狂三さんが一番輝かがやくのは、間ま違ちがいなく混沌ケイオスなのに……それはともかく」

　響が一転して表情を変える。

「やります？　アイドル」

　沈ちん黙もく──否いな、よく聞くと「うぅぅぅうぅぅぅ」と唸うなっている声が聞こえる。

　時崎狂三、煩はん悶もん中。

「わたしが思うにですねー、アイドルっていうのは可愛かわいかったりカッコ良かったり、そういうものを効果的にアピールする能力が鍛きたえられると思うんですよね」

　そして更なる響の駄だ目め押おしが来た。

「う」

「いえ、狂三さんの目的とは直接関係ないかもしれないですけど──どうです？」

　悪あく魔まの囁ささやき。

　狂三は唸って、じたばたして、顔を覆おおった末に、小さく小さく声を出した。




「アイドル、やりますわ」




　いよっしゃ、と響はガッツポーズ。

　こうして、ここに一人のアイドル──時崎狂三が誕生したのである！

「ではまず、レッスンをしましょう！」

「レッスン……」

「はい。空いてるレッスン場をしばらく借りて、当面の間はトレーニングです。スタイリッシュ・アイドルはダンスの切れと歌声の良さが命ですから」

「曲は今から作りますの？」

「いえいえ、まさか。今回はあくまで新人オーディションなのでジャンルごとに課題曲があります。それを一人ずつ歌って、踊って、ランクを決めるんです」

「つまり、一週間の間──」

　響は満面の笑みで頷うなずき、げんなりした顔の狂三に処しよ刑けい宣告を下した。

「はい、たった一曲を一週間死ぬほど歌って貰います！」




　二人が喫きつ茶さ店てんを立ち去ると、音も気配もせずに一人の少女が出現した。まるで幽ゆう霊れいか何かのようだったが、幽霊であるならば無む銘めい天使の凶きよう悪あくさは不ふ釣つり合いだろう。

　人の頭を砕くだくための大戦槌グレイトウオーハンマー、

　人を斬きり貫つらぬくための大槍刃グレイトスピア。

　その名は〈天狼星ライラプス〉。数多あまたある無銘天使の中でも最強の一ひと振ふりと名高い代しろ物もの。そしてそれを統すべるのは、通つう称しよう〝ビスケットスマッシャー〟──準精せい霊れいを、苦も無くビスケットを握にぎり潰つぶすように破は壊かいすることからつけられた渾あだ名な。

「見つけた」

　準精霊の名は、〝蒼ツアン〟という。

　彼女は一度、標的とした獲え物ものを決して見み逃のがさない。

　それがたとえ、何処どこの領域に行こうとも。




　　　　◇




　アイドルレッスンは、確かにハード極きわまりないものだった。

　歌いながら踊り、踊りながら歌う。

　それも一糸乱れてはならない、歌詞を考えることすらも禁止、声は流れるもの、音は流れるもの、つまり歌は歌うものであって歌われてはならない。

　ひたすらに地道な反復トレーニング、そしてどこでアクシデントが起きたとしても立ち直るだけの閃ひらめき。

「しかし──」

　汗あせだくになりながら、ひたすら踊り続ける。

　服装は普ふ段だんの霊装ドレスではあまりに大量の汗で鬱うつ陶とうしくなりそうなので、無地のＴシャツとスウェットという、狂三としては些いささか猛もう抗こう議ぎしたくなる汎はん用よう霊装であったが、レッスンとなれば話は別だ。

　正装して地味な反復練習を行うのは、割と恥はずかしい。

　正式な霊装は、後に取っておく。その為ためにも、今はただひたすら練習だ。

「しかし、なんですかー!?」

「響さんに指図されるのは、率直に言ってストレスが溜たまります」

「わー、本当に率直だ！」

　顔を顰ひそめながら、狂三はぼやく。響が自称した通り、彼女のプロデューサー（しかし、これはマネージャーの仕事ではないだろうか、トレーナーの仕事ではないだろうか、ともかく全すべて彼女が取り仕切っていた）としての手しゆ腕わんは見事なものだった。



















　──狂三さんはこれこれこういう心理で、今歌っていましたよね？　でも、この曲を作った人間の解かい釈しやくはこれこれこういうものなんです。

　──あ、この瞬しゆん間かんのステップだけは少しでも遅おくれると見ている人たちに不快感を及およぼすので気をつけてください。ほら、この再現映像見てください。不快でしょ？

　──部分部分は良くなったので、全体的なテーマを考えましょう！　狂三さんは本来、ケイオスアイドルなので統一された完かん璧ぺきな美しさ、はちょっと不向きな部分があるんですが、そこらへんは霊装ドレスに一時的な変へん更こうを加えるだけでいけると思います。とりあえず、デザインを一〇点ほど考えたので、一いつ緒しよに選びましょう。




　舌を巻く、とはこのことだろう。

　とにかく有能だった。レッスンの合間に、狂三は一人で街へと繰くり出してアイドルたちのレッスン風景を幾いくつか見て回った。

　そして、そのほとんどは「とにかく上手く踊ろうとする、曲を上手く歌おうとする」だけに留とどまっていて、自分のように高次の段階でレッスンに励はげんでいるアイドルはほとんど一人もいなかった。

　もちろん、例外も何人か居るには居たが彼女たちは既すでにデビュー済みの、言うなればトップアイドルの類たぐいだった。

　彼女たちと同じ段階の高次なレッスンを受けている──というところが狂三のプライドをちょっとくすぐり、レッスンに励ませるモチベーションになっていた。

　日に日に、自分と曲が一体化していくのがわかる。ただ、ここまでの高みに達すると、今度は以前は気にならない部分が気になり始めた。

「響さん、歌詞の解釈がわたくしと違ちがうような気がするのですけど」

「うひゃぁ、歌詞の解釈と来ましたか。……あ、いえ。ごめんなさい、馬ば鹿かにした訳じゃないんです。というか、レッスン開始して四日間でそこまで到とう達たつできるアイドルなんて、滅めつ多たにいないんですよ」

　確かに、と狂三も自分で思う。踊おどり、歌い、曲が自分のものになった、そう思った瞬間に、歌詞の内容を吟ぎん味みすると、自分の考えとまるで異なることに気付いてしまったのだ。

「で、解釈なのですけど」

「無理です。この曲は、狂三さんが永遠に納なつ得とくのいくものじゃないと思います」

「それはどうして──」

　そこではっとなる。

「はい、狂三さんが思った通り。この曲はスタイリッシュのための曲です。完璧な美、完璧な造形、そういうものを目指そう、目指したい、というアイドルのための入門曲。なので、ケイオス向きの狂三さんとは出発点から違うんですよね」

「あー……」

「今からだと、ケイオスに変更するのはさすがに難しいです。スタイリッシュ・アイドルとしての土台部分はある程度完成しましたけど、ジャンルを変更すればその土台から破壊しないといけませんから」

　ケイオスは確かに色物だしバラエティだが、その奥底にあるのは人間の混沌ケイオス。好意・悪意・好き・嫌きらい・恋こいをしたい・愛して欲しい、良き人でありたい、邪じや悪あくでありたい、そういうあらゆる感情を熱に浮うかされたまま[image: ]ほとばしらせるもの。

「という訳で、わたしとしても心苦しいですが、ここは冷れい徹てつに決めて下さい」

「アイドルって大変ですのね」

「大変なのは、どこも変わりませんよ」

　響の言葉には、なるほど実感が籠こもっていた。




　月に一度、第九領域イエソドではアイドルの卵たちが孵ふ化かする。彼女たちはレッスンを通じて己おのが資質に覚かく醒せいし、三種のジャンル中どれかを選んでデビューする。

　されど、デビューが成功したからといって終わりではない。そこから、彼女たちは懸けん命めいにファンに対して呼びかける。

　自分の歌を聞いて、と。

　それにより、彼女がこの隣りん界かいで生き抜ぬけるかどうかが決まる。

　彼方かなたの世界について、まだよく覚えている者はこういう。




　──結局のところ、向こうの世界とあまり変わらない。

　──だって、生きていくために何かの形で戦わなきゃいけないんだし。




　怠たい惰だは許されない。

　諦てい観かんなど死ぬより恐こわい。

　もし落ちてしまえば。かつての響、あるいは狂三のように。空っぽ娘エンプテイとなって、漂ただよう無気力な存在となる。

　外見も中身も華はな々ばなしく。

　されど、少女たちは自身の存在を証明するために歌い、踊るのであった。

「……という訳で、当日ですけれども。狂三さん、緊きん張ちようしてませんか？」

「いいえまったくちっとも」

　幾いく度どとなく深呼吸をしているので、ちょっと説得力が足りなかった。

　狂三の霊装ドレスは響によって一時的な改良を施ほどこされている。よりアイドルらしい、黒を抑おさえて蒼あおを基調とした華やかな装よそおいだ。彼女は響と共に、案内された個室で出番を待っている。

　普段の自信満々な様子とは裏腹に、狂三は緊張していた。自分が第三者から好かれるタイプでないことは自覚している。だが、スタイリッシュであるためには憧あこがれを持たれなくてはならない。

　上手うまくできるかどうかは、五分五分といったところだった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、狂三さんなら」

「そうですわよね、わたくし練習しましたものね」

　たった一週間ではあるが、ダンスも歌もほぼ完璧といっていい仕上がりだ。少なくとも、今の自分に可能な最上のものを見せられる──と、思うのだ。

「エントリーナンバー13番。時崎狂三さん、お願いしまーす！」

　司会進行を務める準精霊の声が響ひびいた。

　狂三は立ち上がると、〈刻々帝ザフキエル〉を召しよう喚かん。短たん銃じゆうを自分のこめかみに突つきつけた。

「ちょ、何を……!?」

　響が慌あわてて制止するが、狂三は一いつ切さい迷わず引き金トリガーを引く。

　カチリ。

　響が想像したような轟ごう音おんが鳴ることはなく、ただ撃げき針しんを叩たたく微かすかな音だけだ。

「よし、気合が入りましたわ」

「気合を入れる度たびに、自分の頭に銃を撃うつんですか……スイッチバックにも程度ってものがありますよ、もう」

　狂三は不敵な笑えみを浮かべた。

「ええ、そう。これもまた、戦争デートですもの」

「戦争デートじゃなくて、戦争ライブなんですが……まあ、狂三さんがリラックスできるならいいですけど」

「では、行って参りますわ」

　狂三にしては可愛かわいらしく、小さく手を振ふって彼女は舞ぶ台たいへと飛び出した。

　こうなると、響にもう出来ることはない。精々、祈いのるように応おう援えんするだけだ。

　響はちらりと出番が終わったアイドルたちの様子を見た。皆みな、ほとんど一様に項うな垂だれているか、不安そうで仕方ない、という感じだ。容姿は様々だが、どれもラブリーの定型、スタイリッシュの定型に収まる範はん囲いでしかない。

　その中で一番輝かがやいて見える準精せい霊れいですら、恐おそらく良くてＢランク。今回、時崎狂三が出場したことによって、Ｂランク以下は全員１ランクほどダウンするだろう。

　一人の才能が圧あつ倒とう的であったとき、それより劣おとる才の持ち主は愕がく然ぜんとするか、死しに物もの狂ぐるいで努力するしかない。

　しかし、その努力というやつが曲くせ者ものだ。努力は甘い囁ささやき、怠惰と絶望の罠わなでもある。




〝こんなに頑がん張ばったのだから、自分は報むくわれるはず〟

〝これほど努力したのだから、良い結果が出るはず〟




　そんなはずがない。努力はあくまで過程に過ぎない、マラソンは走り抜いてこそのマラソンであり、途と中ちゆうで脱だつ落らくしてしまっては結果が見えない。

　……そうかといって、努力しなければ良い訳でも無論ない。

　ゴールテープを切るのに、ズルは存在しないのだ。

　特に──こういう、不正の介かい在ざいしない戦いならば尚なお更さらだ。幸運悪運も含ふくめて、自分の力でファンの心を摑つかみ取ってこそのアイドルである。

「それでは時崎狂三さんで、課題曲『Blue Bride』お願いしまーす！」

　歌が始まった。




　霊装ドレスを改良した狂三は、ダークなトーンで朗々と歌い上げる。響はちらりと、先ほどまでスタイリッシュの課題曲をこなしていた新人アイドルたちの様子を見た。

　愕然、という言葉がこれほど似合う様子もない。既に表情が負けを認めている。残ざん酷こくではあるが、これくらいの挫ざ折せつで挫くじけるようであれば、そもそもアイドルに向いていない。拳こぶしを無意識に握にぎり締しめている準精霊が二人ほどいたので彼女たちは良いアイドルになれるだろう。

　ともあれこれなら大丈夫だ、と胸を撫なで下ろす。狂三は最後のエントリーであるため、彼女以上のアイドルは、今回存在しなかった、ということになる。

　彼女たちの夢を潰つぶすようで申し訳ないが、狂三とて大きな夢を背負っているのだ。

　そしてそれを応援しようと決意した以上、響は割と容よう赦しやしない。





　青い夜に待ち焦こがれている

　心の欠片かけらを埋うめる人

　悲しみだけが残るけど

　私はただ、待ち続けているの──






「わたししかわからないでしょうけど、歌詞合いませんよねぇ」

　はー、とため息をつく。時崎狂三と待つという言葉は恐ろしいほど似合わない。

　勇ゆう猛もう果か敢かん、あるいは優ゆう雅がで華か麗れいに相手を追いかける。その一方で、相手に惚ほれさせることも忘れてはいない。誘さそっているのに、誘って欲しいと願っている。

　時計のように精密なのに、その恋は狂くるった時計のように乱れている。

　そういう混沌ケイオスが彼女に一番相応ふさわしいのだけど。

「ま、これでも充じゆう分ぶんですかね。さすがわたし！」

　幸い、狂三の容姿や霊装ドレスは完全にケイオス寄りという訳ではなく、スタイリッシュ向きでもある。

　歌唱力やダンスは徹てつ底てい的にトレーニングしたので、ほぼ完かん璧ぺきだ。ほぼ、というのはやはりジャンルの都合上、狂三には似合わないダンスが幾いくつか見受けられるという部分。

　それでも、他ほかの準精霊たちが六〇パーセントなら時崎狂三は九〇パーセントに近い完成度を誇ほこる。

　負ける要素なんてまったくない。

　……む？

　と、響は考え込む。

　負ける要素なんてまったくないとか、どう考えても死亡フラグなのだけど。

　しかし、この期ごに及およんで負ける可能性なんて──。




「素す晴ばらしいアイドルパワーでしたね！　時崎狂三さん、ありがとうございました！」

　と、響がぼんやり考えている間にあっさりと彼女の歌は終わってしまった。

「それでは皆みな様さま、今からファンパワーと観客の皆さんの支持によってデビューした彼女たちの初期アイドルランクが決定されま……え、何？」

　司会者が声高らかに終わりを宣言しようとした瞬しゆん間かん、駆かけ寄ってきた準精霊が司会者にこそこそと耳打ちした。

「あれ？　まだ一人残ってた？　え、でもリストだと……滑すべり込み？　うん、わかった！」

　司会者がマイクを外して、微かにそう囁くのを見た瞬間、

「あ、これヤバいパターンだ」

　響はそう悟さとった。




「な、何とか上手くいきましたわ……」

　舞台上では、最後まで余よ裕ゆうある演技を見せていたがそれも限界。狂三は舞台袖そでで崩くずれ落ちた。

「大丈夫？」

　ぼんやりした視界の外側から声がした。どうやら、倒たおれた自分を慮おもんぱかってくれているらしい。優やさしいアイドルもいるものだ、と狂三は少しだけ癒いやされた。

「ええ、大丈夫ですわ。全力で踊おどったせいで疲つかれただけですからお気き遣づかい無く」

「そう。全力を出したの」

「ええ、思い切り」

　響のいうケイオスジャンルではなく、スタイリッシュだったので厳密には全力ではないが、ともあれ真ま面じ目めに踊ったのは間ま違ちがいない。

「なるほど、あれが貴様の全力か」

「きさま？」

　そこでようやく、狂三は声を掛かけてきた相手の顔を見た。

　──は？

「ならば、全力で叩き潰すビスケツトスマツシユする」

「ツ……ツ……蒼ツアンさん!?」

　時崎狂三の前に現れたのは、かつて彼女──ではなく、緋衣響に化けた時崎狂三と死し闘とうを繰くり広げ、それでも決着がつかなかった準精霊。

　バトルマニア、ウォーモンガーの誉ほまれも高き、全力突とつ撃げき準精霊……その名を蒼という。

　いや、それは問題ではない。もちろん、会えば戦うことになるとわかっているため、なるべくなら会わずに済ませたい相手だったのだが、それはともかく。

「どういうことですの!?　その霊装ドレスは！」

「特別に誂あつらえてもらった」

　蒼は大おお威い張ばりで貧しい胸を張った。蒼と白を基調としていることには変わらないが、既き存そんのものを最上に改良した、というよりはほぼゼロからこの曲のためだけに仕立て直した、という程度には彼女に似合っていた。

「え？　いや、ちょっとお待ちを。まさか、この場で戦うんですの？」

　こくん、と蒼は頷うなずく。

「そう、戦い。アイドルとしての戦い。偶ぐう然ぜんにも、私の課題曲も『Blue Bride』。スタイリッシュアイドル同士の、公平な勝負。私は、負けない」

「え、戦いってこんなのでもいいんですの？」

「何事も戦い、万事が戦い。勝てば官軍、負ければ叛はん逆ぎやく。それが第一〇領域マルクトに落ちてきた準精霊の心意気、と師し匠しようは言ってた」

「貴女あなたのお師匠とやらに、クレームつけて構わないでしょうか？」

「クーリングオフ期間は過ぎております」

　蒼はキッパリとそう告げると、たったったと軽いステップで舞台へと駆け上がっていった。

「狂三さーん！」

　慌てた様子の響が駆け寄ってきた。

「響さん、いきなり伏ふく兵へいが飛び込んでこられましたわ」

「そ、それどころじゃないです。あれ、ヤバいですマズいですトンデモねーです」

「はぁ……その、何がマズいんですの？」

「まず、力量は狂三さんとほぼ互ご角かくです」

「……まず、ですの？」

　その時点で、狂三の表情が引き攣つった。ほぼ互角であるなら、後からやった方が圧倒的有利。これは勝負物の鉄則おやくそくである。

「それでですね、蒼さんは名前の通り、あの曲が一番似合う……要するに、スタイリッシュジャンルのアイドルです」

「……っ」

　狂三は淑しゆく女じよらしくもない悲鳴を上げかけ、咄とつ嗟さに吞のみ込んだ。

「で、それからコレがトドメなんですが……あれ、あの霊装ドレスですけど」

「あれが、何ですの？　確かに煌きらびやかな衣い装しようですけれど……」

「多分、支配者ドミニオンの絆王院さんのデザインを担当している準精霊さんの作品です」

　くらり、と狂三は目眩めまいがした。

「それでは蒼さん、張り切ってどうぞー！」

　響と狂三は慌あわてて舞台袖から、蒼の様子を覗のぞき込んだ。

「わ」

「わ」

　狂三と響が、口を揃そろえてそう言ってしまうほど。蒼は輝かがやいていた。





　私の心を蒼あおに沈しずめて

　何もかもを奪うばわないで

　月の輝きだけは残していって






　深い情念を感じさせながらも、決してそれに付ふ随ずいする恨うらみが見えない。

　彼女の踊りのどこか機械的で精密な動きと、懸けん命めいに歌おうとしているのかどうかすらわからない表情、その癖くせ時折混じる鋭するどい視線。

　絆王院以来の完璧なスタイリッシュアイドルの登場に、時崎狂三のインパクトはあっさり吹ふき飛ばされてしまった。

「あわわわわ」

　うろたえる響の隣となりで、狂三はぐりぐりと自分のこめかみを強く押した。わかりやすく言うと、

「頭、痛いですわ……」

　どう考えても厄やつ介かいなトラブルでしかない蒼の登場に、狂三は嘆たん息そくした。




　　　　◇




　歌い終わった蒼に、司会者が慌てて駆け寄る。

「あの、あのあのあの！」

「……何？」

「大変素晴らしいものを、ありがとうございました！」

「私は勝利するために課題を歌っただけ、謝礼は結構」

　そう言いつつ、むふーっと鼻息荒あらくドヤ顔で舞台袖の狂三を見ているのが、いささか、かなり、とっても腹立たしい。

「勝つため……？」

「そう、私の勝利。これで屈くつ辱じよくは少しだけ晴らせた」

　司会者はこれ以上の追つい及きゆうはあまりよろしくないと本能的に悟ったのか、慌てて観客たちに水を向けた。

「それでは、皆みなさん！　今月デビューした新人アイドルたちのランク発表です。ファンパワーや観客の熱ねつ狂きようによって測定される、厳密にして公平なるランキング。どうぞ！」

　予想していたことではあったが、その結果に二人揃って肩かたを落とした。

　時崎狂三のランクはＡ。観客人数は八○三六人（ファンパワー含ふくむ）。そして、蒼のランクは堂々たるＳ、観客人数は二万五一〇六人。シングル、かつデビューとしては支配者ドミニオンである輝俐リネムと絆王院瑞葉以来の快挙であった。




「卑ひ怯きようじゃありませんこと？」

「ま、まあ……ちょっと卑怯ですよね」

　二度目の会合は、予あらかじめ彼女が申し渡わたしていたのかすんなりと通された。そして例の武道館、ライブ会場で準精せい霊れいたちに傅かしずかれている絆王院瑞葉に告げた。

　彼女は困ったように、そして優しい瞳ひとみで二人を見る。

「そう言わないで。彼女の実力は本物よ」

「霊装ドレスに手を貸したことについては？」

　響の指し摘てきに瑞葉はゆるゆると首を横に振ふった。

「相応ふさわしい衣装を、と思っただけ。あの霊装ドレスがなかったとしても、彼女は間違いなく時崎さんに勝利しました。それは確実です。あなただって、そう思うでしょう？」

「う。それは……その……」

　響は二の句が継つげない。確かに、彼女の言う通り。ジャンルがケイオスであれば、間違いなく対たい抗こうできただろうが、狂三の要望を叶かなえてしまったのがマズかった。いや、それでもほぼ完かん璧ぺきだったのだ。ただ、もっと凄すごい人材が後から来ただけだ。

「選せん択たく肢しは二つあります。一つ目は、このままアイドル活動を続けてＡＡランク昇しよう格かくを目指すこと。二つ目は一いつ旦たんアイドルを引退し、再度来月のデビューを飾かざること」

　響が難しい表情を浮うかべた。

「一つ目は確実ですが、ＡＡランクへの昇格は三ヶ月くらいは見て貰もらわないと。二つ目は、再デビューを飾るということは、どうしたって色眼鏡で見られがちです。ランクが今から落ちてデビューする可能性すらあります」

「三ヶ月か、一ヶ月……いずれにせよ、長期滞たい在ざいになりますのね」

　狂三は大きくため息をついた。




　二人が肩を落としたまま外へ出るのを見送って、瑞葉のマネージャーである準精霊が不思議そうに尋たずねた。

「あの話を聞いていた限り、実力行使になると踏ふんでいたのですが」

「その時は、こちらも相当の被ひ害がいを覚かく悟ごしなければいけなかったでしょうね。あるいは、あなたたちを殺すと脅おどされたかも」

「私たちは、貴女のために命を捨てる覚悟なのですが──」

「命を粗そ末まつにしないで。姉なら喜ぶでしょうけど」

「瑞葉様……」

　少女たちが目を潤うるませる。それを見て微笑ほほえみながら、瑞葉はそっと己おのれの無銘天使ちからを行使した。

「さて……あの二人がどう出るかはともかく、連れん絡らくはしておかないとね」











○輝俐キラリリネム






　結局、二人はすごすごと喫きつ茶さ店てんに戻もどることにした。これから先、どうするべきかの話し合いだが、やや重苦しい空気に包まれている。夕方を過ぎてライブも大方終わったせいだろうか、喫茶店はそれなりに混み合っていた。

「どうします？」

「三ヶ月……ですのね」

　長い、時間だと思う。向こうの世界とこちらの世界で、時間の流れが異なっている、という可能性はあるが、それはそれとして実時間としての三ヶ月は長い。三ヶ月の間、あの人と会えない、という悲しみで押し潰つぶされそうな気がする。

　しかもその間、スタイリッシュアイドルとして皆にダンスや歌を見せて、ファンを広げるという努力を欠かさずしなければならない。

「難しいですね、状じよう況きようによっては半年かかるかも……」

「引退して、再デビューという案はいかがなものでしょう？」

「そちらはもっと難しいです。……蒼ツアンさんの乱入があったとはいえ、Ａランクに食い込めたのは、狂くる三みさんにも十分なインパクトがあったからです。忘れられて、見み違ちがえるように再デビューというには、一ヶ月はちょっと早すぎます」

「ケイオスにジャンルを移動してもですの？」

「五分五分、というところです。Ｓランクになるかもしれませんが、二ヶ月連続デビューはさすがに荒あら業わざ過ぎて……」

「打つ手なし、ですわね」

　狂三がちょうどそう呟つぶやき、二人して押し黙だまった瞬しゆん間かんだった。




「打つ手ないのよー！」




　という、ヘンな声が轟とどろいた。反射的に二人はそちらへと顔を向ける。

「も、もー駄だ目めだわ！　歌えないわ！　歌おうとするだけで気持ち悪いしゲロ吐はきそう！　ファンの皆にありったけの同情を込こめられた生暖かい視線で見られるのもやだー！」

　喫茶店で大声でゲロ、などと言い出した金きん髪ぱつの少女はわっと泣き伏ふした。はぁぁぁ、とため息をついてそれを見やるのは薄うすい赤色をした髪かみの少女だった。一目見て、か弱い小動物を感じさせるような容姿と、透すき通るような声──間ま違ちがいなく、アイドルだ。
















「でもですね、先せん輩ぱい。歌えないと、空っぽエンプテイになっちゃいますよ。この娘こみたいに」

　赤髪の少女が指差したのは、その背後に佇たたずむ所在なげな少女だった。

　虚きよ無むの申し子。準精霊の行き着く先、またはそこにしか届かなかった者たち。少女は申し訳なさそうに、目を伏せる。

「ほら、何の反応も見せやしないでしょう？　こういう、つまらない女の子になるんですよぅ？」

　響ひびきが目を伏せる。かつて、自分もそうであったことを思い出す。何もできない、何もしない、何も求めない、どうしようもなくつまらない人間──。

「響さん」

　狂三はただ、名前を呼んだ。響が反射的に「はいっ」と声を出す。狂三はいつものように、ちょっとばかり嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて、響の手の甲こうを指で軽く抓つねった。

「な、なんですかもう」

「バカな考えをしていそうだったので、ちょっとお仕置きですわ」

「もー……」

　手を摩さすりながら、響ははにかんだ。

「いや別にアタシ、アンタたちより可愛かわいいからそれだけで生きていけるけどね」

　さらりと、金髪の少女が物もの凄すごいことを言った。さすがに聞き逃のがせなかったのか、赤髪の少女の眉まゆがぴくりと動いた。

　そして金髪の少女の顔を見て、響が茫ぼう然ぜんと呟いた。

「……うそ」

「噓うそ？」

「……あの喋しやべってる金髪の人、輝俐リネムです」

　その奇き妙みような名前は、どこかで聞いた記き憶おくがある。

「ええと……それ、確か前の支配者ドミニオンでしたかしら？」

「はい。霊装ドレスは簡素になってますが、顔立ちは忘れられません」

　狂三がちらりとリネム、とかいう少女の顔を見た。なるほど、華はなやかだった。金色の髪は美しい、だがともすれば顔立ちと合わない色だと下品になりかねない。

　その点で言うならば、リネムはまさに上品さと黄金の輝かがやきを併あわせ持つ少女だった。

　アイドルの頂点に立つ準精霊が支配者ドミニオンになるなら、なるほど彼女は支配するに相応しい。

「……あの方、どうして追い出されたのでしょう」

「見た目は変わってません。それにさっき……」

「歌えない、と仰おつしやっていましたわね……」

　二人は当然のように耳をそばだてた。喫茶店は混みつつあるが、ほとんどの少女は、自分自身をどう磨みがき上げるか、あるいは好きなアイドルの話に夢中で彼女たちに目も向けない。……というよりは、意図的に目を逸そらしている。

「おかしいですわね。仮にも元支配者ドミニオンでしたら、注目されるのは当然なのでは？」

「はい。……向かいに座っている赤髪の女の子も、相当なファンパワー持ってますよ。間違いなく、Ｓランク以上です」

　二人の密ひそやかな会話を他所よそに、金髪の少女は滔とう々とうと告げる。

「ああ、でも可愛いだけじゃ生きていけない……。やっぱりアタシ、歌いたいのよ。どーんって、どーんって！　それで、あの憎にくき瑞みず葉はのアマに肘ひじ鉄てつ食らわせるのよ！」

「はあ、肘鉄ですか。ま、別にいいですけどねー」

「くぅぅぅぅ、畜ちく生しようあの女ー！　人がちょっと歌えなくなっただけであっという間にオーディション開いて、あっという間に支配者ドミニオンに成り上がって、あっという間にアタシを追い出すとか！　憎たらしい、なんだよぅ、歌えなくなったからダラダラしてたくらい、良いじゃないかよぅ……！」

「先輩、歌えなくなる前からダラダラしてた気もしますけどねー」

「ほっといて！　アタシはこの第九領域イエソドで声高らかに歌っていれば良かったの！　それで皆みな、大喜びで雑用してくれてたんだから！　それに、どうせアタシが出しゃばるとややこしいことになるしネ！　アタシは領域の象しよう徴ちようとしてのんべんだらりとしていれば、それで良かったのー！」

　元施し政せい者にあるまじき発言がぽんぽん飛び出すリネムに、さすがに狂三も呆あきれた様子で見守っていた。

「……そうなんですの？」

「えーとまあ、歌以外は興味ないタイプで。ダンスはステージですらサボりがちでした。ただ、容姿はあんな感じで歌も滅め茶ちや苦く茶ちや上手うまかったので、何もしなくても可愛さ全振ふりで許されてたっていうか」

　リネムの暴言と愚ぐ痴ちはまだ続く。

「あーもー、思いっきり歌いたいのにー、歌うとゲロを吐くー。吐きながら歌うアイドルとか、斬ざん新しんかな！　斬新過ぎて誰だれもついてこれないか！」

「……はぁ、もう仕方ないですねぇ。今や残念な部分しか存在しない先輩に、超ちようがつくほど特大の情報をプレゼントして差し上げまーす」

　赤髪の少女がそっと、古びたメモ帳を取り出した。

「何これ？　ちり紙？　あ、ちょうど良かった今クシャミ出そう」

「ちり紙じゃないですよ貴重な文ぶん献けんですよお願いですから絶対に汚よごさないでくださいね!?」

　今にも鼻をかみかけたリネムを、慌あわてて赤髪の少女が抑おさえた。

「凄すごいですわ……あれで、元支配者ドミニオンでしたの……」

「そう言うと、昔から知っていた自分も妙みように恥はずかしくなるのでやめてください」




「で、これ何？」

　訝いぶかしげにリネムが問い掛かけると、少女は満面の笑みを浮うかべて「実は──」と話を切り出そうとする。

「あ、いいや。前置きとか抜ぬいて、結論だけ言って。これアタシの役に立つの？　ねえ、教えてってば、まゆみ！」

「まゆか、です！　桃もも園ぞのまゆか！　後こう輩はいの名前くらいきちんと覚えてくださいよ、もー！」

　出鼻から挫くじけかけたまゆかは一いつ瞬しゆん、冷たい瞳ひとみでリネムを睨にらんだが、こほんと咳せき払ばらいして改めて語り出した。

「歌う魔ま法ほうですよ、先輩」

「……歌う魔法？」

　こくん、とまゆかが頷うなずく。対するリネムは訝しげだ。

「魔法って、呪じゆ文もんみたいなの？　……ただの地図じゃない、コレ」

「ああ、そうか。先輩って、噂うわさ話ばなしとか疎うといタイプですもんね。友達いませんしぼっちですしフレンドいませんし」

「ねえ、最後のは三回酷こく似じした内容を繰くり返す必要あった？」

「まあ、ともかく。噂に聞いたんですよ、歌を歌うための魔法──『月の声』が、この第九領域イエソドにあるって」

「何それ、そんな美味おいしい宝物があるの!?　どこに！　ねえ、どこにあるのよ？　ほら、さっさと教えて教えて！」

　立ち上がりかけたリネムを、まゆかが制止する。

「まあまあ、いいから話を聞いて下さいよ先輩。いーいーでーすーかー？」

　まゆかは有う無むを言わさず、という様子で話し出す。




　──隣界編成コンパイルの際に触ふれるのは、精せい霊れいが彼方の世界げんじつで感じた歓かん喜き、悲ひ哀あい、衝しよう撃げき、絶望、希望、情愛、その他諸もろ々もろだ……と言われている。

　それも、映画のようにただ観客席で見る訳ではない。

　共感する、介在する。

　その瞬間だけ、準精霊は精霊となって一つのシーンを体験する。

　発はつ狂きようしそうなほどの絶望も、恋こいに落ちてしまいそうな希望も。だが、それはまさに一瞬で夢のように搔かき消える。

　そして同時に発生した黒い結けつ晶しようもぽろぽろと、塵ちりのように消えていく。何人かの準精霊──特にこちらの世界の謎なぞを解き明かしたい、と考えている者たちは、それに何かしらの意味があるのではないか、と保存を試みたが成功例は皆かい無むで、そもそも現象がいつどうやって起こるのか、推測すらつかなかった。

　しかし、極ごく稀まれにだが……結晶が残り続ける場合もある。そしてそれを手に入れた者は、例外なく変へん貌ぼうするという。良い意味でも、悪い意味でも。

　その膨ぼう大だいな力によって〝破は裂れつ〟するか。

　その溢あふれんばかりの力で〝支配〟するか。

　あるいは、狂きよう乱らんして〝怪かい物ぶつ〟になるか。




「……つまり、その『月の声』が……第九領域イエソドにあるってこと？」

　リネムの表情が強こわ張ばっている。その眩まばゆいほどに力強い眼まな差ざしは、やはり彼女も一ひと廉かどの人物であったことを知らしめるものだった。

「だから、あるんですよ」

　その眼差しを受けてなお、まゆかは平然と応じる。スプーンをくわえて弄もてあそびながら。

「有り得ない、そんなもの速そつ攻こう回収じゃない。あの女みずはなら、この領域の平へい穏おんを何より好んでるでしょ」

「でも、まだほとんどの準精霊が知らないとしたらどうします？　知っているのは、わたしみたいな超ハイランクのアイドルだけ、とか」




「……検けん索さくかけてヒットしました、狂三さん」

　響が耳元で囁ささやく。どうやら盗ぬすみ聞きしつつ、スマホを操作していたらしい。

「桃園まゆか。ジャンルはラブリー。ＳＳダブルエスランクアイドル。瑞葉さんがいなければ間ま違ちがいなく、支配者ドミニオンの有力候補の逸いつ材ざいです」

「そうなんですの。大変に驚きですわ」

「……そうですね」

　狂三の言わんとすることが響にも理解できたが、礼れい儀ぎとして押し黙だまることにした。




「でも、おかしいじゃない。普ふ通つう、そういうのアンタが狙ねらうでしょ」

「いやー、わたしは今の状態が楽っていうか。支配者ドミニオンとか、面めん倒どうそうじゃないですかー。かと言って先せん輩ぱいみたいに仕事をサボりまくるどうしようもないロクデナシに見られるのも嫌いやだしー」

「アンタちょくちょく人を悪あし様ざまに罵ののしるのやめてくれない？　人に本当のことを言ってはいけないって、学校で学ばなかったの!?」

「じ、事実と認めるんですね先輩……」

「そう、アタシはかつてちょっと凄くかつてないほどに天才的なアイドルで、歌えなくなった今はただのロクデナシよ！　チクショウ自分で言って自分で傷ついた！」

「ああもうやっぱり先輩が絡からむと話が進まない！　と・に・か・く！　わたしと、それにこの情報を知っている超ハイランクアイドルには、それが手に入れられない理由があるんですよ！」

「何よそれ」

「『月の声』があるって言われるのは、『夢の揺籃クレイドル』なんです」

「────」

　その言葉に、響の全身が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。

　そしてリネムはがたん、と座っていた椅い子すを倒たおす勢いで今度こそ立ち上がった。

「……『夢の揺籃クレイドル』って、アンタ正気？」

　リネムが訝しげにまゆかを睨む。まゆかは肩かたを竦すくめ、ため息をついた。

「ほら、第九領域イエソドの『夢の揺籃クレイドル』は他ほかの領域より特殊じゃないですか。だから、誰も行きたがらないんです。もちろん、わたしだって嫌。でも、先輩ならもしかしたらと思ったんですよ」

「正気……っぽいわね。良かった、じゃあその情報ホントなのね……ってんぎゃあ!?」

　先ほど倒した椅子に座ろうとして思い切り背中を打ちつけるリネムである。

「何やってんですか先輩」

　少々恥ずかしげに背中を摩さすりながら、リネムが言った。

「あ、いやあ。痛みのせいで、アタシもちょっと浮かれていたのが正気に戻もどったわ。んで、この話ってアンタにメリットあるの？」

「ありますよー。わたし、絆ばん王おう院いん先輩には勝てないなーってわかるんです。なんていうか、相あい性しよう悪すぎなんですよねー」

「ああ、そうね。アイツに比ひ肩けんするの、全ぜん盛せい期のアタシだけだもの。アンタじゃ、踊おどりも歌も一手足りないわ」

「……冷静に分ぶん析せき可能なのがほんとムカつきますね、先輩は」

「つまり要するに、アタシなら与しやすかろうってこと？　確かに、アタシは瑞葉相手なら、絶対に勝つ自信があるもんね」

「……ま、そーゆー訳です」

　くるくると緩ゆるいカールがかかっている髪かみを弄いじり回して、まゆかはどこかトボけた表情で含ふくみ笑った。

「『夢の揺籃クレイドル』……か」

「やっぱり怖こわいですよね、先輩でも」

「いいわ」

「ほえ？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげるまゆかにリネムは指を突つきつける。

「やってやろうじゃないの！　『夢の揺籃クレイドル』が何よ！　一度落ちるところまで落ちたアタシに怖いものなんて何もないわ！　『月の声』はアタシが貰もらう！」

　そう言い切って、リネムは喫きつ茶さ店てんを勢いよく飛び出していった。




　桃園まゆかはそれを笑え顔がおで見送り、ニタリとアイドルにしては不適切な笑みを浮かべた。

「煽あおってみるもんよねー、バカな先輩でも♪」

　傍かたわらに立つ〝空っぽ娘エンプテイ〟の少女はそれを見てはらはらした表情で囁く。

「でも、あの、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？　万が一にでも、手に入れられたら……」

「頭も空っぽなの、ルク？　無理に決まってんじゃーん！　ま、無理すぎて途と中ちゆうで引き返すかもだけど、あれなら大丈夫。間違いなく自じ滅めつするって」

　ルク、という名前らしい少女はこくん、と憂うれいを帯びた表情で頷いた。

「……そうですね。あの記き憶おくの雨を浴びてしまえば、彼女は今度こそ終わり」

　まゆかと異なり、ルクはそれなりに善性を持った準精霊しようじよなのか、と思ったがどうやらそうでもないらしい。

「そうそう。絆王院先輩、あれで輝俐リネムに対しては拘こだわってるっぽいからね。永遠のライバルみたいな扱あつかいで、さ。だから、完全に死んだってことを今度のランキングライブで歌う直前に教えてあげようと思うの」

「まあ」

「まあ、じゃないわよ愚ぐ図ず。告知のタイミングに全すべてが懸かかってるんだからね。わたしは偶ぐう然ぜん、敬愛する先輩の死を知らずにのびのびと歌った。絆王院は不運にも、元親友だかライバルだかの死を直前に知らされた」

「はい、わかっております」

「んー、ちょっと不自然かな？　敬愛する先輩の死を知ってもなお歌い上げたの方が、後々の支配も盤ばん石じやくかも」

「ですが、露ろ呈ていする危険性が……。臆おく病びよう風かぜに吹ふかれる可能性もありますし」

「そう、そこよ。ルク、アンタしばらく私のお付きはいいから……輝俐リネムの後をつけて、必要によっては叩たたきのめして」

「もちろんです。ただ、どうして『月の声』の本当の在処ありかを教えてしまったのです？　あれは、いつか私が取りに行くつもりだったのですが……」

「……輝俐リネムは、噓うそつかれて見み抜ぬけないようなタマじゃないの。あれ、私が噓ついた部分は全部見抜いてたでしょうね。ただ、『月の声』が存在することとその場所だけは噓をつかなかったから、信しん頼らいした」

「なるほど」

「万が一『月の声』を本当に手に入れてたら、遠えん慮りよなく奪うばっちゃって。あの人、戦せん闘とう能力ないから」

「はい、了りよう解かいです」

「愚図なアンタでもできるよう、誰だれかを雇やといなさい。繫つながりが知られるようならアンタ諸もろ共とも始末するから」

「はい、当然です」

　凍こおるような声に、凍るような答えだった。

「それじゃ、私はそろそろレッスンに行くから」

「では、私はこれで」

　ふっ、と二人の姿が喫茶店から消えた。転移テレポートみたいな力でも使ったのか、と狂三は訝いぶかしんだ。

　いや、今はそれよりも。

「……丸聞こえでしたね」

「でしたわね」

　横から口を挟はさんでいいものかどうか、迷うくらいには聞こえていた。

「大スキャンダルですよ、コレ」

「証しよう拠こはありませんけれどね。それに、あの女が何を策そうがわたくしには関係ありませんわ」

「そうですか？　絆王院さんが支配者ドミニオンから転落すると、わたしたち困りますよ、きっと。あの人は厳しくとも公平ですけど桃園まゆかは純じゆん粋すいに性質が悪そうですし」

「……ま、それはその通りですわね」

「それより、輝俐リネムさん。どうも気になるんですよね」

「歌えない、というところですの？」

「それもありますが……うーん、何だろう。何か気になるなー」

　響はぐるぐると首を捻ひねる。何かが喉のどまで出かかっているが、出てこない。

「彼女の歌えない理由はなんだったのでしょう？」

「わたしも噂うわさでしか聞いたことないのですが、ここの隣界編成コンパイルは精神的に大ダメージを負うものが多いらしくて。歌えなくなって、消えてしまう子もいます。……リネムさん、相当タフですね。本当なら、歌えなくなった時点で消えてしまうはず」

「あの方がもし、支配者ドミニオンに返り咲ざいたら──」

「返り咲いてくれたら、アイドルになるとかならないとか問題なく通してくれるかもしれませんね」

「ふむ」

「ほむ」

「やりますか」

「やりますか」

　斯かくして。そういうことになった。




　　　　◇




　輝俐リネムは元アイドルであり、元支配者ドミニオンであり、現……何かである。何かを具体的に表現するとすれば「無」とかが接頭につくので具体的には表現しないことにする。

　婉えん曲きよく的に述べると極きわめて非生産的な日々を過ごす準精せい霊れいである。

「うー、うー、うー」

　自分のみじめな境きよう遇ぐうに、ちょっとだけ泣きたくなる。でも泣かない、アイドルはいつだって、たとえタマネギの汁しるが直ちよく撃げきしたって泣いてはいけない。ニンニクも食べてはいけないのだ。好きだけど。

　この領域にやってきたのは、いつだったろうか。人の世界にいた頃ころは、それなりに記憶している。アイドルじゃなかったことは確かだ。

　平へい凡ぼんな女子高生じゃなかったか、と思う。

　平凡にしては、ちょっと美少女過ぎるから学園のアイドルとかそういう感じだったのではないか、と踏ふんでいる。

　ともあれ、隣りん界かいにおいて怠たい惰だは死も同然だ。

　その気はなかったが、試ためしにとアイドルをやってみた。

　……楽しかった。

　ただひたすら、歌い踊る。それだけでファンは熱ねつ狂きようし、力は溢あふれ、だから楽しくなって、生きたくなって、何でもすることができた。

　ずいぶんと、調子に乗った人生だったとは思う。色々と言いたいことを言ったし、敵も味方も沢たく山さん作った気がする。

　転落の切っ掛かけは、些さ細さいなものだった。

　隣界編成コンパイルの際に出現する、黒い柱。それに弾はずみで触ふれてしまった自分は、地じ獄ごくを見た。地獄を見た瞬しゆん間かん、全てが色いろ褪あせてしまった。

　声は出せる。だけど、歌うことも踊ることもできない。

「アイドルなんて、馬ば鹿かみたい」

　粘ねばりつくような、暗黒の考えを捨て去れなくなった。ステージの上に立つと、頭は空っぽになり、歌詞とダンスは空白となった。

　それでも何かを伝えようとするが、やがてステージに上がることすらできないことに気付いた。自分を取り巻いておだてていた準精霊たちが真っ先に立ち去った。次に、ファンが少しずつ立ち去っていった。

　やがてデビュー時より少なくなり、ステージにも立てなくなり、ただいるだけになった。

　それでも「いてくれるだけでいい」というファンの準精霊たちもいた。だが、それはあまりに惨みじめで、自分から離はなれることにした。

　……自分のようなアイドルは、これまでにも何人かいた。

　あれを体感してしまい、二度と空へ羽ばたけなくなった準精霊。彼女たちは例外なく、空っぽとなってやがてそれにも耐たえ切れずに姿を消した。

　この隣界において、限りなく死に近い現象。隣界に漂ただよう霊れい力りよくとなる儚失ロスト。

　……まあ、それはあまり怖こわくない。

　不思議なことに、この世界は上手うまくできていて。諦あきらめた瞬間に、苦痛も未練も何もなく、ぱっと消しよう滅めつしてしまう。

　彼方の世界げんじつの死より、ずっとファンタジーで、ずっとメルヘンで、ずっと──苦しくも辛つらくもない。

「なのになぜか生きてんのよね、アタシ」

　何でだろう、と首を捻る。

　歌えない。

　踊おどれない。

　ステージに立てない。

　それはもう、永遠に定められたことのように思える。

　まあ先ほど言った通り、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいことだけは自信あるのだが。

　仮に「歌える」ようになるといわれる『月の声』とやらがあったとして、自分は果たしてそれを使ってまで、歌いたいものがあるのだろうか。

　更さらに問題は『月の声』があると言われる場所だ。『夢の揺籃クレイドル』……この世の地獄のような場所。間ま違ちがってもアイドルが行くような場所ではない。

「でも、もうそこしか行くところがないものね」

　色々な場所に行った。第九領域イエソドとは異なる領域に出ることも考えたが、新しい支配者ドミニオンである絆王院瑞葉は、頑がんとしてそれを認めなかった。

「かつての支配者ドミニオンが違う領域に行くとか、トラブルの火種になります」

　そう彼女は主張。反論も許されず、拘こう束そくされかかったりした。

「まあ無理に領域の扉とびらを開いて迷めい惑わくを掛けるのは。さすがのアタシ、略してさすアタでもちょっと引くからやめるけど」

　深呼吸。

　最後のチャンスだ、あの腹黒後こう輩はいが何を考えているかはサッパリわからないが、とにかくハイリスク、かつハイリターンの話であることは間違いない。

「よし、決めた。どうせ死ぬなら、足搔あがいて死ぬわ」

　そんな物ぶつ騒そうなことを言いつつ、力強くその一歩を踏み出そうとした瞬間、首根っこを摑つかまれた。

「ぐえー！」

「ヒキガエルみたいな声ですわね、あなた」

　どこか歪ゆがんだ、暗くら闇やみに引き摺ずり込まれそうな声と。

「いや、狂三さんが首を摑んで引っ張ったのが悪いと思うんですが」

　どこか虚うつろなのに、妙みように陽気なせいで儚はかない声がした。




　　　　◇




　輝俐リネムを追いかけるのは簡単だった。とにかく目立つ、目立ちまくるのだ。たとえどんよりと、頭の上に暗雲めいたオーラを抱かかえていたとしても、彼女の魅み力りよくはほとんど損そこなわれていない。

　なので、狂三は追いかけて声を掛けたがブツブツと何かを呟つぶやいているだけなので仕方なく、首を摑んで思い切り引いた。

「ぐえー！」

　ヒキガエルみたいな声だった。

「狂三さん、一いつ切さいの躊躇ためらいありませんでしたね。アイドルオーラとかで手が出せないとか、たまにあるんですけど」

　響の言葉に、狂三は肩かたを竦すくめた。

「わたくしとて、Ａランクアイドルなのでしょう？　なら、今のこの方など恐おそれるまでもありませんわね」

「ちょっとアンタたちいい加減にしてちょうだい！　っていうか、この無礼な手を離しなさいよスカタン！　タコ！　ボケナス！」

　狂三はわずかに目を細めると、無言で首から手を離した。

「何者、アンタたち。この輝俐リネムに何の用があるの？」

「あー、わたしたちはですね……」

「って、アンタ緋ひ衣ごろも響!?　ひびＰとして名高い、あの！」

「あ、はい。それはそうなのですが」

「じゃあアンタアタシをプロデュースにきたの？　いいわよ！　でもちょっと歌えないし踊れないから、その辺どうにかならない!?　ほら、立ちっぱなしにして口パクでバックダンサーに踊らせるとか、バラードで売るとかそっち方面で何とかイケる？」

「イケないかと」

　響はきっぱり応じた。

「え、イケてない？　無理？」

「バラードで口パクとか、舐なめてんですかアイドルを」

　響は冷たい目線で彼女を切って落とす。

「でもアタシ歌えないし」

「……歌えるように、なりたいのでしょう？」

「そりゃなりたいけど、ダメっぽかったらそれはそれで楽に暮らしたいというか」

「ははーん、狂三さん。コイツはダメ人間ですよ」

「先ほどのやりとりで、大方見えてはいましたわね」

「さっきから何なのよ、アンタたち！　この自他共に認めるダメ準精霊、輝俐リネムに何の用？　霊力？　分けるほどの霊力ないわよ、どうしてもって言うならこのアタシを殺して霊力を奪うばうことね！　痛くしないで、可能な限り気持ち良く！」

「オマケに人の話を聞こうとしないタイプですよこの人」

「先ほどのやりとりで……以下略、ですわね」

　少し迷った末に、狂三は短たん絡らく的かつ彼女のようなタイプに極めて有効な手段を用いることにした。

　ゴリ[image: ←]〈刻々帝ザフキエル〉の短たん銃じゆうが、リネムの眉み間けんに押し当てられた際の効果音ＳＥ。

「大変申し訳ありませんが囀さえずらず、黙だまってお話を聞いてくださいまし」

　瞳ひとみに涙なみだを溜ためたリネムが、こくこくと頷うなずいた。

「白昼堂々、強ごう盗とうみたいですね」

　そのものである。

「じゃ、えーと。どこか落ち着ける場所で話しましょう」

「わ、わかりました。えーと、喫きつ茶さ店てんに案内しますので撃うたないでくださいぃぃ……」




　……という訳で、先ほどの喫茶店へと戻もどってきた。周囲の視線がやや痛いが、リネムが顔を向けるとさっと目を逸そらし、席を遠ざけた。

「フン」

「あら、随ずい分ぶんとまあ嫌きらわれていらっしゃいますわね？」

「違うわよ!?　嫌われてなんかないわよ多分きっと！　その、単に元ファンだったりするとやっぱり罪悪感とかがあるだけじゃないかしら。アタシちっとも気にしてないけど！」

「あー、まあそうですよねえ」

　ともあれ、周囲は彼女たちを意識的に無視することにしたようだ。喫茶店の客数も少なくなり、小声で喋しやべる程度なら話が漏もれることはないだろう。

「端たん的てきに申し上げますわ。あなた、『月の声』とやらを求めていらっしゃるんですのよね？」

「……どこからその話を聞いたの？」

　瞬間、リネムの視線が最大限の警けい戒かい態勢に入った。一方、狂三は緩ゆるやかにテーブルを指差し告げた。

「先ほど、ここで」

「おかしいわね。聞こえないように設定されていたはずなんだけど」

「設定？」

「まあいいわ、アタシの知ったこっちゃないし。……で、アタシに何をさせようっての？　[image: 囮]おとり？　[image: 囮]なのね？　炭たん坑こうのカナリア的なアレなのね！」

「まあ、似たようなものですけれど。ちょっとばかり違いますわ」

「何が違うっていうの！　このアタシに残されたのは、このアイドルフェイスだけ。それを奪われたら、もう何も残らないわ！」

「……響さん」

「絶対嫌いやです絶対嫌です絶対に嫌です。〈王位簒奪キングキリング〉をこの人に使うとか、絶対に嫌ですからね！」

　響の〈王位簒奪キングキリング〉は顔や人格、能力を強ごう奪だつできる無む銘めい天使である。彼女は少し前、それで時とき崎さき狂三に化けていた。時崎狂三じぶんに化けられるくらいなら、輝俐リネム程度なら簡単だろう、と狂三は思ったのだが。

「ちっ、先読みされましたわ……」

「それに、歌えないという部分まで強奪したら意味ないじゃないですか」

　響の無銘天使は既すでに奪われたものまで奪うことはできない。リネムができることで、響ができないことはある。そしてリネムができないことは、リネムを奪った響にもできないのだ。

「ねえちょっと！　アタシを放置しての物騒な会話やめてくんない!?」

　ビクビクと怯おびえる彼女に、狂三は咳せき払ばらい一つして告げた。

「聞いて下さいまし。わたくしたちは、外の領域に向かいたいんですの。そして、そのためにはあなたの協力が必要ですの。なので──手伝って差し上げますわ、その『月の声』探しを」

「……手伝って、くれるの？」

「ええ」

「でも、外の領域に向かいたいってどうして？　アンタたちもアイドルでプロデューサーでしょう？」

「……アイドルになりたい訳ではありませんわ。わたくしたちは、違う領域へ向かいたいのです」

「えーとつまり。アタシが『月の声』を手に入れて支配者ドミニオンに復帰。そうしたら、領域渡と航こうの許可を出せばいいの？」

「ええ、支配者ドミニオンなら簡単でしょう？」

「ま、簡単といえば簡単だけど。じゃあ、そういう取引ね。アタシは歌を取り戻して支配者ドミニオンに復帰する、その代わりに領域渡航の許可を出して扉を開く」

「『月の声』を手に入れるための助力を、わたくしたちが行う」

「で、アンタの名前は？　緋衣響ひびＰは知ってるけど、アンタ見たことないし」

「わたくしの名前は、時崎狂三。お見知りおきくださいまし」

　スカートの裾すそを摘つまみ、狂三は優ゆう雅がに一礼した。




　　　　◇




　狂三と響は話し合うまでもなく、自分たちの正体や目的は明かさないことを決めていた。輝俐リネムはあくまで、利害共有者ステークホルダーである。

　別に信用していない訳ではないが、無む闇やみに首を突つっ込まれても困る。

　何より響は確信している。もし、リネムが狂三の目的を聞いてほんの少しでも馬ば鹿かにしたり侮あなどったりした態度を取れば、この一時的な共犯関係はあっさり崩ほう壊かいするだろう。

　あと、リネムは狂三の手で間ま違ちがいなく儚失ロストされる。

　狂三もそのことを自覚しているため、リネムとのやりとりは主として響が行うと決めていた。……が。

「ねーねークルミ。アンタのさっきの古めかしい短銃、武器なの？」

「そうですわ。話しかけないでくださいまし」

「それはそうとクルミ。その左眼の時計盤ばんは……コンタクト、じゃないよね？」

「いいえ、これは元々こういうものですわ。それはそうと話しかけないでくださいませ」

「クルミの無銘天使はなんて名前なの？　ライブに使えるようなタイプ？　ちなみにアタシの無銘天使は〈天賦楽唱アマデウス〉といって、このマイクスタンドなんだけど」

「……響さん、何とかしてくださいませんこと？」

　ため息をついて、ぐいぐいと近寄ってくるリネムを狂三は押し戻しながら訴うつたえた。

　どうも何というか、リネムは狂三を気に入ってしまったらしい。まるで構われたい子供のような勢いで、ぐるぐる狂三の周囲を回りながら話しかけていた。

「と言われても。どうすることもできないですよ」

　響は響で、少々面おも白しろくない状じよう況きようである。何というか、時崎狂三という少女は尖とがっている。それも剃刀かみそりみたいな切れ味の日本刀並みに鋭するどく、そしてハリネズミのようにあらゆる場所に防衛兵器を張り巡めぐらせている。

　そんな彼女にナチュラルに話しかけられるのは、一度彼女に成り代わった経験がある自分だけだろう──そんな自負があったことも、また確かである。

　なのに、リネムときたら恐こわがりもせず馴なれ馴れしく話しかけているのだ。時崎狂三という少女に。

　それが、何だかもう、無む性しように滅め茶ちや苦く茶ちやに面白くない。

「……何だか冷たくありませんこと？」

「気のせいです、気のせい。それよりリネムさん、わたしもこの第九領域イエソドには長期滞たい在ざいした訳じゃないので、『夢の揺籃クレイドル』ってどんなところなんですか？」

「生きている限りは行きたくない場所。死んだとしても、行くのは憚はばかられる場所ね」

　リネムの声は、微かすかに冷気を帯びているようにも思えた。

「……曖あい昧まいですわね」

「とりあえず、今日はその手前にある監かん視し所に向かうつもり。そこで具体的な説明をするわ。途と中ちゆうで逃にげられても困るし」

「逃げる訳などありませんでしょうに。ここから飛び出すために、わたくしたちはあらゆる手を尽つくすつもりですのよ？」

　その言葉にリネムはくすりと笑った。

「そこは、第九領域イエソドの端はし。あらゆる希望が捨てられた場所なのよ」




　響が幾いくつもの領域を旅して何とはなしに理解したことは、各領域は全すべて、巨きよ大だいな円状だということだ。円柱なのか、円えん盤ばんなのかは不明だが、ともかく各領域は巨大な円を描えがいている。

　そして、端に行けば行くほどに殺風景な場所へと切り替かわっていく。第一〇領域マルクトでは、隕いん石せきでも落ちたかのようなクレーターと破は壊かい痕あとだけが残されているだけだ。

「第九領域イエソドとはちょっと違ちがうわね」

「でしょうね。他ほかの領域だと、また違いましたから。ここはどんななんです？」

「だから、『夢の揺籃クレイドル』よ。エンプティたちが儚失ロストを求めて、ここに集まってくるの」

「エンプティ？」

　聞き慣れた響ひびきに、狂三が身を固くする。

「そ、エンプティ。夢を失って空っぽになった子のことをそう言うんだけど、そっちだと呼こ称しようが違うの？」

　リネムの問い掛かけに、響が肩かたを竦すくめた。

「こっちでも似たような呼称ですよ。エンプティとか、空っぽ娘むすめとか」

「第一〇領域マルクトだと、エンプティはどう儚失ロストさせてるの？」

「え、別に普ふ通つうですけど。目の前でぶわーっと消えて、あー消えちゃった、みたいな」

「……ホント、第一〇領域マルクトに住む準精せい霊れいはタフよね」

　第一〇領域マルクトでは、目の前のエンプティが突とつ然ぜん消えても準精霊たちは平然と受け入れた。

　第九領域イエソドでは、そうはいかない。彼女たちが突然消えることで、他の準精霊たちは動どう揺ようする──死を恐おそれて、アイドルに相応ふさわしい振ふる舞まいを取れなくなってしまう。

　それを危き惧ぐした初代の支配者ドミニオンは彼女たちの聖地を作り上げた。

　名を『夢の揺籃クレイドル』。

　その優やさしい名とは裏腹の、凄せい惨さんな地じ獄ごくである。

「いやまー、アタシも直じかで見たことはないんだけどね！」

「……見たことないのに、どうして凄惨な地獄だと？」

「興味本位で遊びに行った準精霊アイドルが、次の日空っぽ娘エンプテイになって、帰ってきたから。間もなく彼女は儚失ロストしたみたい」

「それは……怖こわい、ですね」

「本人的には何かこう、人と違うことをして一味違うって思わせたかったんでしょうけどね。生あい憎にくと、そんな洒落しやれが利きく場所じゃなかったって訳。平気なのは、エンプティくらいのものだって噂うわさよ」

「……不思議ですわね、エンプティという存在は」

「クルミちゃんもそう思う？　アタシもそう思うのよ」

　リネムを無視して狂三はエンプティ、と名乗った瞬しゆん間かんを思い出す。本当に、まったく無意識に、口を突いて出た名前。

　あれはどうやら、本来は種族名とでも呼ぶべきものだったらしい、恐らく響が過去エンプティだったせいだろう。そして自分に化けた響が、実に自分らしい振る舞いをしていたことを何となく思い出し、響の肘ひじを抓つねる。

「いたいですいたいです狂三さん、突然なぜ!?」

「過去のことを思い出しまして」

「ひぃすいませんその節はわたくしが悪ぅございま……えへへ、過去かぁ……いだだだだだっ!!　ご、ごめんなさいごめんなさーい！」

　響は妙みように嬉うれしそうに、狂三の攻こう撃げきを受けていた。




　　　　◇




「……ときさきくるみ、ひごろもひびき、ももぞのまゆか、ときさきくるみ、ひごろもひびき、ももぞのまゆか、ときさきくるみ……」

　ぶつぶつと呟つぶやく少女ルクを、他の準精霊が気味悪そうに回かい避ひしていく。

　ルクは空っぽ娘エンプテイであり、桃園まゆかの言葉に従うだけの存在である。

　かつて狂三は緋衣響と入れ替わっていた際、エンプティと名乗っていたがそれは本来、彼女たちのような存在への総そう称しようだ。

　彼女たちは準精霊のように豊かな感情を持たない。そして死も恐れない。より正確にいうと死を受け入れる準備が整い始めているのだ。

　隣りん界かいにおいて死は消しよう滅めつであり、消滅はただ消えるだけ──眠ねむるようなもの。それでも準精霊は死や消滅をこよなく恐れるが、エンプティたちは奇き妙みようなことに、それに対する耐たい性せいができているのだ。

　それは恐きよう怖ふというよりは諦てい観かんに近いものらしい。

　そしてこの状態は長く続かない。遠からず、彼女たちは不意に姿を消す。だが、それまでの間は死をも恐れぬ兵士であった。

　第九領域イエソドとて、綺き麗れいなアイドルが歌い踊おどるだけの領域ではない。突然骨肉の争いが勃ぼつ発ぱつし、殺し合いに至ることもある。

　そんな折りにこそ、彼女たちの出番だ。

　儚失ロストも恐れず、本来使用できないはずの他者の無む銘めい天使を濫らん用ようすることも厭いとわない。

　ルクは何とも思わない。

　自己の死を何とも思わないように、他者の死も何とも思わない。

　だから、桃園まゆかは死ぬまで彼女を寵ちよう愛あいするだろう。

　そしてそれに応じることだけが、今のルクの喜びなのだ。

　するりするりと、音もなく気配もなく、彼女は仲間と共に三人の後を追っていく。




　　　　◇




「到とう着ちやく、とっ。もう夜になるし、ここで休むわよ」

　その建物は、荒こう野やにぽつんとある誘ゆう蛾が灯とうのような存在だった。無闇にお洒落なデザイナーズマンションのようなつくりで、中も意外なほど文化的だった。リビングにはＴＶもあり、柔やわらかなソファーもあった。

　以前、アイドルが挑ちよう戦せんして儚失ロストの憂うき目に遭あった反省からか、当時支配者ドミニオンだったリネムが監視所として設置させ、一時期活用していたらしい。

「まあ、エンプティは見守るだけに留とどめたけど。彼女たちは止めても無む駄だだしね。あ、霊れい力りよくを使えばシャワーも使えるから！」

　リネムの言葉に狂三は怪け訝げんな顔をした。

「そういえば、意識したことがありませんでしたけれど、わたくしたち、どうして汗あせが出るのでしょうね」

「何もかも思い込みの世界だからかもですねぇ」

「アタシはアイドルだから、汗かかないしトイレにも行かないのよ！」

　輝俐リネムが大おお威い張ばりで胸を張った。

「あ、この人本気で思い込んでる！　汗かいてない！　すごい！」

　響がぺたぺたとリネムの体に触ふれると、確かに彼女の言う通り、随ずい分ぶんと歩いてきたのに、汗の一つもかいていなかった。

　トイレにも行かないようだ。

「アイドルってすごい」

「そうよね、アタシすごいのよね！　まあアイドルのくせに歌えないんだけどね！　歌えない……んだけど…………」

　唐とう突とつに落ち込み始めたリネムは、部屋の片かた隅すみでいじけ始めた。

「狂三さん、自分で自じ慢まんして自分で自じ虐ぎやくして自分で憂ゆう鬱うつになってます」

「……あの、ふと思ったのですけれど。アイドルでないのならば汗をかくのでは？」

「あっ」「あ」

　狂三が指し摘てきした途と端たん、リネムはどっと滝たきのように汗を噴ふき出した。




「……アタシなんてアタシなんてアタシなんてアタシなんて汗もかき始めたわきっとトイレにも行くんだわもうアイドルじゃないから」

「はいはい、かゆいところはございませんかー」

　落らく胆たんするリネムを無理矢理に引き摺ずって響がシャワーを浴びせた。ついでに髪かみも洗ってやることにする。

「浴室が広くて大変結構なことですわね」

　狂三はその二人より先行して体の汚よごれを落とし、一人だけ風ふ呂ろにのんびりと浸つかる。

　こうものんびりするのも、久しぶりという気がする。

「はぁ…………」

「うう、アタシなんてアタシなんて……」

「女三人寄れば姦かしましい、と言いますけど一人はぶつぶつ呟いているだけ、もう一人はお風呂を堪たん能のうしているだけ、となると静かなもんですねー」

「響さんが一人で三人分を担になっているのではないかしら？」

「わたしそんなにやかましくないですよ！」

「うるさいわよアンタ」

「お静かになさいませ」

「むー、理り不ふ尽じん。にしても、お二人ともスタイルいいですねー」

「……だってアイドルだもん、アイドルだから、スタイルの維い持じには気を遣つかっているんだもん」

　響の褒ほめ言葉に、リネムがちょっとだけ元気を取り戻もどした。心なしか、丸まっていた背中がちょっとだけ伸のびる。

「ふふ。ま、わたくしほどではありませんけれどね」

　狂三の軽口に、再びリネムの背中が丸まった。

「そう、アタシはそこらの素人しろうとにも劣おとるレベルのスタイル……ミジンコ……ちり紙……」

「狂三さーん、まだ立ち直ってませんでしたー！」

「頭が痛いですわね……」

　まだまだメンタルダメージは甚じん大だいらしい。




　　　　◇




　シャワーを浴び終わったリネムは部屋の隅すみっこで体育座りをしたまますかーっと眠り始め、シャワーを浴びた二人も霊装ドレスを簡易型パジヤマに変形させて眠ることにした。

　二階にはダブルベッドが一つ。他にベッドはなく、ソファーがあるだけだ。

「じゃんけんでもしましょうか？」

　狂三は響の提案に首を横に振った。

「わたくしもあなたも、お互たがい疲ひ労ろう困こん憊ぱいですわね。諦あきらめて共有しましょう」

「おやすみなさい、狂三さ──」

　響がそう言って、ベッドに潜もぐり込もうとしたとき不意に狂三が声を掛かけた。

「……響さん、大丈夫なんですの？」

「大丈夫、って何がですか？」

　狂三の目は真しん剣けんだ。響の経験からすると度数は八。つまり、かなり真剣。

「エンプティ。わたくしが名乗った名前は、あなたの残ざん滓しが理由ですよね？」

「……はい」

「以前、あなたの過去を聞かせて頂いたときもあなたは最初エンプティとして生まれ、そして……〝彼女〟の復ふく讐しゆうを目的とし、それを果たした」

「果たしたんですかね、あれ。……いえ、スッキリはしましたけど」

　支配者ドミニオンであり、響が命を懸かけて復讐しようとした〝人形遣いドールマスター〟は既すでに儚失ロストしている。いや、響が倒たおしたのだ。

　復讐は終わり、夢は叶かなった。

　つまり、今の彼女には目的がない。寄る辺がない。

「だから、大丈夫なんですの？　また、空っぽエンプテイに──」

　響はゆるゆると首を横に振ふり、人差し指を狂三の唇くちびるに当てた。

「大丈夫ですよ、狂三さん。今のわたし、楽しいですから。狂三さんと一いつ緒しよにいるだけで、すごくすごく楽しい、すごくすごく嬉しい、毎日が刺し激げき的で、空っぽになんかなりません」

「……だったら、いいのですけれど」

「もしかして心配してくれました？」

「まさか。途と中ちゆうで不意に消えたら、わたくしが迷子になってしまうではありませんの」

「迷子て」

「わたくしは隣界以前の記き憶おくがほとんどありません。大切な、とても大切な人の名前すら覚おぼ束つかない。彼方の世界げんじつに居たこと、そして……戦っていたことだけ」

「戦っていたですか？」

「ええ、戦っていました。何か……とても理不尽な、何かと」

　それはどうしようもなく地じ獄ごくのような理不尽で、わたくしたちは如何いかなる時系列においても、彼女への殺意を忘れたことなど一度もない。

　だが、その切っ掛けは──確か、ええと、確か──。

「狂三さん？」

　穏おだやかな声に、狂三は過去から引き戻された。

「無理に過去を振り返ると、捕つかまっちゃいますよ」

「捕まる、ですの？」

「ええ、捕まります。わたしがしょっちゅう、そうなってましたから」

　過去を振り返る。

　亡なくしたものを、再びその手に抱だき締しめようとする。

　でも、過去なのだ。過去は懐なつかしむものであり、抱き締めるものではない。

　抱き締めてもその感かん触しよくが蘇よみがえることはなく、ただ空くう虚きよなものしか知覚できない。

　響の言葉に、狂三は悲しげに呟つぶやいた。

「そうですわね。でも、今のわたくしには、その過去すら欠落しているのです」

　今の狂三は、過去を抱き締めることさえできない。

　だからいつも、眠ねむる度たびに思い返したいのだ。

　彼の言葉を、彼の顔を、彼との記憶を。

「それでもです。微かすかな幻げん影えいの、その人に会いたいなら──現在いまを走り続けなきゃ」

　そしてそれを、響は許さない。否いな、許さなかった。

「……厳しいんですのね」

「狂三さんの夢に至るためには、長い旅になりますからね。それじゃあ、寝ねながら話し合いましょうか。これから先の旅路について」

「ええ、教えていただけますか？　これから先、あなたが到とう達たつしたという第六領域テイフアレトまでがどのような場所なのか。そして、わたくしはどのように立ち向かっていくべきか」

　響は眠ねむ気けを堪こらえて話し続けた。

　時崎狂三は戦せん闘とう能力において、準精せい霊れいとは一線を画している。彼女に匹ひつ敵てきする存在は、それこそ蒼ツアンくらいのものだろう。

　その蒼とて、狂三が本気で搦からめ手を使えば負ける確率の方が高い。最強最悪のトリックスター、狂三の〈刻々帝ザフキエル〉はまだまだ隠かくし持っている弾たまがある。

　だが、それでも時崎狂三が隣りん界かいを踏とう破はするのは難しい。

　支配者ドミニオンは文字通り、領域の支配者ドミニオン。少女が敷しいた法Lawは気き紛まぐれで理不尽でバラエティに富んでいる。

　この第九領域イエソドなど最たるものだろう。アイドルとしての力が、ここでは全すべてなのだ。それはいかに狂三でも越こえにくい壁かべだった。

　だから、それに対たい抗こうする方法。すり抜ぬける方法を響は伝えた。

「例えば、荒こう野やで空腹を知覚してしまったときに、どうやって霊力で空腹を紛まぎらわせるか」

「例えば、閉じ込められたと知覚してしまったときに、どうやってピッキングを行うか」

「例えば、自身の限界が訪おとずれたときに、更さらなる霊力を引き摺り出す方法」

　この隣界の在あり方。肉体のない魂たましいだからこそ可能な生存方法サバイバル。

　それを、響は徹てつ底てい的に教え込んでいく。

　やがて眠気が限界に達した頃ころ、響はどうにか狂三に伝えた。

「毎日、続けましょう。毎日、話しましょう。毎日、教えましょう。どうか、狂三さんが途中でこの世界に食い潰つぶされないために」

　狂三はそれに返答できたかどうかも曖あい昧まいだが、ともかくそれに頷うなずきを返した。

　彼方かなたの世界で出会うために、夢を見ることもなく。




　そして翌朝。狂三はベッドの下で目覚めた。鏡を見て、頰ほおに微かに残った足の跡あとと響の寝ね相ぞうから察するに、夜中に蹴けり落とされたらしいと推測。

「……おはようございます（銃じゆう声せい）」

　とりあえず撃うつことにした。

「ニャ────ッ!!　ななななななんですかいきなりィッ!?」

「お寝ね坊ぼうさんのあなたに、わたくし流で朝の挨あい拶さつを叩たたき込んだだけですわ」

「ひぃ、朝っぱらから理不尽な怒いかり！」

　今度ばかりはそう理不尽でもないな、と狂三は満面の笑えみで震ふるえる響に応こたえた。




　　　　◇




「おはよう、二人とも！　さあ、今日こそ『夢の揺籃クレイドル』に辿たどり着くわ！」

　朝になると、すっかりリネムは元気を取り戻していた。取り戻しすぎな気もする。

「あ、牛乳ありますよ牛乳！」

「……牛がいないのにミルクはあるのが不思議ですわね」

「ここは物質面においては極きわめてご都合主義の世界ですからね。いないのは、犬と猫ねこと異性だけ」

「……猫、本当にいないんですのねぇ……いえ、何でもありませんわ」

　隣界において、彼の不在を除けば最高に落らく胆たんする真実である……狂三的に。

「牛乳なんてどうでもいいのよ。あ、でも飲むけど。おっぱい大きくなるし」

「言うまでもありませんけれど、それは俗ぞく説せつですわよ輝俐さん」

「思い込むのよ、思い込めば大たい抵ていは上手うまくいくわ。アタシのおっぱいは！　絶対に！　大きくなる！」




　五分後。二人はため息をついて、監かん視し所の外でリネムを待っていた。

「まあ、大きくなりましたわね。輝俐さんの胸」

「すごかったですね、リネムさんの胸。二〇〇センチくらいありましたよ多分」

「めそめそ泣きながら、輝俐さんが小さくなーれ小さくなーれと仰おつしやっていましたが、効果ありますの、あれ」

「た、たぶん」

　更に一〇分後、泣きはらした顔でリネムが出てきて胸を張った。

「ど、どうかしら？　完かん璧ぺきなスタイルでしょ？」

「まあ、程ほどよいのでは」

「むしろお目にかかったときより、やや薄うすくなっているような気がしませんこと？」

「噓うそ!!　今度は平たくなりすぎちゃった!?　ちょっと待っててまた大きくしてくるから」

　とりあえずリネムの両りよう腕うでを二人でしっかりと摑つかみ、無理矢理出発することにした。

「はーなーしーてー！」

「心底やかましいですわ。それより、あとどのくらいですの？」

　ぐいぐいと問答無用に引っ張っていく。

「えーとえーと。坂道を上ったら、とりあえず全景は見えるはずだけど……」

　坂道を半分ばかり上ったところで、リネムも諦めて歩き出していた。監視所に辿り着いてから、他ほかの準精霊の姿はない。第九領域イエソド中央区の喧けん騒そうも、まったく聞こえなかった。

　喋しやべることを止やめると、しいんという静せい寂じやくが周囲を支配する。狂三以外の二人は、それが恐おそろしいようで、どうでもいい話題を止めることなく捲まくし立てていた。

　狂三が尋たずねる。

「静かなのが、そんなに恐ろしいんですの？」

「怖こわいわよ、滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわいわよ。音がないなんて、信じられる？」

「騒さわがしい方が疎うとましいですわね、わたくしは。……祭りの喧騒は、少しだけ好きですけれど」

「変わってるぅ。だって音がないってことは、生きてないってことよ。音を出せないアタシはつまり、生きる資格も……」

　またダウナーになりつつあったので、慌あわてて響が話題を変えた。

「狂三さん、祭りの喧騒は好きなんですか？」

　その問い掛かけに、狂三はたちまち顔を曇くもらせた。

「あの、狂三さん」

「いえ、申し訳ありません響さん。その質問に答えるだけの記憶が、わたくしにはございませんの。ただ、何となくそう思っただけなので気にしないでくださいまし」

「ふーん、よくわかんないけど……アンタも大変なのね」

　いつのまにか立ち直っていたリネムがそう告げると、狂三は微かに驚おどろいたような様子を見せた。

「狂三さん？」

　響の問い掛けに、狂三は頭かぶりを振ふって答える。

「いえ、何でもありません。そうですわね、大変ですのよ……色々と」

「それもこれも、アタシが歌を歌えるようになれば片付くわ！　さあ、もうすぐよ。もうすぐ、『夢の揺籃クレイドル』が見えてくるわ！」

　走り出すリネムに苦く笑しようしつつ響が後を追う。狂三は物思いに耽ふけっていたせいか、少しばかり遅おくれた。

　坂道を上り切った二人は、足を止めて何やら光景に見入っている。

『夢の揺籃クレイドル』──名前だけは素す敵てきな場所。その実、死と消しよう滅めつを受け入れる虚きよ無むの大海。

　……なので狂三としては真っ黒な海であろうと、あるいは第一〇領域マルクトのようにクレーターだらけの火星のように不毛な場所であろうと驚かないつもりだった。




　が、さすがにこれは驚いた。






















　目に付いたものを、まず狂三は理解する。

　途と中ちゆうで巨きよ大だいな山を通過する、大だい蛇じやのようなジェットコースターのスライダー、ところどころのゴンドラが欠落した、不完全な観覧車、塗と装そうが剝はげ落ちて白馬から茶色の馬になったメリーゴーラウンド、時間による劣れつ化かで醜みにくく変へん貌ぼうしたマスコットキャラ、アスファルトからは雑草が飛び出し、吹ふき出物のようだった。

　夢の揺よう籃らんどころか、廃はい棄きされた夢の遊び場だ。

「ゆう……えんち……ですか？」

　響の呟き。足が一歩も動かない。

「そうみたい、ね」

　リネムの呟き。足は同じく。

　もちろん、遊園地に動くものは見当たらない。風が吹くたびに、観覧車のゴンドラが軋きしんだ音を立てる程度だ。

　墓地でもなく、葬そう式しき場でもないのに、廃はい墟きよと化した遊園地は異常なまでに濃のう密みつな死を感じさせた。

「……行きませんの？」

「はい、ビッグアイデア。クルミちゃんと響ちゃんがまず、『月の声』を取ってくる」

「ほう、それでリネムさんは？」

「アタシはここで待機して、連れん絡らくを請うけ負い、非常時には助けを呼んでくる！」

「つまり事実上何もしないということですわね？（銃声）」

　狂三がとりあえず一発撃つと、リネムは涙なみだ目めで「いぎまず」と快かい諾だくした。

「狂三さん、何かあるとバンバカ銃を撃つのは止めましょうよ……わたし、今朝のあれが地味にトラウマですよ……」

「時間との勝負のときは、これが一番なのです。さ、参りましょう」

　狂三が歩き出す──やむを得ず、響も歩き出す。

　そして最後に、リネムがおずおずと歩き始めた。











○夢の揺籃クレイドル






　降り立つと、その悲ひ惨さんな様相を更さらにまじまじと見せつけられることになった。

　乾かわききって水の一ひと滴しずくすらもないであろう人工プール、無人のチケットカウンター、薄うす汚よごれて文字も掠かすれたガイドブック──最も早はや、ホラー映画の舞ぶ台たいといっても遜そん色しよくがない。

　その一方、世界の果てには相応ふさわしい場所であるとも狂くる三みは思う。

　かつてあったもの──純真無む垢くな遊び場。

　今存在するもの──純じゆん粋すいな夢が終わる場。

「……狂三さん」

　響ひびきがくいくいと袖そでを引っ張り、無言でベンチを指差した。かつて真っ白だった木製のベンチは、腐ふ食しよくしてボロボロだ。

　そこに、一人の少女が座っていた。狂三も、響も、そしてリネムも知らない空っぽの少女エンプテイだった。

　彼女はぼんやりと宙を見ている。何をするでもなく、足音に反応すらもせず。

「あなた、そんなところで何をしていますの？」

「────」

　無言と沈ちん黙もくを返される──少しばかりの苛いら立だち。

「何をしているのか、とわたくしは聞いているのですけれど──『待ってるの』」

　狂三の言葉に、エンプティはまったく狂三を見ることなく、宙を見続けながら呟つぶやいた。

「……待っているって、何をですの？」

「わたしは溶とける。溶けて姿はきえる。でもそれは怖くない。同一化だから、怖くないの。だってここは、楽しい遊園地だから。回るメリーゴーラウンド、回る観覧車、回るジェットコースター、回って、回って、何もかも回って溶けてきえる」

　言い聞かせている、というよりは確信を持って放たれている言葉。

　それは、響の胸に槍やりのように突つき刺ささった。いつもは心の奥底にしまいこんでいる、その誘ゆう惑わくが鎌かま首くびをもたげたような気もした。

「……そうですの。なら、わたくしからは言うことなどありませんわね」

　狂三の穏おだやかな声。

　死にゆく存在にだけ投げかける、奇き妙みような味の優やさしさ。

　少女は無言。ホッ、と安あん堵どの吐と息いきを一つして……搔かき消えた。

「…………消えちゃった、消えちゃったわ」

　リネムが茫ぼう然ぜんと呟く。響は久しぶりに見たものに、我知らずというショックを受ける。

　一人、狂三はなるほどと頷うなずいた。

「揺よう籃らんとはよく言ったものですわ。この廃墟と化した遊園地が、華はな々ばなしい遊び場に見えるようになったら要注意、ということですのね」

　狂三の言葉に、響が首しゆ肯こうする。ただ一人わかっていなさそうなリネムが、こてんと小首を傾かしげた。

「どゆこと？」

「エンプティの目には、ここが楽しい遊園地に見えたんですよ。何もかもまっさらで、キラキラと輝かがやいた」

「この廃墟が!?　だって……廃墟じゃん！」

　リネムは訳がわからない、という風に両腕を広げる。

「だから揺籃なのでしょうね……」

　消えるべき少女にとっての楽園でなければならず、まだ消えてはならない少女にとっては地じ獄ごくに程ほど近い場所。

「アタシ、はやくも挫くじけそう。だって、消えちゃったよ。すぱーんと。瞬まばたき一つしたら、消えていたんだよ？　二人とも、何で平気なの？」

「慣れているからです（わね）」

　二人の答えは、何とも明めい瞭りようだった。

「さて。消えた彼女のことを想おもっても事態は何ともなりません。そんなことより、『月の声』を探しましょう。歌を歌えるようになる、といわれる結けつ晶しようを」

「そ、そうね。そうよね。……何処どこにあるのかしら、『月の声』」

　リネムがおどおどしながらも、己おのれにとっての優先事じ項こうを思い出す。響はガイドブックを拾い上げ、地図を見た。

「全員、一エリアずつ綿密に調べましょう」

「三人別々に探した方が、効率が良いのではありませんの？」

　狂三の言葉に響は首を横に振る。

「効率はいいですけど、見み逃のがす可能性が高くなります。わたしたちはともかく、リネムさんが主に怯おびえて大事なものを見逃すと思うんですよね」

「あー……あー……」

「何で納なつ得とくするのよ二度も三度も頷くのよクルミちゃん！　まあ、かくゆーアタシもそう思うけどネ！」

「なので、『月の声』の発見はわたしたちに掛かってます。がんばりましょう！」

「そうですわね。ここまで来たらわたくしたちも、『月の声』を見てみたいですもの」

「あ、すいません。無視されるとフツーに凹へこむんで止やめてくれます？」

　凹むリネムの両りよう腕うでをまたしても引っ張り、狂三たちは『月の声』探たん索さくに挑いどんだ。




　　　　◇




　──結論から言うと、まったく見つからなかった。

「ありませんわね……」

「空から見たり、建物の裏も確かく認にんしました。これでダメなら、どこを探せって言うくらいダメです。建物も全すべて確認して回りましたし……。地面の中、とかですかね？」

「それでは、そもそも噂うわさに流れるはずがありませんわ。噂が流れた、ということが真実であると仮定して、地中にあった場合は発見と獲かく得とくがセットでなければいけないのではございませんの？」

「ですよね。少なくとも掘ほり返した痕こん跡せきがあるはずです」

「発見したものを、もう一度掘り戻もどした……違ちがいますわね、何かズレている気がしますわ」

「噓うそつかれたのかなー……からかわれたのかなー……そうだよね……歌えないアイドルであるアタシなんて、もう美少女であることと弄いじることしか価値ないもんね……」

　落ち込み始めるリネムを他所よそに狂三と響は推理を続ける。

「……そもそも、考えてみれば。噂ということ自体がおかしいですわよね。普ふ通つう、発見イコール獲得でしょう？　どうして噂だけが流れて手に入らなかったのでしょう？」

「罠わな、とか」

「罠なんてあるわけないよー……アタシ、罠なんてかける価値のある女じゃないしー」

「……リネムさんの言うことも道理なのですわ。桃もも園ぞのまゆかのお付きのエンプティは、万が一にでもリネムさんが『月の声』を手に入れることを危き惧ぐしていたようですし。リネムさん、まゆかさんが噓をついているように見えまして？」

「ん？　んー……まゆかは性格悪いし陰いん険けんだし陰いん湿しつだし暴力を振ふるうことに躊ちゆう躇ちよしないけど、噓をついたところで即そく座ざにバレるわ。アイドルやりすぎて、噓がわかりやすいのよ、自分でもわかってるっぽいけど、どうにもならないわね。そこらへん、ちょっとばかり可愛かわいいとすら思うわ」

　リネムの評価は容よう赦しやなく、そして的確だった。

「だから、アイツが言ってたことは間ま違ちがいなく本当。少なくとも、まゆかは真実だと信じていた。……お付きの娘こが噓ついてても、アタシは見み抜ぬける。そういうの、得意なのよ何気に」

「それからもう一つ、気になることがあったんです。記き憶おくの雨って……何なんですかね」

「……別に降っていませんわよね、雨」

　狂三は手を差し出すが、雨が降るような様子はない。

「そもそも、第九領域イエソドで雨が降ったことはほとんどないわよ。ライブを盛り上げるために、意図的に雨を降らせたことはあるけど局地的なものだし」

「自然現象としての雨は存在しない、と？」

「そよー」

「……雨……雨、雨、雨……雨が降る場所……」

　響はガイドブックを再度確認し、気付いた。

「ここ、まだ調べてませんよね？」

　その言葉に狂三とリネムがガイドブックを覗のぞき込み──「ああ！」と叫さけんだ。




　ストームマウンテン、と名付けられたジェットコースターは途と中ちゆうで巨きよ大だいな山さん岳がくを模したオブジェクトを通過する。建物の内部は見て回ったが、コースターのスライダー途中にあるオブジェクトまでは確認していなかった。

「参りましょう」

　もしここにも無ければ、ただただ途と方ほうに暮れるだけだが……三人は何となく顔を見合わせ、ここだとばかりに頷いた。まったく根こん拠きよのない、ただの直感であるが。

「空飛べます？」

　響の問い掛かけにリネムは当然だ、と胸を張った。

「飛べなきゃライブで空から舞まい降りることができないでしょ」

「空から舞い降りるんですか……」

「ええ、コンセプトは空から舞い降りた唯ゆい一いつ神しんにして現あら人ひと神がみにして絶対神」

「どんだけ神なんですか」

　呆あきれた響の呟きを他所に、ふわりとリネムは空を舞った。

　三人はスライダーを伝って、巨大な山岳を模したオブジェクトの中へと踏ふみ入った。




「わ」「わ」「あら、まあ」

　三者三様の驚きよう愕がく。一人は降りしきる怒ど濤とうのような雨に、一人はその雨のもたらす意味を理解して、最後の一人は最奥に位置する巨大な霊れい力りよくを知覚して。

「……こういうとき、何て言うかわかる？」

「ビンゴ、ですかね」

「ご名答」

　三人は入口に立っている。ざぶざぶと滴したたり落ちる雨、雨、雨。それも色が明らかに普通の雨ではない。暗がりということもあるかもしれないが、滴り落ちてくる液体は、明らかに黒色だった。

「浴びるとどうなるんですかね、コレ？」

「記憶の雨というからには……何かしらの記憶なのでしょうけど……」

「……きおく」

　リネムの顔色は冴さえない、というか今にも泣き出しそうな顔をしていた。一歩後ずさり、弾はじかれた雫しずくが万が一にでもかかることのないように。

「わたくしが様子見してみますわ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ま、いざとなれば──わたくしにはコレがありますし」

　ぽん、と〈刻々帝ザフキエル〉を叩たたいた。何であれ、記憶によるダメージならば『時間を巻き戻す』ことで理論上は抑おさえきれる。

「それでは、行って参りますわ」

　微かすかに息を深く吸い込み、狂三はその一歩を跳とぶように踏み締しめた。土ど砂しや降ぶりの雨が、たちまち狂三の全身に浸しん透とうする。




　瞬しゆん間かん、狂三は嘆たん息そくして諦あきらめた。

　──これは、無理ですわね。

　狂三は進む、山中の暗くら闇やみも、土砂降りの雨も何も恐おそれることはないとばかりに、『月の声』へ向けて歩いて行く。

「……平気っぽい？」

　響の呟つぶやきに、狂三が顔を向けてニタリと笑う。

「どうでしょう」

　何となく挑ちよう発はつ的に聞こえたせいか、響は心の奥底をまさぐられたような不快感を抱いだいた。

「じゃあ、行ってみます。ダメだったら、狂三さんの天使で消してください」

　そう言って踏み込み、記憶の洗礼を受けた。狂三と顔を見合わせる──深刻な表情、深い悲しみ、憂うれい、リネムの方へと振り返る──憐れん憫びん。

「……リネムさんには、無理かもしれません」

　その憐憫の視線に、殊こと更さらムカついたリネムは止めようとした二人に構わず、踏み込んだ。

　たちまち降り注ぐ記憶あめが肌はだに髪かみに肉に神経に浸透し、脳を蹂じゆう躙りんする。




　　　　◇




　──よろしい、悪意の話をしよう。

　三人よれば姦かしましい、とは誰だれが言った言葉だったか。男であれ女であれ、その場にいない他人の悪口ほど盛り上がる話題はない。

　それがアイドルで、上り調子であれば尚なお更さらだ。

　熱ねつ狂きようは失望へ、失望は憎ぞう悪おへ。憎悪は濁だく流りゆうのようなものであり、そこに正当性が加わればいとも簡単に、人間は罵ののしり声を上げることになる。

　彼女そのひとが受けたものは、つまりはそういうものであり──。




「ああ、これだったのね」

　と、リネムは嘆息した。隣界編成コンパイルの際に出現した黒い角柱に触ふれ、アタシが体感した地じ獄ごく。

　──違う！　私はそんなこと、していない！

　いくら叫んでも、誰一人として納なつ得とくしていない、理解していない、いたとしても声を上げてくれない。

　叩き付けられる悪意しんでしまえばいいのに。

　反論しようのない暴論おまえはからだをうつたんだろ。

　違う、違う、違う、違う、違うそれはうそ、うそ、うそ、うそ！

　叫んでも、泣いても、喚わめいても、怒おこっても、全てに揚あげ足を取られ、からかわれ、嘲あざけりの対象となる。

　──おまえは体を売って、歌を歌っていた


そんなことはしていない──



　──おまえは陰かげでファンのことをバカにしていた


そんな、まさか──



　──おまえは煙草たばこを吸い、酒を飲み、夜ごと遊んでいた


私はアイドルです、そんなことはしちゃいけないのです──






　そうか。

　だったら。

　どうして。

　こんな言葉がのしかかってくる？




　おまえは歌を歌うために体を売り気持ち良くなるために体を売り酒を買うために体を売り汚きたなくなるために穢けがれるためにどん底に落ちるために体を売って愛を売って尊厳を売って人の心を売り飛ばして機械のようになって歌って歌ってファンをバカにして気持ち良く歌い続けた貴様の歌はどうしようもないほどに穢れているおまえの歌が優すぐれているのはおまえを支えるスタッフに体を売っていたからだくだらない、くだらない、くだらない！

「か……は」

　知っている。

　彼方の世界げんじつが楽じゃないことくらい、アタシリネムもよく知っている。ただ、それでも、これは、これだけは知らなかった、知りたくなかった。自分を中心として世界が回る、それでいて世界の人間全すべてが自分を嘲あざ笑わらっている感覚。

　炎えん上じようなんて用語スラングで纏まとめられるものじゃない。

　悪意の臨界点、心臓に焼けた杭くいを突つき刺さされたような気分。

　ステージに立っただけで全身に怖おぞ気けが走る。語ろうとしただけで吐はき気がする。口を開いただけで喉のどが潰つぶされるような痛みが襲おそい掛かる。

　そして、更さらなる嘲ちよう弄ろうがリネムに襲い掛かった。




　──なあ、ところで。おまえ程度のアイドルなんていくらでもいるのにどうしてそこまで歌おうとするんだ？




　先ほどの罵りが焼けた杭なら、こちらは動脈から少しずつ血を抜ぬかれているような気分。

　自分だけのファンになって欲しい、自分の歌しか聞いて欲しくない……そんな贅ぜい沢たくは言わない。でも、待って欲しい。その子はわたしより歌が下手で踊おどりも下手で笑いも下手で、何よりファンをバカにして嘲あざけっているのに。

　どうして。

　わたしより彼女を選ぶのか。

　まるで、わたしの歌などどうでもいいと。世界に何の影えい響きようも及およぼさず、人間の価値観を変えることも、否いな、〝ただ腹が減ったから手近なものを食べた〟と言わんばかりの態度。

　記き憶おくが混じる、自分が信じていたものを踏みにじられる。

　だからアタシは歌えなくなった。目の前で熱狂する彼女たちを信じられなくなった。だって、彼女たちが熱狂しているのは自分ではない。

　熱狂しなければ死ぬから熱狂している。

　それだけだ。たまたま自分がそこに居ただけで、誰だっていい。自分の死しに物もの狂ぐるいの努力など、誰も見てないし見たとしても無価値だとせせら笑うだろう。

　歌えない。

　何故なぜって、歌う意味よろこびがない。

　現実の世界で、それを思い知った彼女のように。

「あ……う……」

　記憶の雨に打たれ続けるということは、それだけ「彼女」の記憶に触れるということでもある。そう、この雨こそは第九の精せい霊れい──一度もこの隣りん界かいを訪おとずれることのなかったとある少女が生み出した、地獄の源泉。

　精霊となる切っ掛けであると同時、隣界に刻みつけた爪つめ痕あと。

　リネムは思う。

　こんなものを切り開かれて、見せられて、押しつけられて、歌える者などいない。

　進むことも戻もどることもできない。

　隕いん石せきのような悪意に、ただ人は押し潰されるだけなのだ。




「……や……だ……」

「──嫌いやといわれても。それなら、前に進みなさいな」




　拒きよ絶ぜつに応じる、閃せん光こうのような声。

「──────あ」

　そうだ。そう言えば、どうしてアタシは進もうと思ったのだろう。答えは簡単、前の二人があまりにも軽く、この雨を受けながら歩いて行ったからだ。

　だから、自分にもできると思った。

「どう、して」

　どうして、アンタたちはこの悪意の雨に打たれて、平然と佇たたずんでいられるのか。

　緋ひ衣ごろも響は言う。

「んー、第一〇領域マルクトの準精霊にとって、悪意なんて当たり前ですから。あと、わたしはですね、ちょっとした事情があってこの悪意に向かい続けてきたので」

　時とき崎さき狂三は告げる。

「……世界は残ざん酷こくですわ。人間は悪意の塊かたまりですわ。救いなんてどこにもありませんし、アイドルなんて上っ面つらだけしかみないファンの、消費されるべき娯ご楽らくに過ぎないのですわ」

　だが、そう言いつつ狂三は濡ぬれる人工の空に銃じゆうを向ける。

「ですが、それが何だというのです」

　引き金トリガーを引いた。

　意味のない弾丸バレツトは、意味もなく空に消えた。豪ごう雨うに混じってかつん、と微かな音がしたから、天てん井じようには届いたのだろう。

「歌は人が編み出した技わざであり、業ですの。そしてアイドルになったあなたには、歌う資格ではなく歌わなければならない呪のろいがかかったのですわ」

「……呪い……」

「そう、呪いですの。歌うと決めて、アイドルになると誓ちかった。ファンを一時でも喜ばせると誓った。忘れられても、罵られても、歌うことを止やめてはならないのですわ。そして今、ここにあなたのファンになろうとする愚おろか者が二人おります」

「……ファン……って……」

　目の前にいる二人──ずぶ濡れの緋衣響、そして時崎狂三。

「まだ気付きませんの？　あなた、前に進んでいますのよ」

「あれ？」

　リネムは慌あわてて背後を振ふり返った。自分は入口に踏ふみ入った時点で、失神したと思っていたが、いつのまにか半分以上も前に進んでいたらしい。

　呻うめきながら。

　泣きながら。

　血を吐くような悪意に耐たえながら、前へ前へと進んできた。

「前も申したかもしれませんけれど、わたくし、アイドルなどに興味はありませんわ。でも、見てみたい──と思いましたの。死ぬほどに辛つらいであろう記憶を浴びながら、それに耐えて耐えて前に進むあなたの、力強い歌を」

「……ばか……いってんじゃ……ないわよ……」

　前に進んでいる。

　一歩一歩、前に進んでいる。

　自分でも驚おどろくほどに、止まることだけはなかった。

　渦うず巻まく記憶の奔ほん流りゆうは今も輝俐キラリリネムの脳を攪かく拌はんし、苛さいなんでいるというのに。

　狂三の言葉を理解し、応じるだけの精神があった。

「ア……アタシ……の……うたは……おうどうの……あいどる……ぽっぷ……で……ちからづよい……とか、そーゆーようそは……ないんだから……」

「かっこよく、うたって、おどるって、キラキラしたすごいことなんだからあああ!!」

　手を伸のばす。

　手を伸ばされる。

「そう。だったらわたくしは」「なのであれば、わたしは」




　──輝俐リネムの、ファンになりましょう。




　摑つかんだ手を引っ張られ、リネムは二人がいた場所へと飛び込んだ。輝かがやく何かのせいで、そこだけは雨も降らず、薄うすぼんやりとした光に包まれている。

　スポットライトのようだ、とリネムはぼんやり思った。

「これ……まいく……？」

　床ゆかにはことん、と置かれたマイクが一つ。

「多分、これが望んでいたもの──『月の声』では？」

　そうなのか、そうであって欲しいとリネムは思う。でも、歌えるのだろうか。相変わらず、口を開いて歌おうとするだけで声が出なくなる。記憶の雨を浴びたせいで、喋しやべることすら怖こわくなった。

「これで本当に歌えるようになるのかはわかりませんけど。霊れい力りよくの塊なのは確かのようですね」

　響の言葉に狂三も頷うなずく。

「そうですわね、単純に取り込むだけでも凄すごそうです」

　隣界において霊力とは体力であり、気力であり、通貨であり、権力である。このマイクを破は壊かいすれば、単純な霊力として取り込むこともできるだろう。

「……本当に、アタシが貰もらっていいのね？」

「気が変わりそうですので、お早めに」

　狂三の言葉に、リネムはビクリと震ふるえた。彼女の言葉には、真実味があった。

　深呼吸。

　祈いのりながら、願いながら、その古びたマイクを手にした。




　──暗くら闇やみ。

　いや、違ちがう。ぼうとした光が瞬またたき輝いている。サイリウムの海を、ＴＶ越ごしに見ているらしい。

　少女は一つ、息を吐き出す。ひりひりとした緊きん張ちようがリネムにも伝わってくる。

（ああ、そうか。これは──）

　一いつ瞬しゆんであらゆることを理解した。彼女はかつて、リネムにあの記憶を見せた彼方の世界げんじつのアイドルだった。

　正しいと信じた道を行き、そのためにこっぴどく理り不ふ尽じんに打ちのめされた少女だ。

　だから少女は、こうして控ひかえ室でも恐きよう怖ふに震えている。

（……あれ、それおかしくない？）

　即そく座ざに違い和わ感かんに気付く。あの打ちのめされた少女が、どうして震えを押し殺しながら控え室で待っているのか。

　引退したなら話はわかる。引き籠こもっているなら話はわかる。歌えずとも、夢だったアイドルの身近にいたいというなら──少しだけなら、理解できなくもない。

　でも、彼女が身に纏まとっている衣い装しようは紛まぎれもなくアイドルのそれで。

　歌うことを怖がりながら、それでもこうして呼び出されるのを待っている。

（どうして？　アンタ、歌えないはずでしょう？）

　自分は記憶を体感しただけだ。実際に本人として味わった訳ではない。だから、かろうじて、本当にかろうじて言葉だけは発することができた。もし当人であったとすれば、言葉を発することも、人と触ふれ合うことも拒絶すると確信している。

　否、実際にそういう状態だったと彼女の記憶は伝えている。

　声も出せなかった。

　死ぬことを考えた。

　毎日は地じ獄ごくのようで、生きていくことが辛かった。




　自分以上の暗黒を抱かかえて、それでどうしてここに至ったのか。不思議と、その記憶だけは読み取れなかった。ともあれ何かがあった。

　何かがあって、再びステージに立とうとしている。

「──さん、本番でーす！」

　アシスタントの呼びかけに、少女は元気良く立ち上がった。

　震えは一瞬で消えて、アイドルとしての顔に切り替かわる。でも、記き憶おくを覗のぞいているリネムには見える。心の震えは消えていない。

　罵ののしられること、蔑さげすまれること、嗤わらわれることに心底からの怯おびえを抱いだいている。

　けれどその歩みは、ステージに向かって一瞬も立ち止まることがない。

（ねえ、どうして。どうして、アンタは、そんなことができるの？）

　歌えないはずだ。

　喋ることもできないはずだ。

　死んだっておかしくないはずだ。

　なのに。

　どうして、ステージに立っているのか。

　溢あふれんばかりのサイリウムの海、歓かん声せい、それにスポットライト。

　もしそこにいるのが、自分リネムならへたり込んで何もできない。

　なのに、彼女は歌い始めた。

　朗々と麗れい々れいと──凜りんとした表情で、愛らしい笑え顔がおで、時には泣き出しそうに瞳ひとみを潤うるませて。その佇まいは完かん璧ぺきであると同時に隙すきがあった。まるで、観客あなたにだけはその隙を見せているのですよ、と囁ささやくように。

　人に愛される、人を恋こいに落とす魔ま法ほうのよう。

　大切なのは、その魔法をこのアイドルが信じていること。歌と、愛を信じている。

　あれほどに醜みにくいものを見せつけられてなお、信じようとしている。

　記憶の表層から奥底へと、リネムは思わず手を伸ばす──そこにあるのは、言葉だった。

　心底からの言葉、命いのち懸がけで伝えられたもの。

（──そう、アンタは信じたのね）

　この少女を一いつ切さいの不信から掬すくい上げたものは、打算のない勇気と言葉。

　世界が敵に回ろうが、世界が己おのれを弾だん劾がいしようが、信じてくれる存在。

　だけど、決してそれだけではない。ふと気付けば、周囲の誰だれもが見守っていることに気付くだろう。

　世界には嫌いやなものと同じくらい、好きになれるものもいるんだよ、と。

　それは彼女が今日、この日を迎むかえるために走り回ったマネージャーだったり、少ない予算をやりくりして、精せい一いつ杯ぱいの衣装を誂あつらえたデザイナーだったり、走り回っているアシスタントだったり。

　そしてあるいは、自分と同じように頑がん張ばっているアイドルだったり。




　それで、ようやく、遅おそまきながら、輝俐リネムは気付く。

　自分が歌っていたとき、スポットライトを浴びせてくれたのは誰だったのか。

　自分のダンスを一いつ緒しよになって考えてくれたのは誰だったのか。

　自分の歌を与あたえてくれたのは誰だったのか。

　それは自分を信じた誰かであり、自分と共に夢を作ろうとした誰かだ。




　名も知らぬ少女は懸けん命めいに歌う。

　ともすれば不安で逃にげ出したくなる想おもいを堪こらえているのが、リネムにもよくわかる。

　それを押し留とどめているのは、彼女自身ではなく彼女が信じる誰か。

　薄うす汚ぎたない暗黒と失しつ墜ついを目にしながらなお、煌きらびやかな世界を歌うことを──彼女は誰より、正しいと信じている。

　否いな、信じろとリネムに伝えている気すらする。




　思い出すのは、二回目のステージ。オーディションライブで客を沸わかせたことで、自信はある。けれど、心のどこかで失敗するかもしれないという不安があった。

　良くあることなのだ、オーディションライブでは無我夢中で上手うまくいったはずのダンスが、歌が、実際に客の前で改めてやるとなると失敗する──。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、リネムさん」

　その少女はリネムの両手を握にぎり、しっかりと目線を合わせて告げた。

「貴女あなたは、絶対に大丈夫」

　理り屈くつもへったくれもない、朴ぼく訥とつとすらいえる励はげましの言葉。

（ああ、そうか）

　リネムにとって勇気は、いつだって自分の胸から生まれるものではなかった。いつだって怖くて、いつだって恐おそろしい。いつか自分の歌が飽あきられるんじゃないかと思うだけで、怖くて眠ねむれない。

　でも、いつだって誰かが勇気をくれた。

　自分以外の誰か、自分を支えてくれる誰かが「大丈夫」と一言言ってくれるだけで、どうにかなったのだ。

　なのに、その発ほつ端たんをいつも忘れていた。ステージで歌う自分が一番偉えらい、そして一番強いと勘かん違ちがいしていた。

　他人に勇気を貰っていたことを忘れていた臆おく病びよう者の、致ち命めい的てきな齟そ齬ごだった。

　……歌を歌えなくなった瞬しゆん間かん、パニックになった自分はその声を聞こうともしなかった。

　一番偉くなくなったから、一番弱くなったと思い込んだ。

　歌えなくなったのは、勇気を貰えなくなったからなのに。

「でも、じゃあ、一体、誰に貰えばいいの？」

　この少女のように、堂々と歌えるほどの勇気を。




「なんだ、そんなの簡単じゃないですかー」




　不意に、記憶の時間が停止する。歌も止まり、音も止まり、ファンが熱ねつ狂きようして振ふり上げた腕うでも止まった。

　振り返った記憶の中のアイドルが、リネムに囁く。

「勇気が欲ほしい、って目の前の二人に言えばいいんですよー。だって、あなたのファンなんですから」

「……そんなので、歌えるかな？」

「歌えますよー。たった一人しか応おう援えんする人がいなくても、その人を信じて私はちゃんと歌えました」

　アイドルは胸を手で押さえて、その思い出を懐なつかしんでいる。

「……そっか、歌えるんだ。アンタが言うなら、きっと間ま違ちがいないね」

　アイドルはへにゃり、とした顔で笑って言った。

「こっちの世界に来ません？　きっと、大だい歓かん迎げいしてくれますよ──本当の私が」

「あいにくと。アタシの歌にも、ついてきてくれそうな子がいるの。その子と一緒に行くならともかく、置いてはいけない」

「えぇー、残念ー。こんなに可愛かわいいのにー」

「アンタの歌も、ちゃんと聴きいてみたいけどね。今は、アタシが歌う方が大事だし……それはともかく、頭を撫なでるな耳に触れるなあごを摩さするな！」

　記憶の少女は気にしてない、というようにケラケラと笑ったかと思うと、ふっと真ま面じ目めな表情を浮うかべて告げた。

「名残なごり惜おしいけど、この記憶はここまでです。これは、私が今の私になったときの大切な、とても大切な思い出メモリーの一つ。これがある限り、私は……何度だって、歌えます。でも、あなたに通用するのはきっと一度きり」

「そうでしょうね。大丈夫、あとはアタシが何とかしてみる」

　リネムが手を差し出すと、アイドルがくすりと笑ってそれに応じた。

「ファン以外の方と握あく手しゆするのは、珍めずらしいかもですねー」

「そうね。……それから、一アイドルとして忠告するけど」

「はい？」

「美少女と握手する度たびに、眼光が獣けものみたいになるのはどうかと思うのよ」

「あらー、つい。性しよう分ぶんでして」

　てへ、という感じで後頭部を搔かく少女に反省の色はない。ま、いいかとリネムは笑う。

「ライブの邪じや魔まをして悪かったわね」

「いえいえとんでもない。可愛い女の子は、いつだって大歓迎ですから」

　不意に、風が吹ふいた。それでリネムは記憶の終わりを悟さとる。




　──それから、一つだけ忠告をしてあげましょー！　友達でも恋人の括くくりでも、まあカテゴリは何だっていいですけど、大切な人には大切だって言っておいた方がいいですよ。




　最後に、そんなトンデモない爆ばく弾だんを放ほうり投げて。

　抗こう議ぎする暇ひまもなく、リネムは記憶から放り出された。




　　　　◇




　瞼まぶたを開く。緋衣響は不安そうに、時崎狂三は特に関心もなさそうに輝俐リネムじぶんを眺ながめていた。

「どのくらい、ボケッとしてた？」

　その言葉に響が眉まゆ根ねを顰ひそめた。

「どのくらいも何も。マイクを握って五秒も経たってませんけど」

「ああ、そう。一いつ瞬しゆんだったんだ」

　刹せつ那なの狭はざ間まに、マイクを通して記憶を読み取った。膨ぼう大だいな霊れい力りよくで編み上げられた記憶は、恐らくは彼方の世界むこうがわの精せい霊れいの記憶。第九領域イエソドであることを考えると、第九の精霊のものだろう。
















　彼女も向こうでアイドルをやっているらしい。あるいは、彼女がアイドルだからこそ自分たちはアイドルであることに存在理由を見み出いだしているのか。

　リネムはそこで考えるのを止やめた。どうでもいい、今は自分がアイドルであることが何より重要なのだ。

「で、歌えそうですの？」

　狂三の問い掛かけに、ゆるゆるとリネムは首を横に振りつつ立ち上がった。

「そんな上手い話はなかったわね。まだ、歌えないと思う」

「……まだ？」

　リネムは胸を張る。

「結局、世の中そんなに甘くはないってことよ。これ、単なる隣界編成コンパイルの際に出てくる結けつ晶しようだし」

「あら、でも隣界編成コンパイルで出てくるものってあの黒い柱なのではありませんの？」

「極ごく稀まれにこんな変わった結晶が出現するらしい、と噂うわさには聞いたことがありますが、見るのは初めてですねえ」

「ま、いずれにせよこれはただの霊力の塊かたまり。彼方かなたの世界的に考えると、一いつ攫かく千せん金きんの財宝ってところね。空っぽのエンプティになったとしても、これを取り込めば霊力が枯こ渇かつしないまま生きていけるかも」

　さして興味がなさそうに、リネムはマイクを懐ふところに入れた。

「取り込まないんです？」

「今、下手に取り込んだら……本当に歌えなくなるかもしれない、ギリギリくらいが丁度いいのよ、アタシって」

　そう言ってリネムは不敵に笑う。

「ギリギリ、っていうことはやっぱり……」

　響が肩かたを落とす。良い子なのだろう、とリネムは思う。今いま更さらながら、他人を眺める余よ裕ゆうができた気がした。

「……一人じゃ、歌えないわ。でも、二人ともアタシのファンなんでしょう？」

　ファンがいる。歌を望んでくれる人がいる。

　そのことを忘れない。自分のために歌うことと、誰だれかのために歌うことはどちらも大事、比べようのない事こと柄がらだ。

「だから、勇気を頂ちよう戴だい。アンタたちの勇気を。きっと、歌ってみせるから」

「ま、わたくしには応援するしかできませんわよ？」

「……いえ、そんなことはないですよ狂三さん」

　唐とう突とつに響が声を上げた。

　不思議なことに、彼女の声こわ色いろには歓かん喜きの震ふるえが籠こもっていた。

「どうしましたの？」「どしたの？」

　二人が訝いぶかしげに声を上げる。だが響は聞いていないのか、ぶつぶつと呟つぶやき続ける。

「あと一人、あと一人……ラブリー、ケイオス、となればスタイリッシュだけど絆ばん王おう院いんさんは物理的に不可能。でも……いや待って、ジャンルじゃなくて色合い。青、ブルー、蒼あお、……蒼ツアン！」

　唐突に嫌いやな名前を聞いて、狂三が顔をしかめた。

「いきなりあの娘むすめの名前とか、不ふ愉ゆ快かいなのですけど」

「ああごめんなさいごめんなさい！　ともかく、プランＡが組み上がりました！　リネムさんに勇気を与あたえるための、画期的プラン！」

「何ソレ？」

「ともかく、中央区に戻もどりましょう。いつまでも、ここでぐだぐだしていても始まりません！　いやー、ビッグプロジェクトになりそうですよー！」

　浮き浮きする響に、狂三は少しだけ嫌な予感を抱いだく。ともあれ、また記き憶おくの雨を浴びながら戻る訳にもいかず、狂三が銃じゆう弾だんでストームマウンテンの天てん井じようを破は壊かいし、脱だつ出しゆつすることにした。




　──さて。

　その穴から顔を最初に出したのは狂三であり、それが彼女たちの運命を分けた。と言っても、生か死かの問題ではない。一人倒せたか一人も倒せなかったかの違ちがいだけだ。

　準精霊たちが手にしている無銘天使えものは、武器であったり防衛兵器であったりする。例えば、輝俐リネムが持っている無む銘めい天使〈天賦楽唱アマデウス〉は音の操作を行うものであり、人を殺傷するのに適したものではない──とはいえ、音の衝しよう撃げきで相手を昏こん倒とうさせるくらいのことは可能だろう。

　しかし、無銘天使を扱あつかうには技術よりも精神力の方が重要だ。『敵を殺す』という単純明快な理り屈くつを、肉体に納なつ得とくさせなければ武器は振るえない。そういう意味であれば、リネムに敵を倒すというのは不可能だろう。

　彼女にとって、無銘天使はあくまで歌を遠くまで響ひびかせるためのものなのだから。

　一方、時崎狂三として戦ってきた過去がある緋衣響は準精霊同士の殺し合いなど、手慣れたものだ。

　が、彼女の無銘天使は巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめ状をした〈王位簒奪キングキリング〉と呼ばれるもので、この状じよう況きように対応することが難しい。

　とはいえ、初撃を運良く回かい避ひできれば反撃は可能だったかもしれない。

　そして、時崎狂三。

　彼方の世界げんじつにおいて、史上最悪の精霊とも呼ばれた厄やく災さい。掛け値無し、桁けた外はずれの力を持つ、純じゆん粋すいたる精霊。

　……繰くり返しになるが、彼女たちは本当に運が悪かった。

　穴から顔を出した時崎狂三の頭の中で、形容するなら引き金トリガーを引いたときの音が鳴り響いた。出口に向けて浮ふ遊ゆうしつつ、響たちと他愛たわいのない雑談に興じていた狂三は、その殺意を知覚した瞬しゆん間かん、自分でもほぼ無意識といっていいレベルの滑なめらかさで、〈刻々帝ザフキエル〉の短たん銃じゆうを引き抜ぬいていた。

　引き金トリガーを引いたのは相手が早かったが、そんなことにまったく意味はない。

　殺意を感じ、相手の初撃が如何いかなるものかを判断し、そしてそれに対応する。

　以上の神かみ業わざを、時崎狂三は無意識にこなせる程度の戦せん闘とう経験は積んでいる。




　果たして。狙そ撃げき手の放った銃弾は、狂三の短銃の銃弾で相そう殺さいされた。




「二人ともそこに留とどまってくださいまし！」

　狂三はそう叫さけぶと、ふわりと穴の縁ふちを蹴けって宙に浮いた。

　目視──人数は四人。

　一人目、狙撃手。無銘天使ぶきはスナイパーライフル。自分の銃弾で容易たやすく相殺できたことから大した敵ではない。優先順位Ｃ。

　二人目、狙撃手。無銘天使ぶきはいわゆる投石器──スリング。ただし、投とう擲てきするのは石ではなく恐おそらく霊力の塊。スナイパーライフルより破壊力は高い。優先順位Ｂ。

　三人目、護衛者。無銘天使ぶきは大型のガトリングガン。弾だん幕まくでこちらを寄せ付けない。優先順位Ａ。

　四人目、謎なぞ。

　自分が飛び出した瞬間までは確かに存在したが、既すでに消えた。こちらが飛び出した瞬間に消えたのだ。自分の実力を理解し、姿を見せることを恐れた何者か──他ほかの三人が呆ほうけているのとは対照的。

　咳せき払ばらい。

　啞あ然ぜんとしている彼女たちに呼びかける。

　もちろん降こう伏ふくではない。まだ戦力差が圧あつ倒とう的である（と向こうは思っている）以上、そんな意味のないことはしない。

「今、立ち去った女は何者ですの？」

　答えの代わりに、冷れい徹てつ極きわまりない眼まな差ざしが狂三を射い貫ぬく──ぞわりと、背筋を喜き悦えつが駆かけ巡めぐる。

　なので、狂三はひとまず自分自身を撃うつことにした。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【一の弾アレフ】」

　再びの啞然。殺そうとした相手が自分の頭を撃ち抜いている。武器を構えた自分たちが馬ば鹿か馬鹿しくなるほどのどんでん返し。

　しかし自殺したはずの少女がキヒヒ、と三日月のような笑えみを浮うかべた瞬間、過あやまちに気付いた。

「身体強化……!!」

「このぉ！」

　ガトリングガンの一いつ斉せい掃そう射しや。霊力の弾だん丸がんがそれこそ豪ごう雨うのように襲おそい掛かる──回避かわす、回避さける、回避うつ、回避きえる。

「え？」

　ガトリングガンを撃っていた少女の視界から、〝彼女〟が消えた。どこに消えたのだ、と思考した直後、凄すさまじい衝撃が襲い掛かって意識は暗転した。

　どこに消えた、の後に考えたのは「訳がわからない」だったが……狙撃手の二人からすれば、それこそ彼女のやったことがわからない。

　──なんで、止まったの？

　答えは時崎狂三の弾丸。

「【七の弾ザイン】」

　当たった相手の時間を停止させる、問答無用の必殺手段。弾幕を張る役回りが倒れたことで、狙撃手の二人は共にその場を離り脱だつ。一人は遊園地の観覧車、今一人はジェットコースターへ。

「あらあらあら。銃撃戦ガン・フアイトが成立するなんて、準精せい霊れいとの戦いでは珍めずらしいですわね。せめてその前に、自己紹しよう介かいはいかがかしら？」

　沈ちん黙もく。

　無言。

　拒きよ絶ぜつ。

　その態度こそが、彼女たちを一級の掃そう除じ屋であると知らしめた。ただ標的を排はい除じよし、栄光は求めない。恐らく、第一〇領域マルクトあたりの出身だろう。響の話によると、あの領域を飛び出した準精霊たちは傭よう兵へい、ボディガード、そして殺し屋など、思いつく限りの戦闘に関かかわる生なり業わいに就ついているそうだ。

　スナイパーライフル持ちがぼそり、と何か呟いた。途と端たん、大おお振ぶりだったライフルが縮小し、やや短めの銃じゆう身しん──アサルトライフルへと変形した。

「……っ」

　舌打ちして狂三は上じよう昇しようする。案の定、先ほどまで単発だったライフルから無数の弾丸が雪崩なだれ込んだ。

　先ほどより威い力りよくは劣れつ化かし、数発当たったところで致ち命めい傷しようではない……が、撃ち続けられれば危険なことは間ま違ちがいない。

　そして、先ほどから警けい戒かいしている一石が遂ついに投じられた。

「だああああああああああああ！」

　咆ほう吼こうと共にスリング持ちから霊れい力りよくの塊かたまりが投擲された。本来有り得ない軌き道どうと速度、何とジグザグに動きながら、弾幕で止まったこちらへと襲い掛かかる。

　当然、狂三は自身に【一の弾アレフ】を撃ち込んで高速離脱。先ほどまで自分がいた場所──そのすぐ傍そばにあった建物が、隕いん石せきでも落とされたかのように吹ふき飛んだ。

「マトモに当たったら、頭が砕くだけますわねえ」

　ため息。

　一いつ瞬しゆん先の死など、今いま更さら恐おそれはしない。

　狂三は〈刻々帝ザフキエル〉の長銃も召しよう喚かん、両手に古式銃を握にぎり締しめる。

　空中戦ドツグフアイト開始。アサルトライフルは黙もく殺さつし、狂三はスリング持ちへと迫せまる。

　だが、彼女は冷静に距きよ離りを取りつつ再度の投擲。

　二度目の投擲を回避、しかし先ほどよりアサルトライフルの狙ねらいが正確になっている。

　飛ぶ先々を読み取るように、掃そう射しやされる霊力の弾丸。

　致命的ではないが、ギシギシと骨に軋きしむ痛みがある。そしてそれに気を取られると、即そく座ざにスリングが飛ぶ。

　互たがいが互いを補強し合う──まさにペアの理想型。

　アイコンタクトではない。恐らく相そう互ごに通信して、正確な座標を読み取っている。

「なら、その絆きずなを踏ふみにじって差し上げますわ」

　狂三は死の恐れを引き裂さくような、三日月の笑みを見せる。

「装そう塡てん──────【九の弾テツト】」




〝Ｂ！　三時方向、今度こそ決めて！〟

〝わかってる、Ａ！〟




　アサルトライフルを掃射する準精霊は、狂三の想像通り第一〇領域マルクト出身の、戦うことを最上の生存理由と知る者だ。

　余計なことは聞かず、雇やとわれた理由がどんなものであれ、任務を遂すい行こうする。

　傭兵、と彼方の世界げんじつでは呼ばれる職種らしい。何となく、その言葉は気に入っていた。

　先ほど儚失ロストしたガトリングガンの使い手とは、それなりに長い付き合いだった。……名前も聞いたことはなかったが、自分がＡ・スリングがＢ・ガトリングガンがＣで充じゆう分ぶんだった。Ｃが弾幕を張ってＢと自分が仕留める。

　Ｃが何らかの状況で弾幕を張れない状況であれば、自分がその役割を引き受ける。そして、Ｂが一いち撃げき必倒のスリングで仕留める。

　三人はそのチームワークを磨みがき上げることで、第九領域イエソドで悪名高い存在であると同時に重宝がられた。いくら第九領域イエソドが平和を歌っていても、力のある準精霊たちが集まれば何かの拍ひよう子しに怨うらみも湧わく、理り不ふ尽じんな怒いかりも溢あふれ出る。

　そういう怨みを削そぎ落とす、あるいは溝みぞに嵌はめ落とすことが彼女たちの仕事。

　霊結晶セフイラの欠片かけら五〇人分で雇われたときは、何の冗じよう談だんかと思った。通常、仕事は三から五人分程度。一〇人分ならば超ちようがつく大仕事。

　それをおずおずと差し出した少女は、標的を綺き麗れいに掃除して欲しいと告げた。それは必然、殺されたことすら第三者に気付かせないということ。

　第九領域イエソドでそれは困難だ、と渋しぶったが何のことはない。三人は街から外れて夢の揺籃クレイドルへと向かってくれたのだ。

　ならば、仕事は簡単だ。自分の無銘天使ぶきで狙い、仕留める。

　ただそれだけのはずだったのに、どうして。

「──ッ！」

　弾丸が掠かすった。多少痛いが、どうということはない。出で鱈たら目めに撃った一弾が当たっただけだ。その証しよう拠こに、追い打ちらしいものはまるでない。




〝二時方向に逃にげた、追って！〟




　いつものＢの声。慌あわてて標的を追いつつ二時方向に向けて掃射。追い込んでいる。相手が疲ひ弊へいして、よろめいているのがわかる。虎とらの子であるスリングだけはかろうじて躱かわしたが、次はできない、とＡは踏んだ。長年の経験で、その程度は把は握あくしている。




『六時方向、一斉掃射。トドメを刺さす』




　声が聞こえた。一瞬、何かがおかしかったと考えたが黙殺。迷わず六時方向へと掃射して──信じ難がたい光景を目にした。

「なんで？」

　Ａは茫ぼう然ぜんとして、Ｂも啞然とした。

　ＢのスリングがＡに投擲され、ＡのアサルトライフルはＢに直ちよく撃げきしていた。Ｂは即そく死しでこそないが、油断していたために何発もまともに受けていた。Ｂの霊装ドレスは、スリングに霊力を結集させるために、装そう甲こうとしては頼たよりない。それをフォローするのが、ＡとＣの仕事だったのに。

　Ｂが放ったスリングがどんどん迫ってくる。回かい避ひはできない。思考は高速でも、体がついてきてくれなかった。

　それにしても、場ば違ちがいにも綺麗だとＡはＢのスリングを見ながら思った。何だか、Ｂのことが不意に知りたくなった。

　知るべきだった、と後こう悔かいする。プロだから、などと構えてないで好きなものも嫌きらいなものも、喋しやべっておくべきだったのではないだろうか。

　ああ、せめて彼女の名前ぐらいは知




　　　　◇




「……わたくし、悪役みたいですわね」

　狂三はため息をつきつつ、Ｂの儚失ロストを確かく認にんした。雇われた兵士、殺されることなど覚かく悟ごしているだろうし、こちらを殺す気で来た以上、手加減などしようがない。

　とはいえ、【九の弾テツト】で未来の時間軸じくに二人の頭かしらに伝言を残し、自じ滅めつするよう仕向けるというのは、やはりこう、イメージが悪くはないだろうか、と狂三はもう一度深く深くため息をつく。

「終わりましたー？」

「終わりましたわ」

「ななな何だったの何で殺し合ってるの何で銃撃戦が始まったの何で殺しちゃったの」

　リネムがガクガクと震ふるえている。第一〇領域マルクトではしょっちゅうの殺し合いは、第九領域イエソドの準精霊には大変キツいらしい。鉄火場には先ほど見せた勇気とは、また別種の勇気が必要なのだ。

「よくあることですわー」

　のんびりとした声でそう言って、狂三は第九領域イエソド中央区を指差した。

「大方、あなたにこの情報を寄よ越こしたアイドルの仕し業わざでしょう」

「え、マウリが……そんな……」

　リネムはショックを受けて膝ひざから崩くずれ落ちる。

「マウリじゃなくてまゆかですね、念のため」

　響は冷静に指し摘てきした。

「そんな……あんな小市民に、こんな準精霊を雇う度胸があるなんて……せいぜい、トゥーシューズに画が鋲びようを入れるか剃刀かみそりレターを出すくらいだと思っていたのに……」

「いつの時代の話ですのソレ」

「というか、それやれるなら傭兵くらい雇えないんですか」

　狂三と響のツッコミに、リネムは首を傾かしげた。

「うーん、ともかくどうもアイツらしからぬ所業ではあるのよね」

「なら──」

　狂三は口を開きかけ、すぐに閉じた。

「なら、どうしたんですか？」

「何でもありません、中央区へ向かいましょう。もしかすると、また奇き襲しゆうを仕し掛かけられるかもしれませんわ。用心して、あの宿しゆく泊はく施し設せつは使わないようにしませんと」

「つまり、野宿ですね！」

「野宿ですわ」

「え、嫌いやよアタシ！　アタシは一日一回必ずシャワーを浴びるって決めてるふぎゅう！」

　響がスリーパーホールドでリネムを問答無用で眠ねむらせた。

「さ、モタモタせずに行きましょう。そして、中央区でわたしの画期的プランを発表させていただきます！」

「……あなた、たまに問答無用で手段を選びませんわよね」

「はい、狂三さんのおかげです！　さすくる！」

「さすくる？　なんですのそれ？」

「さすが時崎狂三さん、の略ですが」

　二度と略すな、と狂三は物理攻こう撃げきを加えて言い含ふくめた。




　帰き還かんの旅は順調だった。野宿を選んだため、霊晶爆薬ニトロドレスで宿泊所が吹き飛ばされ、リネムがハリウッド映画みたいね、と燃え盛さかる宿泊所に喜び勇んで近寄った直後、更さらなる爆ばく発はつが起きて全身打だ撲ぼくした程度だ。

「何をお考えになって生きていらっしゃるんですの、あなた？」

「何も考えてないんですか、何も考えず生きているんですかリネムさん」

「ごめんなさい死ぬほど反省してます……」

　響がリネムを背負い、狂三は用心深く〈刻々帝ザフキエル〉を構えて周囲を警けい戒かい。

　だが結局、襲しゆう撃げきらしい襲撃は起こらず、三人はようやく中央区、準精せい霊れいたちの姿が見える場所まで、戻もどってきたのであった。

「さ・て・と」

　響がニコニコ、屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべている。リネムと狂三は揃そろって首を傾げた。

「何がおかしいんですの？」

「そう言えばずっと何か企たくらんでる感出してたわよね、アンタ」

「ええ、まさに最高！　とっておきのアイデアがあるんですよお二人さん！」

　ひょいひょいと手をひらひらさせて、二人に顔を近付ける。

「よろしいですか。ここに恐おそらく第九領域イエソドでもトップランクのアイドルが二人います。リネムさんと狂三さんです」

「ん。まあ当然よね！」

「で、それがどうしましたの？」

「最初は、お二人でコンビを組めばいいのかなと思いましたが──」

「えぇ～、アタシ合わせるの苦手なんだけど」

「わたくしもですわ」

「まあまあ。そこでですね、もう一人増やします。コンビではなく、トリオ。つまり……ユニットです！」

「お、お待ちになって。この上にもう一人、ですの？」

「ええ、もう一人！　狂三さんもよくご存知のあの子ですよ！」

　響の言葉にピンときたらしい狂三は、心底からうんざりしたという表情を見せた。

「……アメリカ人なら、オーマイガッて叫さけぶとこ？」

「ですわね……」











○三人組ユニツト






　蒼ツアンはぼんやりしていた。時とき崎さき狂くる三みに勝利した、勝利したはいいがアイドルになってしまった。アイドルになった以上、ファンを喜ばせねばならなかった。

　という訳で彼女は今、ライブを終えて控ひかえ室で呆ほうけていた。定期的にライブを行い、ファンたちと霊れい力りよくを循じゆん環かんさせる。それが、この第九領域イエソドでの生存ルール。

　別段、何もかも放ほうり捨てて別領域に向かってもいいのだが、それでは逃げることになる。

　それに何より、あの狂三に勝った……とは、言い難い気がしてならなかったのだ。

　歌での勝負だから、ではなく──「策を弄ろうして勝った」のが、何だか無む性しように気に入らないのである。

　あと、霊装ドレスを絆ばん王おう院いん瑞みず葉はが支配下に置いていた一流デザイナーだったのも、何だか大きなハンデのような気がした。

　あのアイドル合戦は、要するに自分を有利にするためあらかじめ能力上昇バフをかけまくった後に、いきなり背後から襲おそい掛かかったようなもの。

　それも、「果たし合いをする」とすら告げずにだ。

　さすがにそれは、いくら何でも卑ひ怯きよう過ぎやしないかと思う。

「蒼さん。もう少しやる気を出していただけませんか、このままではＳランクで定着してしまいます。貴女あなたなら、ＳＳＳトリプルエス──絆王院様にすら届く素質があるのです」

　絆王院からつけられたマネージャーが、熱心にそう口説く。だが、蒼はふるふると首を横に振ふる。

「あまり、興味ないし」

「うう。やる気はあるのに素質はない、というアイドルに分けて頂きたいです、その素質を……」

　マネージャーは落らく胆たんしている。しかし、蒼は申し訳ないと思いつつも正直に胸中を吐と露ろするしかない。やる気だけは、どうしようもないのだから。

「それでは、会場の管理人に挨あい拶さつしてきますので。蒼さんはここで待っていてください」

　そう言ってマネージャーが立ち去ったため、蒼はちゅうちゅうとスポーツドリンクをストローで吸いながら大人しく待つことにした。

「──────」

　微かすかな銃じゆう声せいに蒼は瞬しゆん時じに身構え、自身の無む銘めい天使〈天星狼ライラプス〉を顕けん現げんさせた。ドアの向こう側に、誰だれかがいる。

「何者。私をＳランクアイドル、蒼と知っての狼ろう藉ぜきか」

　ハルバードをずい、とドアに突つきつける。すると向こう側から声がした。

「もちろん、知っておりますわ」

「……時崎狂三……!!」

「ドアを開いてもよろしいですの？　それから、武器を構えるのはよしてくださいまし。ドアを開けた途と端たんに飛びかかってくるのも禁止ですわ」

「何をしに来た？」

「これからのことについて、少しお話し合いをしたいと思いまして」

　訝いぶかしみながら、蒼が承知する。ゆっくりとドアが開く。

「はぁ、できれば会いたくなかったのですけれど……」

　やってきたのは、時崎狂三、緋ひ衣ごろも響ひびき、そしてもう一人、金きん髪ぱつの少女。

「久しぶり。どこかで私へのリベンジのため、トレーニングをしているものとばかり思っていたのだけど」

　蒼の言葉に狂三は露ろ骨こつに顔を顰ひそめた。

「そんなまだるっこしい方法は選びませんわ。わたくしは、最短ショートカットでこの領域を脱だつ出しゆつするつもりですの」

「ふーん」

　蒼は狂三から響に視線を移す。彼女は何故なぜかスーツ姿でうんうんやはり私は間ま違ちがってない、と呟つぶやいていた。そして最後に、蒼は残った少女を指差してぞんざいに尋たずねた。

「黄色いのはどちら様？　強い？」

「輝俐キラリリネム！　この領域のアイドルで、アタシの名前覚えてないとか有り得ないと思うんですけど！」

「知らない。それより時崎狂三、勝負？　勝負なの？　勝負だよね？　アイドルでも素す手で喧けん嘩かでもいいよ……なんでもいいよ……」

　おずおずうずうずと蒼がにじり寄ってくる。

「違いますわ」

　なので、最高の笑みで狂三は答えた。蒼ががっくりと肩かたを落とす。

「えー、唐とう突とつですが。わたしたちは蒼さんを連れ去りに来ました！」

「？」

　蒼はこてんと首を傾げる。

「ふーん、表情はバリエーション少ないけどリアクション面おも白しろいじゃないこの子。確かに有望株だけど……クルミはともかく、アタシについてこれるの？」

　リネムがフフン、と蒼を見下ろす。

　蒼は狂三に顔を向ける。「どゆこと？」と問い質ただすような瞳ひとみに、狂三は鬱うつ陶とうしそうに手を振った。

「詳くわしくは、響さんにお聞きになってくださいまし。正直、わたくしは気が進まないのですけれど」

「わからない。緋衣響、どーゆーこと？」

「つ・ま・り・ぃ」

　にんまりと、響ことひびＰは笑った。

「リネムさんが復活できて、狂三さんはこの領域から脱出できて、そして蒼さんは狂三さんに貸しを作れる、画期的なプロジェクトです」

「乗った」

　蒼は即そく答とうした。
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「失敗したの？」

「はい……思いの外、きら……輝俐？　さんが雇やとった方がお強かったようで」

「ふぅぅぅぅぅん……そう」

　まゆかは跪ひざまずいたルクの頰ほおを思い切りひっぱたいた。頰にじわりと赤みが差す。

　それどころか、叩たたき方が強すぎたせいで唇くちびるから血が滲にじみ出る。

　だが、ルクは些いささかも怯ひるみもしない。ただ平然とそれを受け入れる。むしろ、殴なぐった側であるまゆかの方が、少しやりすぎたかと後こう悔かいしていた。

　悪意はあるが、小心者。人を蹴け落おとすが、その度たびにほんの少しだけ後悔する。

　どこにでもいる精神性を、誰より自分自身が忌いみ嫌きらっている──。

　咳せき払ばらい。

「じゃあ、本当に歌えるようになったの？　それに、あの、『月の声』も……先せん輩ぱいのものになっちゃった訳」

「ああ、それはまだ取り込んでいないみたいです」

「は？　なんで？　あんな莫ばく大だいな霊力、ホイホイ持ち歩いてるの？」

「はい」

　ここに至り、まゆかは輝俐リネムを本格的にアホだと認にん識しきした。この隣りん界かいにおいて、霊力は暴力・権力・そして財力の要素を併あわせ持っている。

　霊結晶セフイラの欠片かけらのように、結けつ晶しよう化された霊力というのはまさに彼方かなたの世界における、宝石のようなもの。否いな、殺さなければ奪うばい取れない霊結晶セフイラの欠片とは異なり、取り込めばその時点で血肉となる『月の声』をなぜ放置しているのか。

　相変わらず、輝俐リネムの考えることはあまりに意味不明だった。

「もし、リネムをどうにかしてアレが手に入ったら──」

「より質の良い殺し屋を雇います。そして絆王院様を始末して、まゆか様がこの第九領域イエソドの支配者ドミニオンです」

　殺し、という物ぶつ騒そうな言葉にビクリとする。だが、支配者ドミニオンという言葉は、まゆかにとって、とても魅み力りよく的だった。

「……それは……魅力的ね」

「『月の声』さえ手に入れば、その膨ぼう大だいな霊力を取り込むことであとはどうとでもなります。交流のある領域に亡命しても、一生安楽に過ごせるでしょう」

「ふむ」

　桃もも園ぞのまゆかは考え込む。歌はそれなりに好きだが、一番になれないのは悔くやしい。

　で、あれば。他ほかの領域でアイドルになるのも決して悪い話ではない。他所よその領域に逃にげて元気にアイドルをやっている、という準精せい霊れいの噂うわさはたまに届く。

　どの領域の準精霊であれ自分の歌で魅み了りようできる確信はある。……無論、隣となりに怪かい物ぶつである絆王院瑞葉や輝俐リネムがいなければ、という前提がつくが。

　新天地を目指すのも、いいかもしれない。

「では、まず『月の声』を手に入れる。そして、機会を作ってそれを盗ぬすみ出す」

「そうね」

「そして、別領域……第一〇領域マルクトは〝人形遣いドールマスター〟のせいで前ぜん途と有望な準精霊が逃げ出しましたから、第八領域ホドで探してみます。幸い、あそこは戦乱の真っ最中ですから。きっと腕うでの良い殺し屋が見つかりますよ」

「……そうね」

「頂点に立ちましょう、まゆか様。貴女には、その資格がお有りです」

　その言葉に、まゆかはもう一度ルクを叩いた。

「わかってるわよ、そんなこと！　絆王院瑞葉なんていなければ、絶対にわたしは支配者ドミニオンになれる！　他のアイドルなんて、目じゃない！」

　頰を摩さすりながら、ルクは穏おだやかに笑って自身の無銘天使を召しよう喚かんした。

　死神が持つ大おお鎌かま──鋭するどい刃は、禍まが々まがしい意い匠しよう、刈かり取るのは草ではなく人の命だと主張しているような馬ば鹿かげた代しろ物もの。

　何より、派手な赤色の色しき彩さいがルクにはあまりに不ふ釣つり合いで、同時にだからこそ彼女の無む垢くな色が映はえていた。

「……相変わらず薄うす気き味み悪わるいわね、アンタの無銘天使」

「申し訳ございません」

「ま、いいわ。どうせ盗むときには混乱が欲ほしい。アンタの……ええと、何て言ったっけ、ソレ？」

「〈紅戮将バーミリオン〉、と申します」

　ルクは大鎌を愛いとおしむように、夢見る乙女おとめのように抱だき締しめた。

　まゆかはルクの過去を知らない。知る必要もないと思っている。空っぽ娘エンプテイになった娘むすめに霊れい力りよくを与あたえることで救出することは、この第九領域イエソドでも比ひ較かく的てき頻ひん繁ぱんに行われている。実際には体ていの良い奴ど隷れいともいえるため、眉まゆを顰める準精霊も多い。

　救っているのか、奴隷にしているのか、まゆかは奴隷にしている、と言っていい。

　彼女以外にも、何人も使い捨てている。ルクは最新の一人、だが無銘天使の破は壊かい力が下手な準精霊より優すぐれているし、意識も鮮せん明めいだ。

　そして何より、彼女は命を手放すことを惜おしまない。

　極きわめて便利な道具、それがまゆかの認識だ。

　……いや、道具というのであれば。桃園まゆかにとっては、世界の全すべてが作り物で道化で道具でしかないのかもしれない。

　現実感がない、ふわふわした夢物語のような世界。

　歌えば、生きていくことができる。一日単位の時間を計ることができても、自分が何週間、何ヶ月、あるいは何年ここにいるのかわからない。

　それはどうも、他の準精霊も同様なようだ。自分たちがいつから此こ処こにいるのか──どうして、何故ここで生きているのか。

　まゆかは、それを忘れていくのが怖こわい。

　いつまでも歌って、歌って、歌い続けて、最後に空っぽになるのが本当に恐おそろしい。

　なのに、他のアイドルたちはそんなこと気にも留めずに歌い続けて踊おどり続けている。

　まゆかはそれが本当に不思議でならない。

　儚失ロストなんて言葉で誤ご魔ま化かしているが、あれは死そのものではないか。

　銃じゆうで撃うたれて死ぬのも、儚失ロストで死ぬのも変わりないのに。




　求めるものは永遠の歓かん喜き、永遠の生。それが桃園まゆかの望みだった。
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「……って、消えた!?」

　まゆかの絶ぜつ叫きようが喫きつ茶さ店てんに響ひびく。ルクは変わらず平板な声ではい、と告げた。

「『月の声』を手に入れて以降の消息は不明です。同時期に、Ｓランクでデビューしたアイドルも一人、行方ゆくえ不明になっています」

「『月の声』でも歌声を取り戻もどせなくて、消えた……とか？」

「その可能性もあります。あるいは、逃げたのかも」

「別の領域に行ったってこと？」

「第一〇領域マルクトも、〝人形遣いドールマスター〟が消えて殺し合いは比ひ較かく的てき少なくなっているようですし、『月の声』があればエンプティに供給して[image: 囮]おとりにすることも可能でしょう。いえ、彼女はもうアイドルにすらならなくていいかもしれません」

「『月の声』を取り込むときに霊力の流れが観測されたりはしなかったの？」

「あまりに遠いと、反応を捕ほ捉そくするのも難しいので……。もちろん、まだ使用されていないという可能性も充じゆう分ぶんにあるかと」

「歌えないのを苦にして儚失ロストした……とか？」

「有り得ます」

　まゆかがため息をつき、ルクに紙を見せた。

「アンタが捜そう索さくしている間に、発表されたの」

「これは……」

「絆王院瑞葉の緊きん急きゆうワンマンライブ。予定されていたライブをブチ抜ぬいてまで、強引に押し通してやることになったみたい」

「彼女の狙ねらいは何でしょう……もしかすると、追つい悼とうでしょうか？」

「先輩の追悼……違ちがうか。むしろ、先輩を探して欲しいのかも。ライブを開いて、この領域中の準精霊に『輝俐リネムを探して欲しい』って伝えれば、誰だれかが見つけてくれるって期待してるのかもね」

　ルクが首を傾かしげる。

「……輝俐リネムに、それだけの価値が？」

「さあね。絆王院はそう思っているみたいだけど……」

「では、噂を流してみませんか？」

「噂？　噂って、どんな？」

　ルクがうっすらと笑って告げる。

「絆王院瑞葉のライブは、輝俐リネムの追悼のためであると噂を流すのです」

　まゆかは瞠どう目もくした。

「もし、この噂が届けば間ま違ちがいなく彼女は現れるでしょう。ただでさえ少なくなったファンに決定的な打だ撃げきを与えるようなものですから。まだアイドルでいたいなら、迷わず生存を宣言すべきです。逆に言うと、これでも出てこないなら──」

「アイドルを諦あきらめたか、この第九領域イエソドに見切りをつけたか……どちらかね」

　まゆかはしばし考え、ルクに噂を流すように伝えた。

「どちらにせよ、絆王院瑞葉は傷つくはず。……これで傷つかないなら、別の手探さなきゃなあ。まったく、瑞葉先せん輩ぱいが完かん璧ぺき過ぎるから悪いのよ。私が生き残るためには、足を引っ張るしかないじゃない」

　まゆかはやれやれ、と自分勝手なため息をついた。
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　絆王院瑞葉が強権を発動させることなど、滅めつ多たにない。ましてそれが、コンサート絡がらみであれば尚なお更さらだ。

　彼女は一いつ切さいを、自分のマネージャーに任せて自身は歌を歌うことだけに集中する、それがいつものスタイルだ。マネージャーは彼女が全力で歌えるよう、スケジュールの調整とコンディションの維い持じに努める。それで何もかも全てが上手うまく回っていた。

　瑞葉の歌声はいつでも全員の胸を切なく、それでいて澄すみ切った気分にさせる。その日一日で溜たまった疲つかれや毒のようなものを洗い流すような感覚。

　だからこそ、当事者である瑞葉の声にはマネージャーは細心を払はらっていた。疲れていないか、痛みがないか、嗄しわがれていないか……。

　瑞葉が「ライブを開きたい」と言い出したのは極めて珍めずらしい。最初、マネージャーは反対した。コンディションは間違いなく最悪だ。その上、ここ数日は各領域と彼女についての話し合いも重なっていたため、目に見えて疲ひ労ろうしていたからだ。

　だが、普ふ段だんは聞き分けの良い彼女が、今回ばかりは頑がんとして後に引かなかった。

　それどころか、懇こん願がんすらした。

「お願い。どうか、私を歌わせて──」

　……彼女がそこまで言うのならば、とマネージャーは先一週間分のスケジュールを全て屑くず籠かごに叩たたき込み、この領域を沸ふつ騰とうさせるであろうライブを開くために準備に奔ほん走そうすることになった。

　だが瑞葉の調子は良いとはいえず、スタッフは幾いく度どとなく延期を提言したが彼女は頑として聞き入れなかった。

　奇き妙みような焦しよう燥そうはスタッフを覆おおい、やがてそれは第九領域イエソド中に別の形の噂となって流れ始めた。

　──絆王院瑞葉は限界を感じて引退するつもりなのでは？

　──絆王院瑞葉はもう、歌えなくなりつつあるのでは？

　そんな噂うわさが流れ始め──というより、彼女たちまゆかとルクによってますます強調されていく。あるいは瑞葉のジャンルがラブリーかケイオスであれば、これほど悲ひ愴そうな噂にはならなかったかもしれない。

　しかし、彼女はスタイリッシュアイドルだ。完璧を望まれ、完璧に構成せねばならない。

　その彼女の完璧さが今、崩ほう壊かいしようとしていた。

「瑞葉様、聞いていらっしゃいます？」

　……目眩めまいと共に目を覚ます。目を開けたまま、夢を見ていたような感覚。目の前には、困こん惑わくしたようなマネージャーの顔。ミーティングの最中だったことを、瑞葉は思い出した。

「ごめんなさい、少し疲れたみたい」

　ゆるゆると、マネージャーは首を横に振ふった。

「いえ、無理もありません。少しお休みになってください。いつも通りのコンディションを取り戻すために必要でしょう」

　普段なら「平気よ」と言って、実際に平気なのだが今回ばかりは素す直なおに受け入れた。

　仮か眠みんを取るための部屋で、瑞葉は思う。どうして、自分はこんな世界にいるのだろう。

　自分が歌う理由なんて、もうないのに──。

　そんなことを思っていると、するりと彼女の髪かみから色味が消えていった。
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「さて、と皆みなさま準備は万ばん端たんでございますか？」

「無論」

「バッチリ！　もう何回も何回も話し合ってじゃんけんとギャンブルでようやく決まったけど、アタシが最初のセンターってことで！」

「最初、だけですわ」

「そうだそうだ。ちなみにその次は私だ、私」

「わたくしは後から、ゆったりと、お二人に託されたセンターを支配させていただきますわ。なので、センターを譲ゆずらないなどという我わが儘ままはおよしくださいまし」

「いや、それはむしろアンタたちにアタシが言うべきセリフよね？　二人とも何度か熱唱しすぎて、センターを譲らないで激げき突とつしたわよね？」

「スポットライトの輝かがやきが、少々癖くせになりまして……」

「……同じく……」

「三人ともいいですか？　ユニットに大事なのは協調と強調。他ほかの二人より目立とうと願いながら、交代をスムーズにやらないと一いつ瞬しゆんで全員のイメージが崩壊しますからね？　特に狂三さん！」

「はいはい、仰おつしやる通りですわ」

　ニヤリ、とスーツ姿の緋衣響が笑い、三人に向けて手を差し出した。その三人もまた不敵な笑えみを浮うかべ、その手に手を重ね合わせた。

　そして、声を揃そろえてこう唱和した。

「ライブジャック、開始スタート！」




　　　　◇




　絆王院瑞葉はステージの上に立っていた。潜もぐり込んだ桃園まゆかは楽しそうに彼女の姿を眺ながめている。瑞葉の髪の色は半分ほど抜け落ちており、それを見る観客たちは不安にざわついていた。

「結局、輝俐リネムは見つからなかったのね」

　桃園まゆかとルクはライブ会場の二階観覧席、左ひだり隅すみの目立たない場所で瑞葉を観察中だ。憔しよう悴すいしている、と噂には流れていたが……これほどとは！
















「はい……」

「ま、いいわ。見てみなさいよ、アレ。アンタと同じエンプティになりかかってる。こうなったら、輝俐リネムなんてどうでもいいわ！　ここから、あの女が転落する様を観覧しましょう」

「……支配者ドミニオンになる日も近いですね」

「絆王院さえいなければね。ああ、最初からリネムを殺しておけば良かった！」

「ですが、彼女は死んでいません。生きていることを知れば、絆王院瑞葉が復活する可能性も高いかと」

「そうね。でも、大だい丈じよう夫ぶ。この一曲の間だけリネムが死んだと思い込んでくれれば、それでいいわ」

「というと？」

　まゆかはふん、と何もかもを嘲ちよう弄ろうするような笑みを浮かべて告げた。

「この曲の後、私が歌うのよ。輝俐リネムの鎮ちん魂こんのために。そして、重責に耐たえられなくなった絆王院瑞葉の代わりに、私が支配者ドミニオンを引き継つごうって宣のたまう訳」

「……納なつ得とくするでしょうか？」

「するわよ。他の領域ならともかく、この第九領域イエソドで私以外に支配者ドミニオンになろうなんてアイドル、そうそう居ない。あいつら、歌っていればいいって思ってるもの」

「それはアイドルであるなら、当然では？」

「──違う、空っぽエンプテイ。それは、絶対的に違うの。歌っていればいい、っていうのと歌って生きていくっていうのとはまるで違う。後先考えてないのよ、アイドルって」

　舌打ち──滲にじみ出る苛いらつき、多分ルクにすら見せなかった憎ぞう悪おの表情。

「輝俐リネムも、絆王院瑞葉もそう。アイドルであることに誇ほこりを持ってる。……馬ば鹿か馬鹿しいったらないわ。その前に、私たちには大事なことがあるでしょ？」

「大事な……こと？」

「生き延びる。何が何でも、一秒でも長く苦痛なく生きる。こいつらはそこを取り違えてるの、だから私は支配者ドミニオンになったら、夢の揺籃クレイドルをブチ壊こわすわ。それで、アンタみたいなエンプティが消えるのを見せつける。第一〇領域マルクトみたいにね」

「殺さつ伐ばつとしますね」

「アンタは夢の揺籃クレイドルで眠ねむりたい口？」

「まさか。私が果てるとすれば、どこぞの荒こう野やでしょう。眠るのではなく、息絶える。ただそれだけです」

「……ふーん。なんか、初めてアンタが好きになったわ」

　くすくすとまゆかが笑う。愉ゆ快かいそうに笑う彼女に、ルクは首を傾かしげて尋たずねた。

「あのう……つまり私のこと、これまでお嫌きらいだったんですか？」

「言ってなかった？　私、生を諦めたアンタたちエンプティが死ぬほど嫌いなの。ただ、アンタは諦めたんじゃなくて、自分そのものを一つの道具みたいに考えてるでしょ？」

　本当に珍しいことに、ルクが目を見開いた。

「その、それは、まあ、確かに」

「さあ、曲が始まるわよ！」

　ゆっくりと、スローなＢＧＭが流れ出す。





　ああ、私の恋こいは霧きりにほどけて──






　歌い始めた瑞葉だが、普段の完かん璧ぺきさがまったくない。彼女自身、それは承知しているのだろう。観客は熱ねつ狂きようするよりは困惑し、その困惑は噂が真実であるという噓デマに変わっていく。

　それを瑞葉も感じ取っているのだろう。彼女の『色』が、見る見る内に抜ぬけていく。たとえ、支配者ドミニオンといえども、例外ではない。

　この隣りん界かいでは生きる意味を無くしたと思い込んだ瞬しゆん間かんに、速すみやかな死が訪おとずれていく。

「勝った♪」

　ニヤリ、とまゆかが笑う。

「────ッ」

　ぴくり、とルクが震ふるえる。まゆかがそれに気付いて眉まゆを顰ひそめる。

「どうしたの」

「いえ。……先ほどのプラン、練り直した方がいいかもしれません」

「何言って…………!?」

　まゆかは絶句する。

　あっという間の早はや業わざだった。飛び込んできた青と白・黄と白・赤と黒の閃せん光こう。

　同時に、歌っていた瑞葉が青と白の手でひょいと持ち上げられ、舞ぶ台たい袖そでに高速で移動させられ──。











○Sing A Song!






「──え？　あれ？」

　ぽかん、とした表情の瑞みず葉はを見るのは久方ぶりだなあ、とリネムは思う。

「ごめん、ちょっと先に歌わせて」

「え、あれ、でも、あの……」

　ばたばたと大おお慌あわてで瑞葉のマネージャーやスタッフたちが駆かけつけてくる。

「あなたたちは……一体どうやって!!」

　その鋭するどい声と共に、観客のざわめきも大きくなる。観客が敵に回る気分──あの時の少女も、こんな気分だったのだろう、とリネムは思って少し震えた。

「動どう揺ようしている？」

　淡たん々たんとした声が横から聞こえてくる。青色──スタイリッシュ、瑞葉に負けず劣おとらずのクールさは、その戦せん闘とう能力故ゆえだろう。蒼ツアンの正体が第九領域イエソドですら悪名高いビスケットスマッシャーと聞いたときは、悲鳴を上げた。

「ふん、そっちこそ気をつけてよね。何回やっても、ダンスが微び妙みようにズレるんだから」

「あれはあなたがだらしないだけ、私と時とき崎さき狂くる三みは完璧に合がつ致ちしていた」

「二人が揃ってズレてんのよ」

「困りますわね、そういう時は民主主義を採さい択たくすべきですわ」

　黒と赤の権ごん化げが笑う。もう片方にいるのは時崎狂三。

　彼女が準精せい霊れいではなく、精霊だと打ち明けられた時には蒼のときより悲鳴を上げた。信じられないが、噓うそを言っている訳ではないということもわかってしまった。

　舞台袖ではパニックに陥おちいったマネージャーが乱入するべきかどうか、決めかねている。絆ばん王おう院いん瑞葉が指示を出さない限り、ステージには立てない。

　だがそれでも、あと一〇秒以内に態度を決めるだろう。ステージに警備員たちが雪崩なだれ込み、マネージャーがライブ中止か、さもなくばしばらくの猶ゆう予よ時間を貰もらうとアナウンスして、自分たちは摘つまみ出される。

　……自分たちが、ただのアイドルであれば、だが。

　さあ、後は自分が声を出すだけ。

　歌うだけ、歌うだけだ。

　過去最大の重圧が襲おそい掛かかってくる──隣界編成コンパイルに巻き込まれた際の記き憶おくが、しぶとくしつこく輝俐キラリリネムを苛さいなむ。

　馬鹿馬鹿しい、とかくだらない、とか意味がない、とか。

　悪意とか、嫉しつ妬ととか、嘲弄とか。

　吐はきたくなりそうなほどに忌いま々いましいくせに、どうしようもない実在感を以もつて魂たましいを押し潰つぶそうとする。

　……今までなら、ここで声が出なくなった。

　今までなら、だ。

　隣となりを見る──きょとんとした表情、いついかなる時もまるで変わらない戦闘機械、の癖してダンスは完璧で普ふ段だんは若じやつ干かんポンコツなスタイリッシュアイドル。

　隣を見る──ニヤリと笑う様は、チェシャ猫ねこのよう。混こん沌とんと災さい厄やくを撒まき散らす、時計仕じ掛かけの人形のような美び貌ぼうを持つケイオスアイドル。

　自分──ルックス完璧、ボーカル完璧、ダンス完璧。ちょっとヘタレているけど、それも今、立ち直ろうとしている。悪意も憎悪も嫌いやだ、泣きたくなるくらい怖こわいけど、あのマイクを握にぎった瞬間に見た光景は、決して夢ではない。

　あの少女は、あの絶望に墜おちたはずの少女は、立ち直ったのだ。

　ならば立て、口を開け、声を出せ。

　出せる、出す、出したい。

　深呼吸。

　観客の不信とざわめきは最高潮、瑞葉のマネージャーが飛び込もうと決断した瞬間。

　その声がライブ会場に轟とどろいた。




「アタシの歌を聴きいてえええええええええええええええええええええ!!」




　その叫さけびは、不信のざわめきを圧あつ倒とうするオーラに満ちていた。

　気け圧おされた誰だれもが一いつ瞬しゆん、呼吸を止めた。それはマネージャーも同様で、痺しびれたように動けなくなった。

　ただ一人、舞台袖で動く準精霊がいる。

「ミュージック……スタート」

　にへへ、と笑いながらこっそり組み替かえたプログラムを起動させる。華はなやかなギターの音と共に、最初の一声。





　夢と現うつつの狭はざ間まに漂ただようアタシとあなた

　沈しずんでいくの？　空を飛ぶの？

　空を飛べば傷ついて

　海に沈めば静かになれる






「輝俐リネムが……歌ってる……」

　桃もも園ぞのまゆかは凝ぎよう固こしたように動けない。ルクは指示がない限り、動くつもりはない。

　だが、それにしてもとルクは思う。

　歌っているのが輝俐リネムだけならば、観衆も驚おどろくだけで済んだだろうし、絆王院瑞葉のマネージャーも対応できたはずだ。

　なのに凝固しているのは、新しい偶ぐう像ぞうの誕生を目もく撃げきしているからに他ほかならない。

　三人組ユニツト──それもジャンルを揃そろえるのではなく、バラバラ。

　ラブリー──輝俐リネム。輝かがやかんばかりの金きん髪ぱつを靡なびかせて、全ぜん盛せい期きを思わせる力強いボーカルを叩たたき付けている。ルクはどんよりと濁にごった瞳ひとみで世界を見る彼女しか見たことがなかったので、いささか衝しよう撃げき的であった。

　スタイリッシュ──蒼。ビスケットスマッシャーとも呼こ称しようされる都市伝説級の準精霊。第九領域イエソドになど、絶対に縁えんが無いと思っていた彼女は、青を基調にした美しい霊装ドレスで踊おどっている。踊る、というよりは戦闘を思わせるダイナミックな動き方だった。

　踊りはまったく統一されていない、普ふ通つうそういうダンスは気持ちが悪いものだ。統一感、統率が取れていない動きは、ただそれだけで人を不愉快にさせる。

　ただし──その中に美を見み出いだす場合は、例外だ。

　ケイオス──時崎狂三。精霊の少女。恐おそらく、この第九領域イエソドで最強を謳うたわれる一人。中央にいるのはリネムだが、この三人組を統率している指揮者コンダクターは彼女だ。





　傷ついてもいい

　愛されなくてもいい

　大切なのはワタシの心

　飛ぶと決めたワタシたちの歌！






　既すでに持ち込まれたサイリウムが振ふられ始めていた。通常、瑞葉のライブで振られるサイリウムは寒色、特に青に統一されている。

　だが、今回ばかりはとその場に集つどった準精霊たちはサイリウムを好きな色に輝かせ始めた。赤、黄、青──。

　固まることも集まることもなく、心の赴おもむくままに彼女たちはサイリウムを振り回す。

　混沌が支配している。だが、混沌は混沌ゆえに誰にも気付かれない。




「……」

　瑞葉のマネージャーは動こうとした。このままではマズい。あまりにもマズい。

　この感動はあまりに危険だ。この曲が終わった瞬間、準精霊たちの信しん奉ぽうはこの三人に向くだろう。つまり、絆王院瑞葉は支配者ドミニオンではなくなるのだ。

　それは何としても、防がなければならない。

　だが動かない。動けない。それどころか鼓こ動どうは弾はずみ、心は震えている。

　沸わき立つような感情──瑞葉のそれとは、また別物。全身全ぜん霊れいで叫びたくなるような、爆ばく発はつ的な何か。

「いいの」

　瑞葉の透すき通るような声。マネージャーは舞台を見て、瑞葉を見て、そして肩かたを落とした。彼女の伝えたいことが、わかったのだ。

「もう、いいの」

　瑞葉は静かに、そう告げる。




　三者三様三色の、四分二三秒の歌が終わった。

　曲が停止、静せい寂じやく──がくり、と限界が訪おとずれてリネムは膝ひざを突つきかけた。ちなみに狂三も微笑ほほえんでいるが、膝も笑いかけている。

「う、う、歌いきったわアタシ……」

「歌いきりましたわ……」

「おつかれおつかれ。私は全然平気だが、二人とも体力がないのではないだろうか」

　薄うすい胸を張る蒼に、リネムと狂三は冷たい目線を送る。

「わたくしがあなたのあまりに拙つたないダンスをフォローするのに、どれだけ苦労したとお思いですの？」

「何回も言うけど、アンタのダンスはコンマ単位で間ま違ちがってるからね？」

「どうでもいい。それより──」

　きょろきょろと蒼が周囲を見回す。

「反応がない。もしや、失敗？」

　その言葉に、リネムが胸を押さえる。不安が押し寄せ、心が決けつ壊かい寸前になった瞬しゆん間かん、ぽんと軽く肩を叩かれた。

「大成功ですわ。──見てくださいまし」

　狂三の言葉に、リネムは観客席に目を向ける。

「あ……」

　観客は言葉を失っていただけだ。踊りも、歌も、何もかもが完かん璧ぺきだった。

　そして、短い夢から覚めたことに気付くと……彼女たちは精せい一いつ杯ぱいのお礼を三人に差し出した。

　絶ぜつ叫きようと、嗚お咽えつと、拍はく手しゆだった。

「あ……ありがとう！　ありがとう！　あり……ありがっ……う、うあああああああああああああああああああああああん!!」

　リネムもそれに応じて手を振ったが、最も早はや言葉にならずに泣きじゃくった。ステージに蹲うずくまり、ただただ泣いた。

　戻もどってこれた。

　このステージに戻ってこれた。

　そして、歌えた。思い切り歌えた。思い切り踊れた。あの嫌なことが吹ふっ飛ぶような、陶とう酔すい感かんだった。

　やめられない。

　こんな楽しいこと、こんな刺し激げき、忘れられるはずがない。

　この感覚を思い出したなら、あんな幻げん覚かくには惑まどわされない。

「アタシ、うたえる……うたえるんだっ、ちゃんと、ちゃんとうたえるっ……！」

　だから泣いた、その声に彼女を知る準精せい霊れいたちも泣いた。忘れていた準精霊たちも、思い出して泣いた。彼女を知らぬ、新しい準精霊たちも何があったかを理解して泣いた。




　ちなみにその間、狂三は優ゆう雅がな仕草で手を振り、蒼は胸を張ってピースサインしていた。




　カツン、というハイヒールの音。

　その奇き妙みような迫はく力りよくがある音に、泣いていたリネムもようやく顔を上げた。

「……」

　沈ちん黙もくの絆王院瑞葉が、立っていた。

「な、何よ」

　負けじとリネムも立ち上がる。唇くちびるを尖とがらせる。ちょっと不安になって仲間二人の姿を探す──既に逃とう亡ぼう済ずみ。にゃろう。

「ああ、ええと。ライブ邪じや魔まして悪かったわね」

「構いません」

「そ、そう。だったらええと……あ、うん。支配者ドミニオンとかになる気はないから。面めん倒どうだし、アンタがこのままやって」

「構いません」

　構いますわよー、と舞ぶ台たい袖そでに引っ込んだ狂三が猛もうし抗こう議ぎしているがリネムはまあまあと手で彼女を宥なだめる。

「その代わり、条件があって……」

「構わない、構わない、何でも構わない！」

　そうして、瑞葉は一気に走るとリネムを強く抱だき締しめた。




　絆王院瑞葉は第八霊れい属ぞくであり、音を操あやつる能力は持っていない……にもかかわらず、彼女は天てん賦ぷといってもいいアイドルとしての才能があったのだ。風の力で歌声を遠くに響ひびかせ、数多あまたの準精霊を魅み了りようした。

　しかし、その切っ掛かけはそもそも何だったのかというと。

　輝くばかりの、ある少女の歌だった。

　第九領域イエソドを支配する少女、輝俐リネム。自由を愛し、我わが儘ままさすらも愛され、傍そばにいるだけで誰だれもが心弾んだ少女。

　彼女はある日、突とつ然ぜん歌えなくなった。理由は明確だ、ライブ会場に突然出現した黒い角柱──隣界編成コンパイルと呼ばれる現象。

　彼女はその黒い柱に触ふれてしまい、そして歌を奪うばわれた。

　その有様を、泣きじゃくる彼女を、瑞葉は目の前で見ていた。

　あの歌声を覚えている準精霊は、どのくらいいるだろう──と瑞葉は憂うれう。あれほど素す晴ばらしかった歌ですら、この領域では過去のものになってしまう。

　自分が支配者ドミニオンになったのは、いざというとき輝俐リネムの復活を全面的にバックアップするためだ。権力があれば、即そく座ざに彼女の再デビューを行うことができるだろう。

　そのための準備を、瑞葉は常に整えていた。

　けれど、輝俐リネムはまったく歌おうとしなかった。アイドルとしての活動を一いつ切さい行わなくなり、ファンパワーも次し第だいに消えていった。

　そして自分のファンが増えていった。まるで輝俐リネムがいなくなったから、次は代わりにおまえが歌ってくれと言われているような感覚。

　それでも、一いち縷るの望みを懸かけて歌う。

　輝俐リネムという少女を覚えていて欲しいと、心の底から歌い上げる。だから、彼女が考える歌詞に出てくるキャラクターは、ほぼ全すべて輝俐リネムがモデルだった。

　そのため、スタイリッシュという立ち位置ポジシヨンなのに歌詞が妙みように躍やく動どう的になっていたのが瑞葉の難点だったが、それを持ち前の歌声で強引に覆くつがえした。

　いつか戻ってくると信じて、孤こ高こうだって耐たえ続けた。

　けれど、輝俐リネムは少し前に姿を消した。

　歌えないのだから、消えてしまうのも当たり前。そんな第九領域イエソドの常識に、初めて反はん駁ばくしたくなった。

　だから、呼びかけるためにライブをしようと、支配者ドミニオンとしての強権を発動させた。コンディションは最悪で、喉のどの調子も良くないが、それでも彼女のことを歌わずにはいられなかった。

　そして可能であれば、皆みなに探して欲しいと伝えるつもりだった──自分などより、よっぽど素敵なアイドルが燻くすぶっていて、応おう援えんしてあげれば必ず声を取り戻してくれるのだ、と。

　だが、それより早く別の噂うわさが準精霊たちに広まった。

　輝俐リネムは、空っぽエンプテイになって消えたのだ、と。

　彼女は伝説の『月の声』を求めて、第九領域イエソドを旅して回った。

　だけど、そんなもの都合良く見つかるはずもなく──彼女は虚うつろな器うつわとなって夢の揺籃クレイドルに向かった。

　そして、消しよう滅めつしたのだと。

　売れなくなったアイドルの、定番ともいえる儚失ロストコース。それを否定することは、瑞葉にもできなかった。

　何しろ、歌えないのだから。

　歌えなかった、はずなのに。

　自分のせいで、自分が歌を奪ったせいで。




「……瑞葉？」

「良かった……良かった、先せん輩ぱい。本当に、良かった……！　あや、謝ろうって、思ってたんです！　ずっと思ってたけど！　思ってたのに！」

　ぐずぐずと泣きじゃくる瑞葉に、その場にいた誰もが衝しよう撃げきを受けた。

「……あの方、涙るい腺せんありましたのね」

　失礼にも程ほどがある狂三の呟つぶやきにも、反論できないほどに完璧だったアイドルが、少女のように泣きじゃくっていた。

「ん？　んん？　謝る？　何が？　アタシ、別にアンタに何も────」

「格好良く、歌って、踊おどるってキラキラして凄すごいこと！」

「それ、アタシのモットー？　…………あ！」

　ぽん、と手を叩たたく。

　輝俐リネムは、ようやく件くだんの出来事を思い出した。




　オーディション会場に顔を出したのは、本当に気き紛まぐれだ。気紛れだが、原石を見つけたので話しかけてみた。

　顔を赤らめ、緊きん張ちようしきっている少女たちが自分を見て更さらに緊張する。

　自分もデビューのときは緊張した、と適当なことを言いつつリネムは一人一人に声を掛けて、緊張を解きほぐす。

　そして最後に原石へ話しかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい。いえ。あの。はい。いえ……」

「落ち着きなさいって、スタイリッシュなら完璧を目指さないと。アンタの格好良いところを、ファンは見たいんだから」

「私……第九霊れい属ぞくじゃないんです」

「あら、珍めずらしいわね」
















　アイドルを目指す準精霊は、そのほとんどが第九霊属だ。他ほかの霊属では無む銘めい天使や霊装ドレスの能力にズレが生じ、要するに自分の力だけでアイドルにならなければいけない、ということになる。

　加えて、第九霊属の準精霊たちはアイドルに必要な声量などの伸のびが良い。まるで、あなたたちは愛されるアイドルになるために生まれたのですと、隣りん界かいには存在しない精霊に宣言されているようでもある。

　だから、彼女には生まれついてのハンデがある。

「はい。でも、その、ええと……貴女あなたみたいになりたくて。全然違ちがいますけど、髪かみの色とか、スタイルとか、全然違うんですけど……なりたい、って思って。間違っているかもって、思うんですけど……」

「馬ば鹿かねえ、間違いのはずないじゃない。ジャンルはどうあれ、アタシに憧あこがれてここまで来たってことは、アイドルとしての素質があるってことよ！」

「ある……のでしょうか、私、なんかに」

「素質を活いかすかどうかは、アンタ次第よ！　さ、緊張なんてしてる暇ひまある？　格好良く、歌って、踊るってキラキラした凄いことがアンタを待ってるのに！」

「は……はい！」

　ぺこりと頭を下げて、少女は走ってステージへと向かっていく。

　思っていた通り、少女は生まれついてのオーラがあった。人の目を奪う、絶対的に必要な才能が。

　課題曲が流れ出す。歌い出しは上手うまくいった。思った通り、伸びがあって透すき通る声。

　将来のライバル、あるいは長い付き合いになることを確信したリネムだが、ふと彼女の足あし下もとが揺ゆらいだのを見て取った。

　大地が震ふるえて、さすがの彼女も歌を止やめてしまう。

　嫌いやな予感──的中すると同時、無我夢中で走り出していた。

　歌っていた少女は知らないだろう。恐おそらく、最近生まれたばかりだ。隣界編成コンパイルで生じる黒い角柱は周囲にいる準精せい霊れいを引き寄せる。

　そして、触れてしまえば彼方の世界げんじつにいる精霊の記き憶おくを見ることになる。

　他の領域では精霊の記憶に触れて、恋こいに落ちるときもあるという。だが、この領域では違う。この領域で垣かい間ま見みる精霊の記憶とは──。

「そこ、どいて！」

　ぽかんとする少女を突つき飛ばす……全身に悪お寒かん。

　精霊の記憶に犯おかされていくリネムが最後に見たのは、ただただ茫ぼう然ぜんと何が起きたのかわからない、というような彼女の表情だった。




　　　　◇




「……思い出した、思い出したわ。アタシ、アンタに会ってたのね」

　泣きじゃくる瑞葉が、こくりと頷うなずく。

「あのときは、何もわからなくて……あなたがしてくれたことが、どれほど凄いことなのか、全然わからなくて、お礼も言えなくて……！」

「いいのよ。っていうか、アタシが覚えてなかったんだからお礼言われたってどうしようもないわよ」

「でも、でも……!!　私は苦しんでいるあなたに、何もできなかった！」

「あー、それアレでしょ。言いにくかったんでしょ、ぶっちゃけ」

　両者の立場というものがある。更に言うなら、時間の経過があった。瑞葉にとっては、憧れの対象だった存在が、何故なぜか支配者ドミニオンであることを辞やめてしまい、何故か自分が選出され、更に訳もわからない内に祭り上げられ、気付けば身動き一つ取れなくなっていた。

　後になればなるほど、言い出しにくい。

　それでもリネムが立ち直っていれば、告白はできただろう。

　けれど、立ち直ることはなかった──つい先ほどまでは。

　リネムは瑞葉の涙なみだを拭ぬぐい、笑った。

「いいの、アタシは歌えるようになった。ただ漫まん然ぜんと歌っていた頃ころには戻もどりたくないって思えるほど、貴重な経験もできた。面おも白しろいユニットも組めた。人生にトラブルは付きものだし、それを乗り越こえられたなら言うことなし。あ、それからアンタが支配者ドミニオン続けていいわよ。アタシ、どうせ旅に出るつもりだったから」

「え……？」

　瑞葉は世界の終わりみたいな表情を浮うかべた。

「ん、なんかおかしなこと言った？　色んな領域の色んな子にアタシはアタシの歌を聴きいてみて欲しいって思ってるんだけど」

　前から思っていた、訳ではない。切っ掛かけとなったのは『月の声』を体感した後。もし、再び歌えるようになったなら、第九領域イエソド以外にも歌を広げたいと思ったのだ。

　だがしかし。

「で……でも、歌を認められない領域だってあるのでは？」

　瑞葉の言う通り。別に歌を聴いたところで平和が訪おとずれる訳でもないし、そもそも価値観が異なる存在に歌を聴かせたところで感動するという確信はない。

「んー、いや。なんか、吹ふっ切れた感じなのよね。アンタとか、そこの二人クルミとツアンとか、名前もわからないけど、アタシの歌を聴いてくれてファンになった子は、この領域に確実にいるでしょ？　それでいいのよ、もう。アタシがそう知っていることが重要なの。かつて、でもいい。昔、でもいい。応援してくれていた、アタシの歌に何かしら共感するものがあった。それが大事なの」

　だから、何処どこに旅立ったとしても歌えるのだとリネムは言って、大切な彼女に対して大切なことを告白する。

「アンタもいつか、この第九領域イエソドを旅立とうと思う日が来るかもしれない。でも、その時は恐れないでいい。だって、アタシが先に旅してるから。その内、どっかの領域で合流するかも。そうしたら、二人組コンビやってみましょ。アタシにとって、アンタは大切な……大切なファンで、アイドルで、後こう輩はいなんだから」

　瑞葉はリネムの屈くつ託たくのない笑え顔がおを見て、泣きながら微笑ほほえんだ。

　止められない。

　彼女が旅立つことを止められない、何よりその旅立ちを嬉うれしいと感じている。歌を失って彷ほう徨こうするのではなく、歌を得て巡めぐり歩くのだ。

　この第九領域イエソドから飛び出して、好き勝手に彷徨さまよい歩く。

　それは、素す晴ばらしいことのように瑞葉は思えた。

　ああ、でも──。

　瑞葉はちらりと、マネージャーたちを見る。自分を慕したって集まってくれた皆を見る。

　今はまだ、彼女たちを置いていくことはできない。したくない。アイドルであると同時に、支配者ドミニオンなのだから。

　だから、瑞葉は涙を流しながら答えた。

「はい、何時いつの日か」

　そんな日が来ると夢見て。瑞葉は／リネムは、歌い続ける。




「──ならば、『月の声』は不要ですよね？」




　透き通るような声がライブ会場に響ひびき渡わたると、その場の空気がギシリと歪ゆがみ、固体のように螺ね旋じり曲がった。

「うばえ」

　斬ざん撃げき。

　数すう瞬しゆん遅おくれて、輝俐リネムが斬きられたのだとその場の全員が理解した。

「いやああああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶ぜつ叫きようする瑞葉、両りよう膝ひざを突くリネム。

　そして、その手に『月の声』を握にぎり締しめた空っぽエンプテイの少女。











○ルク






「先せん輩ぱい！　先輩、先輩！」

　瑞みず葉はが泣きじゃくりながら、斬られたリネムに呼びかけ──。

「え、あれ？　あれ？　どして？　アタシ、今、斬られたよね？」

　リネムは普ふ通つうに応答した。

「せんぱ……え？」

　ぽかんとした瑞葉、啞あ然ぜんとするリネム、そして一いつ瞬しゆんでステージへと移動して、銃じゆうを突きつける時とき崎さき狂くる三み。

　先ほどまでの感動も、情熱も、夢も、全すべてを踏ふみにじるような白い少女。桃もも園ぞのまゆかの傍そばに立っていた、エンプティ──彼女の召使いどれい。

　そのはずだ。そのはずなのだけど。

「何ですの」

　少女は冷ややかな笑みを浮かべて、狂三を見る──睨にらみ返す。

「あなたの名前も霊れい属ぞくにも興味はありませんわ。あなた、何ですの」

　狂三の視線は少女を冷えた瞳ひとみで睨み付けている。この状じよう況きようでも今すぐ殺し合いを始めかねない、と響ひびきは看破した。

　……いや、それ以前に。

　眼前の〝エンプティ〟と呼こ称しようされる、ただの準精霊以下の存在が、とてつもない異常性を露あらわにしていることに、響は恐きよう怖ふしていた。

　この恐怖は、戦いとは別個の物。強しいて言うなら、〝人形遣いドールマスター〟のそれに近い。つまり、何者なのかがわからない。この状況で正々堂々と襲おそい掛かってきたのも、まったくもって意味不明。

「記憶は──」

「……？」

　不意に、少女が口を開いた。訝いぶかしげに眺ながめる狂三に視線を合わせることなく、ぶつぶつと独り言のように彼女は呟つぶやく。

「記憶は、私にとって毒なのです。悪意も憎ぞう悪おもどうでもいいですが、純じゆん粋すいに記憶というだけで、私は穢けがれてしまう。だから、誰だれかが記憶を読み取る必要があった。そうすれば、『月の声』はただの星、ただの霊れい力りよくになる」

「それで、輝俐キラリリネムを動かしたのですのね。あなたが」

　少女はくすりと笑い、いっそ愛あい嬌きようとさえ言えるような笑みを浮かべて頷いた。

「はい」

「え、アタシは……まゆかに……言われたはずだけど……」

「何やってんのよ！」

　観客席、二階──目立たぬ片かた隅すみで、まゆかが叫さけんだ。いや、悲鳴に近いものがあった。

「そんな、そんなこと、私、頼たのんでない……！」

「ええ、そうですね。先ほど、タイミングを図ってと仰おつしやいましたものね。本来は、ライブが終わってからの帰り道くらいを考こう慮りよしていたのでしょう。ですが、私はほら、頭が空っぽわるいもので、これが手に入るとなれば、矢やも盾たてもたまらなくて」

　くすくすくす、と笑う。

　幾許いくばくかの非難の眼まな差ざしがまゆかに向けられる──が、それ以上に少女が注目を引いていた。エンプティ、空っぽの少女、準精せい霊れい未満。ここに集まった、戦せん闘とうなど経験していない準精霊でも容易たやすく屠ほふれるはずの、霊力に乏とぼしい存在。

「ふざけないで、ふざけないで……！　勝手に動いて勝手に暴れて……！　霊力カット！　塵じん芥かいになってしまえ！」

　ぱつん、と何かが断線するような音。エンプティは霊力を補ほ充じゆうしなければ、ゆっくりと死にゆく生命体。

　なので、死を恐おそれなければならない──のだが。

「……ああ、断線させたのですか。それはそれは、短い間お疲つかれ様でした。まあ、もっとも、この程度の霊力、それこそ塵芥でしかなかったのですけど」

　くすくす。

　くすくす。

　くすくす、くす。

　その笑いを真まっ直すぐに見つめながら、狂三は引き金トリガーを引いた。

　だが、少女は体を異常なまでに螺ね旋じって回かい避ひ。

　鋭するどい呼気、狂三は咄とつ嗟さに後方へ飛んだ。

「のびる」

　少女が持つ無む銘めい天使、大おお鎌かまの柄えが伸のびた。咄嗟に〈刻々帝ザフキエル〉の長銃で側面を防ぐ──防ぎきれずに観客席へと吹き飛ぶ。

「狂三さん！」

「……退さがりなさい！」

　チカチカと狂三の頭の中に信号が瞬またたいている。危険信号、それもとてつもない代しろ物もの。

　第一〇領域マルクトの〝人形遣いドールマスター〟が、その危険信号を抑おさえながら戦う準精霊ならば、彼女はその真逆。

　危険信号を垂れ流す、毒の塊かたまりだ。

「何よ……一体、何が……どうして……」

　まゆかは茫ぼう然ぜんと、今まで従えていたはずのエンプティが薄うす気き味み悪わるい何かに変へん貌ぼうしていく様を、眺めていた。

「はあ、やれやれ……」

　観客席に激げき突とつした狂三が立ち上がる。巻き込まれた準精霊たちが昏こん倒とうしているが、今は構っている余よ裕ゆうがない。

「あら」

　少女が楽しそうに狂三を睨ねめ付ける。狂三もうっすらと笑いながら、その視線に応じる。

　瑞葉も、リネムも、響ですら、一歩も動けない。

　唯ゆい一いつ、蒼ツアンのみがあの二人に抗こうしうる運動能力と精神力で動こうとしたが、彼女は戦士の礼れい儀ぎとして動こうとしなかった。あの少女は、狂三の獲え物ものであるべきだった。

　ステージ中央で、二人の少女が対たい峙じした。

　狂三が口を開く。




「先ほどの質問は撤てつ回かいいたしましょう。あなたのお名前を伺うかがいたいのですけれど」


「ルクと申します」



「目的は？」


「この『月の声』です」



「それは中途経過ですわね。最終目的は何ですの？」


「言えません」



「そうですか、仰ることができないと」


「ええ」



「ああ、ああ、それなら──」





「殺しますわ」







「殺し合いですね」


















　時崎狂三の天使、〈刻々帝ザフキエル〉が発動。巨きよ大だいな時計の文字盤ばんが出現。

　銃声が炸さく裂れつし大鎌が煌きらめいた。狂三は影かげの弾だん丸がんを連射しながら、ルクへ接近していく。

　そう、接近。

　銃を持つにもかかわらず、彼女は接近戦を挑いどんだ。それは熟練の戦士としての判断だ。

　先ほどの一いち撃げきがどこまで「のびる」か不明な以上、接近した方がまだしも与くみしやすい。

　跳ちよう躍やく、仰のけ反ぞり、弾丸を回避。

　即そく座ざの再装そう塡てん──「まがれ」──躱かわしたはずの大鎌がなんと柄ごと曲がった。

　今いま更さらながらに、その桁けた外はずれの力に呆あきれ返る。先ほど「うばえ」と言いながら彼女はリネムを斬きった──命を奪うばわず、物を壊こわさず、奪うべきものを奪った。

「この……!!」

　狂三の頰ほおを掠かすめる大鎌の刃は。観客の準精霊たちから、遅おそまきながら悲鳴が上がる。逃にげ出す準精霊たち、瑞葉を守るボディガードもリネムと響を強引に舞ぶ台たい袖そでまで後退させた。

　出で鱈たら目めな体勢から放たれる弾丸。それも、回避。

「【一の弾アレフ】──!!」

　自身に弾丸を撃うち込み、加速する。しかし、それにもルクはついていく。

　信じられない。

　信じられないほどに、強い！

「く、このっ……【七の弾ザイン】！」

　そう告げた瞬しゆん間かん、ルクは大鎌を手放して少しだけ座標をズラした。【七の弾ザイン】は大鎌に直ちよく撃げき、その無銘天使の時間を停止させる。だが、それはあくまでただの武器であってルクではない。

　ルクは一いつ旦たん手放したその大鎌を即座に握にぎると、封ふうじられた時間を引き千切るかのように振ふり抜ぬいた。

　柄が狂三の腹部に直撃し、無人となった観客席に直撃する。

「狂三さん！」

　響の呼びかけに、立ち上がって応じる。まだ、その程度の余裕はある。

　だが──。

　先ほどの神がかったライブで回復したはずの霊力が、凄すさまじい勢いで消費されている。

　しかも刻々帝ザフキエルは、それぞれの『弾』を撃つのに、霊力とは別に『時間』──つまりは使用者の寿命を消費する。あまり戦いを長引かせたくないのが実情であった。

　無論、それに見合うだけの天使ではある。『弾』の組み合わせ次第で途方もない力を発揮できるのもまた、刻々帝ザフキエルの特徴ではあった。

　極きよく端たんな話、自身に【一の弾アレフ】を、相手に【二の弾ベート】を撃ち込めば、理論的には相手の数倍の速度で動いて攻こう撃げきできる。

　だが、それができない。【一の弾アレフ】を自らに撃てば、後方へ。【二の弾ベート】を撃ち込もうとすれば回避される。

　まるで液体と戦っているかのような頼たよりなさ。撃っても撃っても外れる、回避される、するりと透とう過かされる。直撃しても急所は外して最小のダメージに抑える。

「時間が勿もつ体たいないですね」

　あくまで淡たん々たんとした言葉に、狂三の苛いら立だちは頂点に達した──その言葉が事実だと理解してしまっている。正体と目的と理由が不明すぎて、行動パターンが読み取れない。

　周囲で何か使えるものはないか、と探す。

　観客の準精霊はほぼ居なくなった。唯一、茫然と佇たたずんでいるのは桃園まゆかだけだ。ボディガードたち──使えない、彼女たちは絆ばん王おう院いんを守るための存在。第一、足手まといにも程ほどがある。

　輝俐リネム及および絆王院瑞葉──使えない、彼女たちには戦闘能力がない。瑞葉と共にリネムが守られているのは良かった。

　緋ひ衣ごろも響──ここでは使えない。

　彼女に頼るのはもう少し後になるだろうという、奇き妙みような天てん啓けい。

　ならば。どうする。




　閃せん光こう──アイデア。馬ば鹿かげてはいるし回りくどいが、それ故ゆえに効果があると確信。ただし、これが通じるのは恐らく一度きり。失敗すれば後はない。

　つまり、今と何も変わらない。

「〈刻々帝ザフキエル〉！」

　時計盤を動かす。ルクが警けい戒かいして立ち止まる。

　重要事じ項こう……ルクは知っている、全すべてかどうかまではわからないが自分の能力を。

　重要事項……それ故に、【二の弾ベート】と【七の弾ザイン】には最大の警戒を保って接するし、【一の弾アレフ】がもたらす狂三の強化を把は握あくしている。

　重要事項……こちらは、相手のことを何も知らない。性格すら。エンプティ、空っぽ、無色ではあるが無む垢くではない。

　無銘天使の能力──声と指示で自在に可変する巨大な大鎌。だが、それだけではないと狂三は確信する。

　だから、まずは【一の弾アレフ】で自身を加速させる。

「丸まる裸はだかにして差し上げますわ。──【一〇の弾ユツド】！」

　戦闘ではまず使われない、本来は調査用の弾丸を放つ。案の定、ルクは大鎌を振るって弾丸を弾はじく──その回避動作パターンが一三発前と二七発前に撃った弾丸のそれと同一なのを確かく認にん、安あん堵どする。

　カキン、と音が鳴る。非ひ致ち死し性せいの弾丸であるところの【一〇の弾ユツド】は撃った物質の記き憶おくを読み取る能力を持つ。

　弾かれた【一〇の弾ユツド】を、狂三はその胸で受け止めた。

　瞬間、大鎌の記憶が雪崩なだれ込んでくる。

「────ッ!!」

　またもや信じられない出来事。

　エラーが多すぎる。まるでこうなることも予測していたかのよう。だが、それでも零こぼされるものもあった。




　──ああ、私は全てを捧ささげます。あなたに、あなた様に、何もかも全て。

　──白の女王クイーンよ。あなた様こそ、私の全て。

　──ええ、ええ、どうぞ使い潰つぶしてください。私はあなたの駒こま、あなたを守るためにここにいるのですから。

　──この原色の無銘天使〈紅戮将バーミリオン〉で、必ずやあなたの障害を切り刻みましょう。




「今のは……」

　ルクが一瞬戸と惑まどいの表情で狂三を見た。すかさず、そこに追い打ちを掛かけることにする。

「あら、あら、あら。あなた、信しん奉ぽう者ですのね」

「……今、何と？」

　空気が凝ぎよう固こする。

「白の女王クイーン、ですか。そしてあなたは駒。つまりルクではなく、ルーク。格好良いお名前ですこと。ですが所しよ詮せん、駒は駒。惨みじめな女王気取りのどなたかに仕えるだけの、ただの人形ですわね。ああ、これなら余裕です。そのような方々は大たい抵てい、最後に様付けしていた誰だれかに裏切られて死ぬと相場が決まっておりますわ。ほらほら、今の内に定番の台詞せりふでも仰おつしやってはいかがですか？　『こんなに尽つくしてきたのに！』と」

　かかった。

　ぷるぷると震ふるえる、第三者からでも理解できるほどの怒ど気き。

「その名を……」

　この状じよう況きよう下かにもかかわらず、響はさすがだと笑ってしまった。一体なぜ、どうやったら、あの冷静と余裕を持っていた少女を、あそこまで怒おこらせることができるのか。

「おまえが呼ぶなァァァァァァァァァァァァァッ！」

　突とつ然ぜんの爆ばく発はつ。[image: ]ほとばしる叫さけび、物もの凄すごい勢いで突とつ貫かん。狂三は彼女の心に、楔くさびを打ち込んだ挙げ句に塩と唐とう辛がら子しとタバスコめいた物をありったけねじ込んでやったようなものだった。

　怒いかりに任せて振り下ろされる大おお鎌かま。

　慌あわてたように後退に後退する狂三。大鎌の射程範はん囲いから外れる──意味のない行こう為い。

「のびろ!!」

　当然、こうなる。

　冷静に思考すれば、彼女が叫ぶべきは──。

「放て、あたりだったでしょうに」

　怒りを籠こめて振り下ろされた大鎌を、狂三は長ちよう銃じゆうと短銃でしっかりと受け止めた。

「ぐ、ぅっ……!!」

　死線を潜くぐり抜けてきた少女にしか成し得ない、ここぞというタイミングで大鎌を弾く。

「も──もどれ!!」

「鈍にぶい！」

　長銃から、短銃から、ありったけの弾丸が発射される。

　一度直撃すれば、体勢が崩くずれる。二度直撃すれば、体勢を戻もどす前に銃を撃てる。

　きひひひひひひ、と地じ獄ごくを覗のぞき込むような死神の笑い声。

　ルク改めルークは都合一八発の弾丸を叩たたき込まれた。

「が、ぁぁぁぁぁぁぁっ！　と、べ……とべぇぇえっ！」

　なんと、驚おどろいたことに──いや、驚くべきことではないのだが──ルークは飛んだ。

　それも霊れい力りよくを消費してふわふわ飛ぶなどではなく、大鎌が炎ほのおを噴ふん出しゆつしてジェットのようにすっ飛んだ。

「きゃああああああああああああああああああああああ!?」

　しかも、その過程で桃園まゆかを抱かかえた。

　更さらに更にライブ会場の屋根をブチ破り、そのまま飛んでいった。

「……蒼さん！」

「──わかっている。後を追うから、連れん絡らくして」

　相変わらずの無表情のままそう告げると、蒼は空へと飛び立った。

「さて……リネムさん、大だい丈じよう夫ぶですの？」

　狂三がつかつかと歩み寄る。既すでにボディガードたちも、瑞葉の命令で警戒を解いていた。

　リネムはこくこくと首を縦に振る。

「ま、まあ何とか」

「斬ることより、盗ぬすむことが目的で良かったですわね」

「ビックリしたけどねー……それよりクルミちゃん、まゆかってどうなる？」

「ルク改めルークさん次し第だいでしょうが……殺されるのではないかと。連れて行かれたのも恐おそらく、霊結晶セフイラの欠片かけらを奪って霊力を補給するためでしょうし」

　何しろ一八発の弾だん丸がんを叩き込んだ。治ち療りようにも大量の霊力が必要だろう。追われていなければ、そこらの準精せい霊れいを皆みな殺ごろしにしてでも霊力を確保しそうだ。

　狂三の言葉に、リネムは大きく大きくため息をついた。

「あのさ、桃園まゆかはあの通り、馬鹿だし悪あく辣らつだし小心者だしその癖くせ、自分では自分のことを可愛かわいいと思っている大変なロクデナシなんだけど」

「はい、はい。そうですわね」

「アタシは、アイツほど〝生きたがり〟を見たことがない。多分、結構反省もしていると思うから、助けてあげられない？」

「あの、私からもお願いします。彼女は彼女なりに、良い歌を歌えるんです」

　絆王院瑞葉からもそう願われる。

「助けて差し上げたいのは山々ですけれど、条件が。……あなたたちの、『時間』を奪うばわせていただきますわ」

　きひひひひ、という狂三の死神めいた笑えみが見えた気がした。

「……その前に。響さん」

「ふぁ、ふぁい！」

　とたたたた、と響が駆かけ寄る。

「……ルークと決着をつけに参りますわ。遅おくれても構いませんので、ついてきてくださいまし」

「……」

「あの少女は、この領域に居てはならない概念モノですわ」

　狂三の目は、時計の方も真っ当な方も、どちらも真しん剣けんそのものだった。

「……了りよう解かいです！」

　狂三は振ふり向いて、些いささか顔色の悪いリネムたちの前に立つ。先ほどの笑い方が、あまりに恐ろしかったのか、リネムと瑞葉は抱だき合って恐きよう怖ふに震えていた。

「あ、あのう。『時間』を奪うって、なんでしょう」

「ア、アタシたちおばあちゃんになるの!?　どうしよう、アイドルの路線変へん更こうしなきゃ！」

　リネムは幾いくつになってもアイドルを続けるつもりらしい。まあ、彼女なら幾つになっても変わりなく明るい声を聞かせてくれるだろうが。

「……そこまで鬼おにではありませんわよ、わたくし」

　狂三はちょっとだけふて腐くされるが、リネムたちが恐ろしがるのも無理はない。

「そもそも準精霊であるあなた方にとっては、恐れるほどのことではありませんわ。少し気け怠だるくなる、というか眠ねむたくなる程度ですわよ。急激に歳としを取ることもございません」

　そう言いつつ狂三は別の案を提示した。

「それでも気になるようでしたら、皆みな々みな様さまから少しずついただくというのはいかがでして？　それならば一人一人の負担はぐんと小さくなりますし、倦けん怠たい感があったとしても、観客を集めて歌を歌えば即そく座ざに全員回復されますでしょう？」

　狂三はほぼ無人と化した観客席を見て言った。

「む」

　リネムがその言葉に考え込む。

「幸い、ルークが去ったことは逃にげた準精霊にもわかるでしょう。支配者ドミニオンなら、すぐに観客たちを集め直すことも可能ではありませんの？」

「……仕方ないか。瑞葉、歌える？」

「え!?　は、はい！　歌えます」

「さっきの約束、早くも果たすことになっちゃったわね。デュエット、してみますか」

　リネムがパチンとウィンク一つ。瑞葉の相そう貌ぼうが見事に崩れた。

「はい、やりますやります喜んで歌います！」

　マネージャーが制止しようとして、すぐに止やめた。何しろ、これまでになく瑞葉の表情が喜びに充みち満ちている。これまで穏おだやかな佇たたずまいの瑞葉しか見ることができなかったマネージャーにとって、素す晴ばらしく新しん鮮せんなものだった。

「マネージャー、曲は何がいいかしら」

　瑞葉の言葉に、マネージャーが微笑ほほえみ言った。

「それでは本来、ラストナンバーですが……喜びを歌う『Enjoy My Life』あたりが適切でしょう」

「了解！」

　声を揃そろえて応じた二人がステージ中央に歩み寄る。それから瑞葉は声を風に乗せて、トラブルの解消及および自分たちの無事を伝え、更にライブの続きを輝俐リネムと共に歌い上げると告げた。

　五分もせず、たちまちライブ会場に準精霊が殺さつ到とうする。その間に、響と狂三は舞ぶ台たい袖そでに引っ込んだ。

「うわお、さすが支配者ドミニオン同士でコンビを組むとなれば、一いつ瞬しゆんで客席が埋うまりますねえ。ぐぐぐ、悔くやしい。本来であれば、この客はわたしたちのものだったのに」

　響がどこか複雑そうな表情で呟つぶやく。

「わたくし、ここで本ほん腰ごしを入れてアイドルになる訳ではありませんのよ」

「それはわかってますけどぉ」

「それより響さん、あなたはこの会場から少し離はなれていてくださいまし。〈時喰はみの城〉は無差別に『時間』を奪いますわ。僅かな倦怠感とはいえ、これからことに当たる方は残さない方がいいでしょう」

「あ……了解です！」

　響が会場から抜ぬけ出たことを確かく認にんした狂三は、影かげに全身を沈しずめた。同時にステージ上の瑞葉とリネムが口を開く。

「さっきはごめんね！」

「ご覧の通り、もうトラブルの種は去りました。後は、心ゆくまで──」

「アタシたちの歌を！　思いっきり聞いて！　楽しんでちょーだい！」

　曲が流れ出す──たちまち、観客が騒さわぎ出す。歌が始まり、その圧あつ倒とう的なまでの感動に絶ぜつ叫きようが[image: ]る。熱ねつ狂きようの渦うずの中、影に沈んだ狂三は一言呟いた。

「という訳で、いただきますわ」

　瞬しゆん間かん──会場中の準精霊に奇き妙みような倦怠感が襲おそいかかった。

〈時喰はみの城〉。範囲内に存在する準精霊から、無造作に時間を奪い取る、この平和な第九領域イエソドでは間ま違ちがっても使用してはならない技わざ。

　狂三の左眼、その文字盤ばんで針が高速で逆回転し、このライブ会場にいる準精霊からほんの少しだけ『時間』を吸い上げていく。

　……とはいえ、彼女たちにしてみれば、何となく感じる倦怠感程度のものだろう。それすらも、リネムと瑞葉の歌声による感動が搔かき消してしまう。

　まさに時間を忘れるとはこのことだ、と狂三はくすりと笑った。

　準備は整った。

　会場に集つどった準精霊たちの負担にならない程度に『時間』を補給した狂三は、早さつ速そく〈刻々帝ザフキエル〉の力を行使する。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【一の弾アレフ】！」

　歌声に紛まぎれる密ひそやかな銃じゆう声せい。

　会場の外へと飛び出した狂三は、凄すさまじい速度で隣りん界かいの空を引き裂さいていく。

　それからちらりと背後を見る。確信に近いものはあったが、やはり真っ白な少女がこちらに向かって懸けん命めいに追い縋すがろうとしていた。

　追いかけてきてくれるなら、それで充じゆう分ぶん心強い。

「お先に参りますわ、響さん」

　恐らく聞こえないであろうそんな言葉を呟き、狂三は更に速度を増す。

　そしてふと、何となくだが。決戦の地はあそこだという予感を抱いだいた。











○そして、白の女王クイーン






　愛、愛、愛しているの。

　恋こい、恋、恋しているの。

　君だけを、貴方あなただけを。

　求めることはしない、成じよう就じゆするなど考えない。

　だからどうか、どうか私のことを、

　忘れないで────。




　──カゲロウのように歌って。

　──カゲロウのように死ぬの。




　　　　◇




　ガチガチと歯が鳴る。

　目の前の、全すべてにおいて従順だった少女が何やら怪かい物ぶつに変わり果てている。

　けれど、一番問題なのは何故なぜか自分が連れて来られたこと。

　あまりに嫌いやな予感しかしない。

　それに、この場所は──。

「『夢の揺籃クレイドル』……」

「待ち合わせ場所はここに決めているのです。私と、あの方が初めて出会った場所──」

　陶とう然ぜんとした表情でルークは呟く。

　先ほどの戦いで、彼女の実力と自分への認識は既すでに理解している。生き残るためには、最大限の努力が必要だということも。

　何が何でも一秒でも長く生き残る──そう祈いのる。だが同時に、その可能性が極限まで低いことも理解している。

「……」

　沈ちん黙もくを選べば、必然的にやることがなくなれば殺される。ともかく喋しやべること。

　ルークが思い出に浸ひたっているのを止めて、こちらを見た瞬間に口を開く。

「……私以外に、誰だれかと繫つながっていたの？」

「ええ。あなたが主あるじだと思っていましたか？」

　肩かたを竦すくめる。

「そうだと思い込んでいた、みたいね」

「ええ。私はあなたの名前さえ朧おぼろ気げです」

「桃もも園ぞのまゆかよ！　んもう、それくらい覚えてくれたっていいじゃない！」

　荒あらい呼吸。

　一秒ごとに死が迫せまり来る感覚で行う芝しば居い。

「……あら、お聞きにならないのですか？」

「聞くって、何を」

「どうして、ここに連れてこられたのか」

「人質、よね」

「いいえ、あなたに人質としての価値はありません」

　わかってるわよ、そのくらいと心中でまゆかは毒どく突づいた。

「霊れい力りよくの補給ですよ、霊結晶セフイラの欠片かけらを今から抉えぐります」

　ああ、やっぱり──そういうことか。

「待って待って。私の霊力なんてチンケなものがなくても、あなたには『月の声』があるじゃない！」

　その言葉に、彼女は『月の声』を取り出して突きつけた。

「これは駄だ目め、これは駄目なのです。だってこれは、あの方に捧ささげるべきもの。これを得るために、私はここに訪おとずれたのですから」

「え……ちょ、ちょっと待って。『月の声』を手に入れるためだけに、私に隷れい属ぞくした振ふりをしたの？」

「はい。あの方のためですから」

　献けん身しんと信しん奉ぽうに充みち満ちた返答。

　この実力を持つ少女が信奉するのが誰なのか、想像するだに恐おそろしい。

「でも、『月の声』は手に入れた。あとはあの方が訪れるのを待つだけ──」

「追われる、とは思わないの？」

「追ってくる準精せい霊れいなんて、私一人で皆みな殺ごろしにできます」

「あの……時とき崎さき狂くる三みが相手でも？」

　表情が崩くずれた。

　苛いら立だっている彼女は冷えた殺意と共にまゆかを見る。

　ここが正念場だ、とまゆかは必死になって思考し言葉を舌に乗せる。

「あなた、勝てなかったわよね？　勝てなかったから、ここまで逃にげてきたんじゃない。もし追ってきたら、私が持ってる霊結晶セフイラの欠片程度で霊力増やせると思う？　あのとき、あの戦いでたくさん、山ほど使ったくせに今度は勝てるの？」

　襟えり首くびを摑つかまれる──揺ゆさぶられる。

　ここが境界線上ギリギリだ、とまゆかは思う。そして同時に祈る。

　神様、精霊様、後生です。もう二度と悪あく辣らつな企たくらみはいたしません。もう二度と、アイドルとして歌いません、転職します、別の存在理由レゾンデートルを見つけます。自分に合った、正しい何かを見つけます。

「小うるさい蠅はえ。今すぐ抉り出しましょう」

　だから、どうか、私を、消さないで……！

「──ッ!!」

　まゆかにもそれと感じ取れるほどの殺気と共に、怪物が躊ちゆう躇ちよなくそれを振るった。それ、とは槍やりとハンマーの複合武器──ハルバード。そして、そんな超ちように超がつく物ぶつ騒そうな代しろ物ものを取り扱あつかう少女など、この第九領域イエソドには一人しかいない。

「まもれ!!」

　ビスケットスマッシャー、即すなわち蒼ツアンである。

　彼女の必殺の一いち撃げきは〈紅戮将バーミリオン〉によって阻はばまれた。

「蒼……！」

「時崎狂三は私の獲え物もの。それを横取りしようとした時点であなたは私の敵。そして、ついでに言うと、あなたとも是ぜ非ひ戦いたい」

「この、面めん倒どうな……!!」

　舌打ちしつつ、ルークは後退──それを許さない蒼は踏ふみ込んでハルバードを振り回す。

　同時に、へなへなとまゆかが崩れ落ちる。

　先ほどの祈りが聞き届けられたことに深く感謝し、誓ちかいを新たにする。

「……別の領域に行こっと……」

　どこでもいいから、とにかく安らかに暮らせる場所で安らかに暮らせる場所で。

　まゆかはそう思いながら、とにかく隠かくれることにした。みっともなく這はいずり回りつつ、それでも生の喜びをありったけ感じ、そしてこの歓かん喜きがある限り、自分は消えたくないしにたくないと思い続けられると確信しながら。




　　　　◇




　実のところ、ルークにとって蒼は極きわめて与くみしやすい相手だった。

　何しろ突とつ貫かんして一撃喰くらわせることしか考えてないので、捌さばきやすい・御ぎよしやすい・躱かわしやすいの三点セットだ。

　しかし、にもかかわらず圧おされている。当然だ、下らないおしゃべりに興じていたせいで桃園まゆかの霊結晶の欠片たましいを奪うばうこともできなかった。

　足りない。力がまったく足りない。だが、それでも搦からめ手であればあの時崎狂三などよりは、遥はるかにやりやすい。

　二度、三度、四度五度六度と打ち合い、それらを余よ裕ゆうを以もつて捌ききる。一つ間ま違ちがえれば頭が砕くだけ散る勢いの攻こう撃げきだが、そんなもの怖こわくも何ともない。

　元より死など恐れない、やりきれないことすらも恐れない、懸けん命めいにやるだけのことをやって死ねばその時点であの方の役に立ったことになる。いや、これまで役に立ってきたつもりだった。




　──役に立とうとした時点で、価値が生じた。

　──だから、もう死んでもいい。




　そう、いつ死んでもいい。今は残りの生を過ごしている。輝かがやいている。煌きらめいている。

　さあ、もっともっともっと輝いてそして消える──！

「ちらばれ」「はなたれろ」「ねらえ」

　大おお鎌かまが縮小、無数に分ぶん裂れつ、同時に矢となって放たれた。

「なっ……！」

　秘中の秘、散々近接戦せん闘とうに付き合ったのもこのため。

　蒼の全身を串くし刺ざしにせんと、取り囲んだ紅くれないの矢が凄すさまじい勢いで射出。

「──大・回・転！」

　蒼は自身諸もろ共ともハルバードを物もの凄すごい勢いで回転させ、更さらに〈極死霊装・一五番ブライニクル〉を発動。それでも防ぎきれず、無数の矢が蒼に突き刺ささった。

「む、ぅぅぅ……」

「くっ……」

　だが、死んではいない。生き汚ぎたなさが並なみ大たい抵ていではない──突き刺さった部位を自身の霊装ドレスで片かた端はしから凍こおらせることで、致ち命めい傷しようを防いだ。

　凍とう傷しようのダメージは歯を食い縛しばって我が慢まん、らしい。ならばトドメを刺すまでだ。

「あつまれ」

　再び大鎌に変化。今度こそ、霊結晶セフイラの欠片を抉り出そうとルークが走り出す。




　銃じゆう声せい。




　立ち止まり、愕がく然ぜんとする。まさか、そんなまさか。

「時崎……狂三……!!」

　歌って踊おどったアイドルの姿は既にない。あれは華はなやか故ゆえに『夢の揺籃クレイドル』にはそぐわない。つまりはいつもの、そして彼女の格好良さと可か憐れんさと何より恐ろしさを最高に反映させた服。最高位を示す名がつく霊装ドレス──〈神威霊装・三番エロヒム〉。

「……意外と速い」

　蒼の言葉に肩を竦める。

「たっぷり補給しましたので」

「補給……まさか」

　ルークは愕然とする。支配者ドミニオンである絆ばん王おう院いん瑞みず葉はと輝俐キラリリネム、そして集まった観客たちに、能力を行使した──それに同意させた。

「まあ、ここまで飛んでくるのにそれなりに疲ひ労ろうはいたしましたけど。それはお互たがい様さまですわね？」

　両手を広げる──吼ほえる。

「〈刻々帝ザフキエエエエエエエエエエル〉!!」

　両手にクラシックな短たん銃じゆうと長銃。

　背後には巨きよ大だいな時計盤ばん。

「さあ──有う象ぞう無む象ぞうのように蹂じゆう躙りんして差し上げますわ」

　ルークは沈ちん黙もく。

　止血と凍傷を乗り越こえ、復活した蒼を警けい戒かいしてか二人から大きく離はなれた。もちろん、狂三の銃の射程範はん囲い内だ。全力で逃げようとしている訳ではない。

　沈黙。

　……突とつ然ぜん、両りよう肩かたが震ふるえ出す。

「笑っている……？」

「泣いているのかも」

　狂三と蒼、それぞれの推測──当たったのは、蒼だった。




「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい──白の女王クイーン」

「あなた様のために手に入れた、この霊力を」

「彼女たちを倒たおすために浪ろう費ひします」

「でもどうか裏切ったと思わないでください生き足搔あがいていると思わないでください」

「なぜなら、彼女たちはあなた様の敵です。時崎狂三は言うまでもなく、蒼もまた我々の敵となりました」

「ああ、哀かなしい──とても、哀しい。そしてそれでも、あなた様はこう言ってくださるのでしょう。不安に暮れる私に、涙なみだに濡ぬれる私に、こう仰おつしやってくれるのでしょう！」

「『君が生きていて良かった』と。ああ、ああ、ああ！　痛みます！　心がとても痛みます！　でも、こうしなければならないのですね、白の女王クイーン！」

　そうして、彼女は手に入れた『月の声』──霊れい力りよくの塊かたまりであるマイクを。

　ぐしゃりと、何の躊躇ためらいもなく捻ひねり潰つぶした。

「……ちっ」

「厄やつ介かいな……！」

　壊こわれたマイクから、膨ぼう大だいな霊力が溢あふれ出す。それらは全すべて、ルークの体内に吸い込まれていく。

「哀しい！　哀しい！　哀しい！　裏切りが哀しい……！　私の報むくわれぬ愛が哀しい！　だからせめて、彼女たちを殺すことで忠誠の証あかしといたします！」

　膨大な霊力が凝ぎよう縮しゆく──先ほどのライブ会場の戦いですら、ただの前座に過ぎなかったと狂三に確信させた。

「蒼さん。わたくしと手を組んでいただけませんこと？」

「……いいだろう。どうやら彼女は、私も敵と見なしたらしい。ただし、条件が一つ」

　うっすらと嫌いやな予感を抱いだきつつ、狂三は答えた。

「わたくしに可能なことであれば」

「とても簡単、次の領域でまた戦って欲しい」

「……承りましたわ」

　どうやら次もまた、彼女ツアンの存在に悩なやまされるらしい。

「了りよう解かい、とても良い。そして時崎狂三。……来るぞ」

　蒼の言葉通り、ルークは大鎌を構えて声高らかに叫さけんだ。

「ふえろ」

　途と端たん、大鎌がふわりと八本に増えた。分割ではなく、増ぞう殖しよくだった。

「するどく」「もえろ」「まわれ」「とけろ」「わかれろ」「しびれろ」「きえろ」

　一いつ斉せいに自身の大鎌に命令──その通りに姿を変化させる。まさに千変万化。軍勢であった〝人形遣いドールマスター〟と数こそ異なれど、全員が全員凄まじい実力を保有する怪かい物ぶつの群れ。

「最強の力を持つ個体と、完璧に統率された群体、どちらが厄介でしょうか……。蒼さんは、どう思われまして？」

「どちらにせよ同じこと。……蹴け散ちらす」

「ですわね。フォローはいたしませんわよ？」

「そちらも私の援えん護ごは期待しないで欲しい。というかむしろ、私の射程範囲内に入らないで欲しい。ブン回すつもりだから、間違いなく巻き込む」

「ええ、ええ。もちろんですとも。ただ、わたくしの方がうっかり巻き込んでしまうかもしれませんので、今の内に謝っておきますわね」

「……巻き込まない努力を要求する」

「承りますわ、承るだけですけれど──！」

　手にした一本の大鎌と、まるで護衛するように浮ふ遊ゆうする七本の大鎌。

　ルークは不敵な笑えみを浮うかべ、彼ら彼女らに命令した。

「突撃チヤージ!!」

　七本の大鎌がそれぞれ鋭えい利りに、燃えて、回転しながら、どろどろに融ゆう解かいしながら、分裂しながら、電でん撃げきを発しながら、ゆらりと姿を消しながら──襲おそい掛かかった。




「【一の弾アレフ】！」

　襲い掛かる七本の大鎌を狂三は向上させた機動力で回かい避ひする。鋭するどい刃はは触ふれるだけで彼女の身を裂さいた、燃える刃は接近するだけで火傷やけどを負わせた、回転する刃に巻き込まれてダメージを受けた、掠かすっただけなのに穢けがれを知らぬ霊装ドレスがわずかに汚よごれた──溶とけたのだ。

　事実上、一人で厄介だった怪物がパワーアップした上に八体に分裂したようなもの、と狂三は思い知ってため息をつく。

「【二の弾ベート】！」

　直前まで迫せまってきた回転大鎌をギリギリで食い止める。それを蹴けって上へ──自動で追つい尾びしてくる残り三本の大鎌。

「このっ……！」

〈刻々帝ザフキエル〉の短銃、長銃が片かたっ端ぱしから大鎌を弾はじく、吹ふき飛ばす、壊すことはできない。〈紅戮将バーミリオン〉──無む銘めい天使でも超極上フローレスの破壊力クオリテイ。

　自分を増やすのではなく、武器を増やして戦力を増す。単純だが、実に実に効果的かつ悪あく辣らつな戦闘手段。

「──くっ、【一の弾アレフ】！」

　速度を増す、増す、増す。しつこくしぶとく、霊力切れを狙ねらうかのように追い回される。

　いつまでもこうしてはいられない。狙うは王キング、いや違ちがう。ルーク、ルークを追わなくてはならない。

　だが、数発撃うったところでその考えも捨てざるを得なかった。

　防備に専念されると、接近と搦からめ手でしか捕とらえきれない。遠えん距きよ離りの射しや撃げきでは、絶対に不可能。しかしこのままでは時間を消費しまくってジリ貧。

【一の弾アレフ】＋【二の弾ベート】＋[image: α]。

【三の弾ギメル】──無意味。無銘天使は老ろう朽きゆう化かしない。

【四の弾ダレツト】──巻き戻もどりにも限度がある。何より、再び増殖を命令されれば無意味。

【五の弾へー】──未来視を行ったところで、見られるのは、自分が大おお鎌かまを回避している姿だけ。

【六の弾ヴアヴ】──使用不可。

【七の弾ザイン】──小考して却きやつ下か、時間停止しても破は壊かいしきれるかどうかが不明。

【八の弾ヘツト】──詳しよう細さい不明。

【九の弾テツト】──却下。意識を繫つないでも、大鎌の操作に狂くるいはないだろう。

【一〇の弾ユツド】──先ほど使用済。今いま更さら、使ったところで無意味。

　一一・一二──どちらも使用不可。

　深呼吸。

　追い詰つめられている訳ではなく、追い詰めている。恐おそらく、ルークにとって最大限の攻こう撃げきであり、これ以上の余力はない。

「こおれ」

　火か炎えん放射器のように炎ほのおを撒まき散らしていた大鎌が一転、氷柱ツララがミサイルのように狂三に向かう──長銃と短銃を雨あめ霰あられと乱射。その悉ことごとくを打ち砕くだく。

　コンマ数秒の空白ブランク、回転する大鎌がざくりと狂三の背中を裂いた。しかし貫つらぬかれるよりはマシだったと心に言い聞かせる。

　凍こおった大鎌は再びぼこぼこと氷柱を生み出し始めている。鬱うつ陶とうしい、と長銃をそちらに向けて乱射。最も早はや機関銃マシンガンの如ごとき速度で、氷柱の発生を強引に抑よく制せいする。

　時間はだらだらと流れていく。

　先ほど大量に補給したはずの『時間』は、底に穴が開いたかのように後から後から抜ぬけ落ちていく。

　狂三の焦しよう燥そうが伝わるのか、ルークがニタリと笑っているのがわかる。

　──いっそのこと、自じ滅めつ覚かく悟ごで突とつ貫かんしてやりましょうか。

　そんな自じ暴ぼう自じ棄きめいた考えを放ほう棄き……しようとして、心の棚たなにしまい込む。いける気がする。いけない気もする。それは何というか、あまりに無む謀ぼうであまりに酷こく薄はく極きわまる作戦だ。

　しかし、そうでなければ仕留められない──そういう確信がある。

　ちらりと狂三は蒼を見た。

　案の定、彼女は大苦戦していた。分ぶん裂れつした大鎌が襲い掛かり、不可視となった刃が全身を切り裂き、地面に降り立ったり接近すれば強きよう烈れつな電流で動きを阻そ害がいされた。

　だが、幸いにもどの大鎌もダメージソースとしては少し物足りない。

　そして蒼は、そういう搦め手を真正面からブチ壊していくタイプだ。

　つまりは結果的に均きん衡こう状態が発生する、進めもしないが退きもしない。

　一方、ルークには余よ裕ゆうがある。『月の声』の霊力は本当に凄すさまじい量だったらしく、あと一ヶ月はこうしていられる、といった風ふ情ぜいだ。

　時崎狂三と蒼は、せいぜいがあと数時間というところだろう。

　つまり、どう足搔いても二人に勝ち目はない。

　ルークの笑みは勝利の確信に満ちている。だがその一方、油断なく狂三と蒼を見つめている。二人にも状じよう況きようは理解できているだろう。

　となれば、彼女たちに残された策は一つしかない。

「一か八か……！」

　破れかぶれの突貫だ。

「防衛ガード!!」

　即そく座ざに攻撃を仕し掛かけていた四本の大鎌が盾たてのように、狂三の前へ立ち塞ふさがった。

「【一の弾アレフ】！」

　乗り越こえようとして迎げい撃げきされ、かいくぐろうとして撃ち落とされる。

　打つ手打つ手、その悉くが自在に可変する大鎌によって完かん璧ぺきに防がれる。

「このっ……！」

　狂三の苦く悶もんに歪ゆがむ顔がとてつもなく愉ゆ快かいだった。結局彼女はルークに弾だん丸がん一発たりとも与あたえることなく、舌打ちしつつ戻るしかない。

　完璧だ。

　今、自分は完璧にこの状況を把は握あくしている──とルークは思う。

　最強と謳うたわれる準精せい霊れいと、最狂と恐れられる精霊が、空っぽ娘エンプテイの自分に掌しよう握あくされている。

　あと数時間──いや、そこまで我が慢まんする必要はない。あの方がいらっしゃれば、一〇分で決着がつくかもしれない。

　時崎狂三は再び無謀極まる突撃を敢かん行こうしようとしていた。無策にも程ほどがある、とルークはほくそ笑む。

　分身である大鎌を通して密ひそかに会話の内容を窺うかがう限り、何もできない、何も思いついていない。

　愚ぐ直ちよくな突撃を繰くり返す限り、こちらに敗北はないという訳だ。

「無理だ、時崎狂三。私たちの力では、この大鎌を突とつ破ぱしきれない」

　蒼が冷静になれ、とばかりに呼びかける。狂三は古式銃じゆうを乱射しまくりながら、叫んだ。

「突破しきれなかったら、どの道終わりでしてよ！　何とか突破いたしますわ。あなたは攻撃を止やめて、〈極死霊装・一五番ブライニクル〉で大鎌を防いでくださいまし！」

「……どの道、どん詰づまりか。了解、何とかしてみよう」

　一人の突撃ではなく、二人での突撃──正念場だ、とルークも腹を括くくる。

「呼吸を合わせろ、時崎狂三。〈極死霊装・一五番ブライニクル〉──颫あらし」

　轟ごう音おんと共に、彼女の霊装ドレスから雪崩なだれが発生。行く手を遮さえぎる七本の大鎌に纏まとわりつき、周囲一帯に雪ゆき嵐あらしを巻き起こす──見えない。

「視界を……！」

　これではどこから襲い掛かるかわからない、策だろうか？　それとも偶ぐう然ぜんだろうか？　だが、ルークには七本の偉い大だいにして無敵の兵隊たちがいる。

「防衛ガード！　探査サーチ！」

　七本の〈紅戮将バーミリオン〉が自動的に円状に周回を開始した。上下も含ふくめて、どこから襲ってこようとも、必ず見つけられる。

　──さあ、どこから来るのでしょう？　上？　下？　それとも意外なほど真まっ直すぐに。

「は、ああああああああああああああああああああ!!」

　本当に意外な答え──真っ直ぐ。直進。雪嵐の中から、獣けもののような勢いで現れる。

　長銃を両手で握にぎり、まっしぐらに突つき進む。撃たない──狙いを定めているのか、先ほどより速度は遅おそい。まさに自じ爆ばく覚かく悟ごの特とつ攻こう。

　その脇わきに蒼が寄り添そう、両者が揃そろってこちらを殺しに掛かってくる。

「……迎撃カウンター」

　ぽつりとルークが呟つぶやく。たちまち七本の大鎌は一つの獰どう猛もうな兵器と化して、特攻する二人に喰くらい付いた。三つが回転する盾となって狂三の狙そ撃げきを完璧に防ぎ、二つが泥どろとなって彼女たちの足に喰らい付き、二つが鋭い槍やりとなって二人の心臓を狙う。

「と…………時崎狂三！」

　蒼が珍めずらしく慌あわてて、彼女を慮おもんぱかるように叫さけぶ。焦燥が見て取れる。だが、狂三は叫んだ。

「構いませんわ！　このまま、突っ込みます──!!」

　その気き迫はくに背筋が凍る。泥と盾では防ぎきれない。槍を完全に突き刺ささなければ、この時崎狂三は絶対に諦あきらめない……！

　ルークは咄とつ嗟さの判断で、狂三の飛行を鈍にぶらせていた泥を蒼に移し、完全に絡からませた。

　今、彼女の邪じや魔まは欲ほしくない。

　盾──そのまま残す。自身の大鎌は油断なく構える。そして、二本の槍──というよりは、巨きよ大だいな針と化した〈紅戮将バーミリオン〉の複製が、時崎狂三の体を刺し貫いた。

「ぐ……ぎ……」

　血が流れる。精霊でも、血は流れるし貫かれれば痛い。致ち命めい傷しようではなくとも、二度と無謀な突とつ撃げきが出来ない程度の負傷。

「……撃つ！」

　それでも、時崎狂三は弾丸を撃った。漆しつ黒こくの弾丸は何と〈紅戮将バーミリオン〉三本で構成された盾をブチ破り、恐ろしい殺意と共に飛来する。

「このっ……!!」

〈紅戮将バーミリオン〉、最後の一本にしてオリジナル。振ふり回す──弾はじき飛ばす。

　腕うでに痺しびれが残るほどの、強烈な衝しよう撃げき。

　だが、その代だい償しようを支し払はらうことで弾丸はルークの体を掠かすめることすらなかった。

　勝利した、自分は確かに勝った────────はずだったのだが。

「……もう、あの子は。迫せまってきたら逃にげていい、と伝えましたのに」

「え……」

　先ほどの気迫が背筋を凍らせるものであったなら、今の穏おだやかな声こわ色いろの台詞せりふは、ルークの平常心を粉々に打ち砕くに足るものであった。

　背後。

　超ちよう絶ぜつ至し近きん距きよ離り。

　カチリと撃げき鉄てつが起きたような音──古式銃。

　声の主は、時崎狂三。

「なん、で……」

　ルークは一歩も動けない。歯の根を鳴らすことさえ憚はばかられる恐きよう怖ふ。だが、それでも先ほどまで見ていたものを確かく認にんすることができた。

　ずるり、と皮が剝むけるように時崎狂三だった誰だれかが成り代わる──。

「あれは……緋ひ衣ごろも、響ひびき……!?」

「響さんの無む銘めい天使〈王位簒奪キングキリング〉の特性ですわ」

　能力を奪うばうだけではない。彼女の無銘天使は顔や姿を模も倣ほうすること程度であれば簡単にこなせる。

（だが、どうやってこの連れん携けいを？　そんな暇ひまはなかったし、会話をしていた様子もなく、念話なら盗とう聴ちようできたはず……）

　ルークの疑問に狂三が答えることはない。もっとも、トリックというほどのトリックではない。単に弾を装そう塡てんしていると見せかけて影かげに手を突っ込み、二人へスマートフォンの会話トークアプリでメッセージを送っただけだ。

　この隣りん界かいにもスマートフォンが流通しているし、大たい抵ていの準精霊はそれで連れん絡らくを取り合っている。狂三も連絡に便利だから、と渋しぶ々しぶ持たされていたが、どうやらそれが功を奏した。

　遅おくれてやってくる響はスマートフォンの会話アプリから、狂三がやろうとしている策を知らされた。

　響が狂三に化ける。蒼の一いち撃げきで目め眩くらまし。そして、入れ替かわって狂三は地上から素す早ばやくルークの背後に回り込む。響は突撃して、ルークを油断させる──。




　　　　◇




「まあでも、あまり長くは保もちません。第一、こうして目の前にいてくれなきゃ、模倣はできないですからね」

　響は無銘天使〈王位簒奪キングキリング〉で狂三にぱっと姿を変えた。今の狂三を模倣したため、傷ついた部分すら再現されている。ただし、あくまで見た目だけ。中身は元の響のままだ。

「一挺お渡わたししておきますわ。一応弾丸は装塡しておきましたけれど……引き金トリガーを引く振りをするだけで構いませんわよ？　『わたくし』なのは見た目だけなのですから、すぐに後退してくださいまし」

　珍しく、狂三の憂うれうような表情──突撃で死にはしないか、と自分を不安がっている。

　少女は胸を叩たたく。

　頼たよられた、ということがこんなにも誇ほこらしい。

「任せてくださいな、狂三さん」

「……ええ、頼りますわ」

　その言葉に響は心底から打ち震ふるえた。ああもう、何だかもう。命を賭かけるに足る言葉なのですよそれは、狂三さん──。

　緋衣響は笑って時崎狂三を見送った。




　　　　◇




「[image: 囮]デコイ……酷ひどい、女」

「まったくですわね」

　ルークの言葉に同意しつつ、引き金トリガーを引いた。当然のように、二発三発四発五発と、彼女が持つ霊結晶セフイラの欠片かけらが打ち砕くだかれるよう、完全に。

「う……」

　響の呻うめきに、狂三の指先が止まった。もういい、どうせ死に体だ。霊結晶セフイラの欠片が銃じゆう撃げきで砕け散ったことで、『月の声』の膨ぼう大だいな霊れい力りよくが漏もれ出している。自分と戦おうとすれば漏れて死に、治ち療りようしようとすればしばらく大人しくするより他ほかない。

　響の無事を確かめてから、また殺せばいい。

「響さん！」

　既すでに蒼は突き刺さった槍は抜ぬき取っていた。駆かけ寄ってきた狂三に力無く微笑ほほえみかけ、Ｖサインを作る。

「やーりーまーしーたー」

　当然、狂三は彼女の頭をぽかりと殴なぐった。

「あいたっ!!」

「退きなさい、とわたくしお伝えしましたわよね？　ギリギリまで誘さそい込め、とは申しましたけれど、真っ正面から馬ば鹿かみたいに突っ込め、とは言っておりませんわよね？」

　ごりごりと銃口をこめかみに突きつけつつ、傷を診みる。

　致命傷ではない、大人しくしていれば回復する──はずだ。

「……大だい丈じよう夫ぶですの？」

「大丈夫ですよ」

「これなら問題ないだろう。それより時崎狂三」

「ええ、理解しておりますわ」

　響が無事ならば、それで良い。あとは、彼女ルークを速すみやかに消すだけだ。

　狂三は理解している。彼女は信しん奉ぽう者であり、決して降こう伏ふくも恭きよう順じゆんもない。

　捕ほ縛ばくも、この第九領域イエソドでは難しい。そして、自分たちを必ず狙ねらってくることは予想がつく。

　殺さなければならない。

　倒たおさなければならない。

　それは三人共に理解しており、狂三が再びルークの頭へ拳けん銃じゆうを向けることに口出しはしなかった。

「何か、言い残すことはございまして？」

　からかいではなく、真しん摯しにそう尋たずねた。恨うらみ言ごとであれ何であれ、受け止めるべきだと彼女は思った。だが、ルークは恐おそらく沈ちん黙もくで返すだろう──。
















「言い残す……ですか。では、一つだけ聞いて頂けますか？」

「ええ、無論ですとも」

「さようなら」

　最後の挨あい拶さつとしては、妥だ当とうだがありきたりだ。

　そんなことを漠ばく然ぜんと考えながら引き金トリガーを引いた。

　否いな。

　引いた、はずだった。


































「ああ……」

　ルークの陶とう酔すいしきった声。

　誰かが救きゆう援えんにやってきた、それは理解した。

　その誰かこそ、きっとルークが求めていた〝あの方〟である、それも理解した。

〝あの方〟は、間ま違ちがいなくルークより強い。つまり敵が増えた、それも理解した。




　なのに、たった一点。

　たった一点を以もつて、時崎狂三の頭脳はあまりの過負荷で潰つぶされそうだった。

　目の前にいる少女の印象──白、白、白。




　エンプティの一人のように思える──決定的な部分が違ちがう。

　その顔は、時崎狂三そのもので。

　左眼は薄うすいブルーをした時計盤ばん。

　片手に握にぎられた軍刀サーベル。細かな部品が刀身を含ふくめて組み込まれていて、まるで精密な機械のよう。

「申し訳ありません、申し訳ありません、白の女王クイーン」

「君が生きていて良かった」

　這いつくばって赦ゆるしを乞こうルークに、少女は見向きもしないでそう告げる。告げられたルークはそれだけで満たされたらしく、歓かん喜きの境地。一方、少女はただじっと狂三を見ている。狂三そっくりの姿で、狂三とまったく対照的な色合いで、狂三を見つめていた。

　声を発することすら許されぬ、緊きん張ちようの極地。

　背後にいた響と蒼も、状じよう況きようの変転と何より──狂三そっくりの少女に動どう揺ようして、言葉一つ発することができない。

　状況があまりに異質すぎる。

「──は」

　自分に向けて投げられた声を聞いた瞬しゆん間かん、凄せい烈れつな衝撃を受ける。

　宿命や運命などといったものではなく、極きわめて論理的な必然性を抱いだく。

「君は──」

「あなたは──」

　何者かは、知らないけれど理解わかっている。

　敵だ。

　これ以上ないほどに、彼女と自分は敵だ。恐ろしいほどの相そう互ご理解。

　彼女が笑う。

　狂三も釣つられて、笑ってしまう。

　自分が、そして相手が次にすべきことが手に取るようにわかった。

　──撃うて!!

　軍刀サーベルと古式銃じゆうが激げき突とつし、軋きしみ、へし合い、それを見ながら互たがいに叫さけんだ。

「〈刻々帝ザフキエエエエエエエエエエエエエエル〉!!」

「〈狂々帝ルキフグス〉────────────!!」




　衝しよう撃げきと轟ごう音おんと分断が雪崩なだれのように狂三へと押し寄せる。【七の弾ザイン】で彼女の時間を停止させ、【一の弾アレフ】で好き勝手に翻ほん弄ろうし、ありったけの弾だん丸がんでトドメを刺さす。

　必勝中の必勝パターン。

　彼女は無防備にも【七の弾ザイン】を撃ち込まれ、更さらに加速した狂三によって打撃と銃撃を死んでお釣りが来るほど叩き込まれた。




　──本当に、叩き込んだはずなのだ。

「【天秤の弾モズニーム】」

　空間内部の因果が逆転する。目の前の真っ白い時崎狂三に似た怪かい物ぶつは、撃たれてなどいないしそもそも狂三は引き金を引いてもいない。

　というかむしろ、撃たれたのは──自分、だ。

「か、は……!!」

　失墜おちる、失墜おちる、そうしながらも必死になって狂三の思考は今し方の状況を解かい析せきしようと試みる。自分は確かに撃った、標的の時間を停止させる【七の弾ザイン】を。しかしその直前、白い狂三は鋼はがねと歯車で構成された短たん銃じゆうを召喚。そしてあろうことか、自分に向けて引き金トリガーを引いた。

　彼女の行ったことはそれだけ。回かい避ひすることもなく、【七の弾ザイン】はあの彼女に突つき刺さり──そして、その瞬間自分の時間が停止させられた。その後で放った弾丸も、全て自分に突き刺さった。

　すぐにピンときた。たった一撃で、全てではないが大まかには把は握あくした。

　自分と似て非なる能力。世界を構成するための、合わせ鏡のような概がい念ねん。

　時崎狂三が統すべるものが〝時間とき〟であれば。

　あの狂三かいぶつが統べるものは〝空間せかい〟なのだろう。つまり、彼女が使ったものは空間の概念を螺ね旋じ曲げるもの。

　例えば、今の弾は逆転リバース。攻こう撃げきした者とされた者を引っ繰くり返す、掟おきて破りの概念だった。

　どちらも物理学的哲てつ学がく的に存在するのかどうか、あやふやなもの──なのに、それがないと絶対に人間の生が成立しない概念。

「厄やつ介かいな……！」

　厄介どころではない。どちらもどちらで相あい性しようが悪い。だが更に間の悪いことに、ルークとの戦いから、やはりこう結論付けざるを得なかった。




〝白い狂三も、〈刻々帝ザフキエル〉の能力を知っている〟




【七の弾ザイン】への対応が良い証しよう拠こだ。時間が停止することを知ってルークは喰くらいまいとし、白い狂三は自身の能力で反射させた。

　一二の弾丸──幾いくつかは狂三の記き憶おくから消えているが、いずれも時間を揺ゆり動かすとんでもない代しろ物もの──しかし、撃たれなければ効果は発揮しない。

　どうする？

　どうする？

　どうする？

「……ッ！　蒼さん！　ルークを！」

　思考、思考思考思考。とりあえずの一手。まず、何はなくとも従者ルークを始末する。彼女が信奉する相手を前に発奮し、復活する方が遥はるかに厄介だ。

　蒼もほとんど間を置くことなく、狂三の判断に従った。

　しかし、二人にとって全く想定外の事象が起きる。

「ルーク」

「はい……はい！」

「敗れましたわね？」

「はい！　申し訳ありません、女王！」

「では、わかっていますね？　君の結末を」

　狂三とは異なる、どこかさっぱりとした口調で彼女は宣告する。ルークは嬉き々きとした様子で頷うなずいた。

「ええ、どうぞご存分に」

　その言葉と同時に、軍刀サーベルが煌きらめいてルークの胸を突き刺した。

「な──」

「……」

　二人して絶句。それを他所よそに、ルークの心臓……霊結晶セフイラの欠片かけらを取り出した白い狂三は、躊躇ためらいなくそれを飲み干した。

　先ほど消費したとはいえ、『月の声』の莫ばく大だいな霊れい力りよくが瞬しゆん時じに彼女のものとなる。

　ルークはそれを微笑ほほえみながら見つめている。

　あっさりと、この世界に何の未練もなさそうに──それどころか、この行こう為いこそが救いであると信じたかのように。

　そして最後に残った力で、白い狂三に自身の無む銘めい天使である〈紅戮将バーミリオン〉を手て渡わたすと、そのまま消しよう滅めつした。




　刹せつ那な、〝殉じゆん教きよう者しや〟という言葉が狂三の頭を過よぎった。同時に無意味かつ無む為いな言葉の行列も。──それは『わたくし』たちも同じだろうか。

　白い狂三が何もない空間へ向けて無造作に軍刀サーベルを振ふった。斬きり裂さかれた空間が、入口となった。

「来なさい、ポーン」

「はい」

　ふわりと、何の特とく徴ちようもない少女が裂け目から出現した。白を通り越こして透とう明めい。白い服、白い髪かみ、白い肌はだ、赤い瞳ひとみ。

「今から君がルークだ」

　そう言って〈紅戮将バーミリオン〉を渡わたすと、何の躊躇いもなく彼女を銃で撃った。それを受けたエンプティの姿がたちまちルークへと変転する。

　霊装ドレスだけではなく、ぼこぼこと顔まで先ほどのルークと同じになった。

「……霊力を……分け与あたえた……？」

　蒼の呟つぶやきは厳密に言うと間違っているな、と狂三は思う。

　白い狂三は撃った瞬間、確かに呟いた──「【蠍の弾アクラヴ】」と。あれは恐おそらく、自身の印サインを刻み新たなチェスの駒ピースを誕生させるための弾たま。

　無垢ポーン故ゆえに、彼女は何にでもなれるのだ……つまり殺しても殺しても、彼女があの難敵を蘇よみがえらせてくる、ということになる。

　白い狂三が告げる。

「ではルーク。蹴け散ちらしますわよ、護衛なさい」

　淡たん々たんとした回答に、あまりに諦てい観かんを思わせる呼応。

「はい、白の女王クイーン。次に死ぬまでルークとしてお供します」

　死神の組み合わせ。白の戦車ルークと白の女王クイーン、こちらは三人だというのに、数の多た寡かなど問題にもならないというような威い容ようがあった。

　ごくりと唾つばを飲み、微かすかな逡しゆん巡じゆんを振り払はらってその名を呼びかけた。

「……響さん」

「は、はい」

「お逃にげなさいませ」

　見捨てられた、というような響の表情が後ろを振り返らずともありありとわかる。

　言うまでもないが、見捨てた訳ではなく避ひ難なんさせるためだ。いや、それも伝わっている。伝わっているからこそ、傷ついた。

　だが、現状は多分最悪だ。

「いいからお逃げなさい、どうかお願いします」

「…………っ！」

　悔くやしそうな呻うめき声の後、遠ざかっていく気配がした。新しいルークが追おうとするのを、白い狂三が目線で制止させる。

　準精せい霊れいでその名を知らない者はないと謳うたわれているビスケットスマッシャー、蒼はともかくとして、緋衣響は彼女にとってどうでも良い相手なのだろう。

　今、白い狂三の狙ねらいはただ一人。

「〈刻々帝ザフキエル〉の情報データがもう少し欲ほしいですわ。わたくしたちの、新たな力とするために」

「畏かしこまりました、白の女王クイーン。……鼠ねずみはどうします？」

「わたくしの畏い怖ふを知らしめるために利用します。放置しなさい」

　鼠？

　狂三は内心で首を傾かしげる。どうやら、自分たち以外にも誰だれかがいるらしい。桃園まゆかのことだろうか？　いや、何か違ちがう気がする……考えるのは止やめる。

「来るぞ、時崎狂三。……勝負はまたの機会に」

　この状じよう況きようでもそれはしっかり予約いたしますのね、と呆あきれつつ狂三はクラシックな短銃と長銃を両手に構えた。

「──あなたが何であるかはわかりませんけれど、何者かはわかりますわ」

　黒い狂三が宣言する。

「──君が何者かは知っているが、何であるかはわからない」

　白い狂三が宣告する。

「あなたは」「君は」「害虫ですわ」「生いけ贄にえだ」

　共に弾だん丸がんを撃うち放つ。

　あっという間に、消えゆくエンプティたちの穏おだやかな墓場である『夢の揺籃クレイドル』は、先ほど以上の地じ獄ごくへと変転した。




















○続く道へ






　あの襲しゆう撃げきは、言うなればテロ事件のようなものだ。情報が錯さく綜そうし、果ては死亡説まで伝わったところで、風に乗せた声が第九領域イエソドの準精霊たちに届いた。

　──絆ばん王おう院いん瑞みず葉はも、輝俐キラリリネムもまったく無事である。

　──襲撃した準精霊は逃とう亡ぼうしたが、すぐに捕とらえられるであろう。

　──支配者ドミニオンは変わることなく、引き続き日常の勤めを果たすべし。

　瑞葉の声は、絶対的な安心感に満ちていた。

　喧けん騒そうが支配していた領域に、再び歌声が戻もどり始める。それを耳で確かく認にんしてから、絆王院瑞葉はようやく一息をついた。

「あの倦けん怠たい感は辛つらいですね……歌っている内に、何とか立ち直れましたが」

「まあ、アタシたちが望んだから仕方ないよねー」

「我々は望んでいないのですが」

　鋭するどい表情で、瑞葉のマネージャーがごくごくスポーツドリンクを飲むリネムを睨にらんだ。それを瑞葉が手で制止する。

「いえ、どちらにせよあれは必要な行為でした。今はただ、時とき崎さき狂くる三みさんを信じましょう」

「んー、でもまあ。なんか、さっきからあまり良い予感はしないのよね」

　空気を読まずに、リネムが呟く。

　そして遺い憾かんながら、瑞葉もそれに同意せざるを得なかった。

　支配者ドミニオンとなった理由の一いつ端たんである、凄すさまじいまでの知覚の鋭さ。第九領域イエソドの中央区一帯にいる準精霊に囁ささやきを送ることができる瑞葉は、遥か彼方かなたで何かが起きれば、それを何とはなしに感じ取ることができる。

　特に、危機的状況ならば尚なお更さら。その臆おく病びようさこそが、この第九領域イエソドにとって必要なものである、とリネムは信じている。

　だから、彼女に後を託たくす気になったのだ。

　決して、決して断じてハッキリと言うが、支配者ドミニオンとか七しち面めん倒どうくさい、という理由ではないのである、多分、きっと。

　ちなみにリネムはリネムで「何となく」で悪い予感を知覚するという特異体質なので、瑞葉は自分にトラブルがあれば、交代してもらう気でいるのだが。

　しかしそれにしても──と、リネムと瑞葉は顔を曇くもらせる。

　胸のざわめきがいつまで経たっても止まらない。

　澄すみ切った水に、一ひと滴しずくながら赤い赤い血を落とされたような気分──見た目は透明でも、無む惨ざんなまでに汚お染せん済み。




　そして、やがて立ち上がることができるまでに回復した面々の下もとへ一人の準精霊が出現した。鋭えい利りな目線、灰色の長い髪はポニーテールに纏まとめられ、青いセーラー服の下には鎖くさり帷子かたびらがちらりと見える。紛まごうことなきくノ一であった。

「あなたは華かれ羽は姉様の──」

　ボディガードを制止した瑞葉の声に、緊きん張ちようが宿る。

「佐さ賀が繰くれ唯ゆいと申します」

　リネムは我知らず胸を押さえた。嫌いやな予感が膨ふくれ上がって止まらない。




「緊きん急きゆうの報告です。第三領域ビナーの支配者ドミニオン、通つう称しよう〝白の女王クイーン〟がこの第九領域イエソドに先ほど顕けん現げんを果たしました。同時に第三の精霊である時崎狂三及および放ほう浪ろうの準精霊、蒼ツアンと交戦状態に突とつ入にゆう。これに勝利した模様です」




　ああ、とリネムは呻く。

　どうして、アタシの嫌な予感は──当たって欲しくないものは、当たってしまうのか。




　　　　◇




　がちゃがちゃと、耳みみ障ざわりな音がする。それも自分のかなり近くで。金属の軋きしむ音、ぱんと弾はじけて消える銃じゆう声せいと異なり、後味の悪い映画のようにいつまでも残り続ける何か。

　鬱うつ陶とうしい、と思ってそこから遠ざかろうとするとまたもや耳障りな音。

（ああもう。一体、どなたですの？）

　瞼まぶたを開いて周囲を見回す──慄りつ然ぜんとする。真っ白な壁かべ、黒い鉄てつ格ごう子し、灰色の鎖、繫つながれた自分自身。

　先ほどからがちゃがちゃと鳴る音は、腕うでを引っ張る際に鳴らしていたもの。

「目覚めましたわね、『わたくし』」

　だが、それら全すべては眼前にいる〝彼女〟によって吹ふき飛ばされた。

　美しい夜よ闇やみのような髪、真しん珠じゆのように輝かがやく肌、あちこちが引き千切られたような赤と黒の霊装ドレスは、紛まぎれもなく〈神威霊装・三番エロヒム〉──つまり、自分のそれ。

　そして、琥こ珀はく色いろをした時計盤ばんの瞳ひとみ。

　時崎狂三かのじよは、時崎狂三じぶんに告げる。

「──どうか『わたくし』、何としてでもお逃げくださいませ。この城の主あるじである白の女王クイーンが気付かぬ内に。そして、何としてでもこの隣りん界かいとあの人を救うのです」








あとがき




（※注意　本編のネタバレあり！）






　──驚きよう嘆たん、愕がく然ぜん、おやまあびっくり。

　本作を読んで面おも白しろかったな、あるいは（悲しいことですが）つまらなかったな、と思った方ですらも、その首根っこを摑つかんでブン回すようなインパクトが、彼女にはあったのではないでしょうか。

　……という訳で、彼女の登場。彼女の出現です。もちろん、彼女について何かを語ることは、まだできません。彼女の正体、目的、そもそも何でここにいるのん？　スピンオフで出しちゃっていいものなの？

　いや、そもそもラストの意味は!?　大だい丈じよう夫ぶ、東ひがし出で？　「実は何も考えていないので、いざとなったら時とき崎ざき狂くる三みの双ふた子ごの妹の時とき崎ざき狂くる四しってことにしよう」とか考えてない？

　など、など、など。

　ですがその一方、ああなるほどと納得している方もいらっしゃるでしょう。「デート・ア・バレット」一巻と同時発売だった「デート・ア・ライブ　狂三リフレイン」をお読みになった方、特に彼女の過去を知った方はよくおわかりでしょう。

　いいですか、ややこしいからゆっくりとお読みください。




　あっちに出てきたこっちの彼女はあっちに出てくるはずがないと。

　なぜならあっちの彼女はアレに抗する手段があるから。




　橘たちばな公こう司し先生との打ち合わせによって、こちらへ出演することになりました彼女については次巻によって思う存分語りたいと思います！

　ちなみにデザイン面でのアレコレや弾だん丸がんの名めい称しようにも橘先生の監かん修しゆうが入っておりまして、正直に申し上げると頭の先から爪つま先さきまでこの方「時崎狂三」という底無し沼ぬまに浸つかっているなあ、としんみりしたものです。というか泳いでるよ橘さん、バタフライとかで喜びを表現してるよ！




　さて、驚おどろきの新情報は置いといて第九領域イエソドについて。この領域は各領域でも一番賑にぎやかです。というかむしろ、第一〇領域マルクトがやたら物ぶつ騒そうなだけで、他の領域も不ふ穏おんな空気はあるものの、大たい抵ていの領域は平和だったりします。

　大抵は、ですが……。

　各準精せい霊れいたちはアイドル──スタッフ──ファン、と三つに分かれており、当然ながら集まる霊れい力りよくはアイドルが一番上になります。そしてまた同時に、アイドルはファンパワーというファンの影かげ（サイリウムをけなげに振ふる）を作り出すことができ、これが多ければ多いほどにライブは盛り上がっている、ということになるのですね。

　桃もも園ぞのまゆかのように、何人かのアイドルは空っぽ娘エンプテイを使用人として雇こ用ようしています。彼女たちは不意に消えてしまいますが、元より個性が少ないＢＯＴのような存在であるため、特に関心も持たない準精霊がほとんどのようです。

　ちなみに支配者ドミニオンである絆ばん王おう院いん瑞みず葉ほや輝俐キラリリネムは戦うことこそ不得手ですが、彼女の周囲を取り巻く準精霊たちはそれなりの実力者であり、何より戦闘狂ウオーモンガーの準精霊が山ほど押し寄せる第一〇領域マルクトが暴走した際の盾たてに成り得るので、色々と見み逃のがされている状態であります。




　ちなみに隣りん界かいの各領域は「デート・ア・ライブ」で活動中の精霊たちとリンクしていますが、本編に影えい響きようを与あたえることは今のところありません。本巻のようにちょっと特とく殊しゆな形でゲスト出演していただく可能性はありますが、本編の精霊がばばーんと登場すると……準精霊たちが……死んじゃう……。




　それではいつもの通り、各所方面にご迷めい惑わくをお掛かけいたしました。担当さん、橘公司先生、そしてイラストを描えがいてくださったＮＯＣＯ先生、毎度毎度ありがとうございます！

　そして読者の皆みな々みな様さま、本巻が発売される頃ころ（２０１７年８月）は暑い日々がまだ続いているかと思います。

　くれぐれもお体に気をつけて、充じゆう実じつした読書ライフをお過ごしくださいませ！





東出　祐ゆう一いち郎ろう　










東出祐一郎

●ひがしでゆういちろう



シナリオライター。小説、ゲームシナリオ、マンガ原作、アニメ脚本など、など。

代表作「ケモノガタリ」（小説）「Fate/Apocrypha」（小説）「Fate/Grand Order」（一部シナリオ）

アイドルという華やかで煌びやかでふわふわしたジャンルを選んでおいて、なぜにして当方の作品はなんか微妙に火薬臭いものになるのでしょう。謎だ。


















カバー・口絵・本文イラスト／ＮＯＣＯ

カバーデザイン／草野剛










デート・ア・ライブ　フラグメント




デート・ア・バレット２








東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう

原案・監修：橘たちばな 公こう司し
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